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平成19年６月７日 午前10時開会

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 議案の一括上程

・報告第２号～報告第16号

・議案第36号～議案第44号

提案理由説明

― 2―



午前10時00分 開会
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� おはようございます｡

ただ今の出席議員は20名で､ 議員定数の半数

に達しております｡

ただ今から平成19年第２回中能登町議会定

例会を開催いたします｡

地方自治法第121条の規定による本会議に

出席する者を別紙の説明員職氏名一覧表とし

てお手元に配布しましたのでご了承願います｡

次に､ 去る３月定例会において可決されま

したがん対策推進基本計画の早期決定に関す

る意見書､ 医師不足を解消し安心できる地域

医療体制の確保に関する意見書､ 公開制度見

直しなど戸籍法の早期改正に関する意見書､

３件につきましては､ 内閣総理大臣はじめ関

係方面に提出しておきましたので､ ご了承願

います｡

これより本日の会議を開きます｡

�����������
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� 日程第１ 会議録署

名議員の指名を行います｡

本定例会の会議録署名議員は会議規則第118

条の規定により､ 19番 作間七郎君､ 20番

杉本平治君を指名いたします｡

������
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� 日程第２ 会期の決

定を議題といたします｡

お諮りします｡

本定例会の会期は､ 本日から６月19日まで

の13日間といたしたいと思います｡ これにご

異議ありませんか｡

〔｢異議なし｣ の声あり〕

����	
��
� 異議なしと認めます｡

よって､ 会期は本日から６月19日までの13日

間とすることに決定いたしました｡

��������

����	
��
� 日程第３ 議案の一

括上程

報告第２号 専決処分の承認を求めること

について (中能登町税条例の一部を改正する

条例について)

報告第３号 専決処分の承認を求めること

について (中能登町原子力発電施設等立地地

域の指定による町税の課税の特例に関する条

例の一部を改正する条例について)

報告第４号 専決処分の承認を求めること

について (中能登町国民健康保険税条例の一

部を改正する条例について)

報告第５号 専決処分の承認を求めること

について (平成18年度中能登町一般会計補正

予算)

報告第６号 専決処分の承認を求めること

について (平成18年度中能登町老人保健特別

会計補正予算)

報告第７号 専決処分の承認を求めること

について (平成18年度中能登町介護保険特別

会計補正予算)

報告第８号 専決処分の承認を求めること

について (平成18年度中能登町国民健康保険

特別会計補正予算)

報告第９号 専決処分の承認を求めること

について (平成18年度中能登町下水道事業特

別会計補正予算)

報告第10号 専決処分の承認を求めること

について (平成18年度中能登町ケーブルテレ

ビ事業特別会計補正予算)

報告第11号 平成18年度中能登町一般会計

繰越明許費繰越計算書について

報告第12号 平成18年度中能登町介護保険

特別会計繰越明許費繰越計算書について

報告第13号 平成18年度中能登町ケーブル

テレビ事業特別会計繰越明許費繰越計算書に

ついて

報告第14号 専決処分の承認を求めること

― 3―



について (平成19年度中能登町一般会計補正

予算)

報告第15号 専決処分の承認を求めること

について (平成19年度中能登町一般会計補正

予算)

報告第16号 専決処分の承認を求めること

について (平成19年度中能登町分譲宅地造成

事業特別会計補正予算)

議案第36号 中能登町水道事業の設置に関

する条例の一部を改正する条例について

議案第37号 中能登町水道事業給水条例の

一部を改正する条例について

議案第38号 平成19年度中能登町一般会計

補正予算

議案第39号 平成19年度中能登町介護保険

特別会計補正予算

議案第40号 平成19年度中能登町下水道事

業特別会計補正予算

議案第41号 平成19年度中能登町分譲宅地

造成事業特別会計補正予算

議案第42号 長曽川水防事業事務組合規約

の一部を変更する規約について

議案第43号 町営土地改良事業の施工につ

いて

議案第44号 町道路線の変更について

以上報告15件､ 議案９件を一括議題といた

します｡

町長から議案についての提案理由の説明を

求めます｡

杉本町長

〔町長 (杉本栄蔵君) 登壇〕

��������	
 去る３月25日､ 能登

半島地震におきまして災害を受けられた町民

の皆様方には心からお見舞を申し上げたいと

思います｡

それでは､ 提案理由の説明を申し上げます｡

本日ここに平成19年第２回中能登町議会定例

会を招集いたしましたところ､ 議員各位には

公私共に何かとご多用の中､ ご出席いただき

まして誠に有難うございます｡ 今回､ 提案い

たしました主な内容について順次説明をいた

します｡

最初に､ 報告第２号から報告第４号までは､

条例の一部改正についてであり､ 国の法例改

正に伴い３月31日付をもって専決処分を行い

ましたので報告するものであります｡

まず報告第２号 中能登町税条例の一部を

改正する条例について専決処分の承認を求め

るものであります｡

この条例は､ 町税等の一部を改正する法律

の施行に伴い､ 所要の改正を行ったものであ

ります｡

次に､ 報告第３号 中能登町原子力発電施

設等立地地域の指定による町税の課税の特例

に関する条例の一部を改正する条例について､

専決処分の承認を求めるものであります｡

この条例は､ 原子力発電施設等立地地域の

振興に関する特別措置法第10条の地方税の不

均一課税に伴う措置が適用される場合等を定

める省令の施行に伴い､ 所要の改正を行った

ものであります｡

次に､ 報告第４号 中能登町国民健康保険

税条例の一部を改正する条例について､ 専決

処分の承認を求めるものであります｡

この条例は､ 国民健康保険の施行令の一部

を改正する政令の施行に伴い､ 基礎課税額の

上限を53万円から56万円に引き上げるもので

あります｡

次に､ 報告第５号から報告第10号までは平

成18年度の補正予算について､ 事業費の確定

に伴い､ ３月31日付をもって専決処分を行い

ましたので報告するものであります｡

まず､ 報告第５号 平成18年度中能登町一

般会計補正予算につきましては､ 歳入歳出予

算の総額に歳入歳出それぞれ１億8,776万4,000

円を減額し､ 歳入歳出予算の総額を歳入歳出

それぞれ117億8,512万2,000円としたものであ

ります｡

また､ 第２表の地方債補正及び第３表の繰

越明許費につきましては､ 事業の確定により
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それぞれ必要額を計上したものであります｡

次に､ 報告第６号 平成18年度中能登町老

人保健特別会計補正予算につきましては､ 歳

入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ1,438

万4,000円を減額し､ 歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ22億3,146万円としたもの

であります｡

次に､ 報告第７号 平成18年度中能登町介

護保険特別会計補正予算につきましては､ 歳

入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ

161万1,000円を減額し､ 歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ14億6,952万2,000円とし

たものであります｡

また第２表の繰越明許費につきましては､

事業の確定により翌年度に繰り越す必要額を

計上したものであります｡

次に､ 報告第８号 平成18年度中能登町国

民健康保険特別会計補正予算につきましては､

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ

2,578万円を減額し､ 歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ17億8,301万円としたもの

であります｡

次に､ 報告第９号 平成18年度中能登町下

水道事業特別会計補正予算につきましては､

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ441

万2,000円を減額し､ 歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ14億2,148万7,000円とした

ものであります｡

次に､ 報告第10号 平成18年度中能登町ケー

ブルテレビ事業特別会計補正予算につきまし

ては､ 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それ

ぞれ517万4,000円を減額し､ 歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ16億3,780万5,000円

としたものであります｡

また第２表の繰越明許費につきましては､

事業の確定により必要額を計上したものであ

ります｡

次に､ 報告第11号 平成18年度中能登町一

般会計繰越明許費繰越計算書の報告につきま

しては､ 地方特定道路整備事業等の７件につ

いて翌年度へ繰り越す繰越計算書であります｡

次に､ 報告第12号 平成18年度中能登町介

護保険特別会計繰越明許費繰越計算書並びに

報告第13号 平成18年度中能登町ケーブルテ

レビ事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報

告につきましては､ 一般会計の繰越に関連し

た繰越計算書であります｡

次に､ 報告第14号 平成19年度中能登町一

般会計補正予算につきましては､ 歳入歳出予

算の総額に歳入歳出それぞれ820万円を増額

し､ 歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ

95億900万円とし､ ４月17日付をもって専決

処分を行いましたので､ 報告するものであり

ます｡

次に､ 報告第15号 平成19年度中能登町一

般会計補正予算につきましては､ 歳入歳出予

算の総額に歳入歳出それぞれ１億4,900万7,000

円を増額し､ 歳入歳出予算の総額を歳入歳出

それぞれ96億5,800万7,000円とし､ ５月10日

付をもって専決処分を行いましたので､ 報告

するものであります｡

次に､ 報告第16号 平成19年度中能登町分

譲宅地造成事業特別会計補正予算につきまし

ては､ 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞ

れ１億2,852万円を増額し､ 歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ１億5,327万円とし､

先の報告と同じ５月10日付をもって専決処分

を行いましたので､ 報告するものであります｡

以上の報告案件につきましては､ 地方自治

法第179条第３項の規定により議会に報告し､

専決処分の承認を求めるものであります｡

次に､ 議案第36号 中能登町水道事業の設

置に関する条例の一部を改正する条例につい

てであります｡

この条例は水道事業の規模及び能力を担う

改正であります｡

次に､ 議案第37号 中能登町水道事業の給

水条例の一部を改正する条例についてであり

ます｡

この条例は給水区域を明確にするため全域
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と一部区域に分ける改正であります｡

次に､ 議案第38号から議案第41号までは平

成19年度補正予算に関する議案についてであ

ります｡

今回の補正の主なものとしては､ 西馬場地

区分譲宅地造成事業と能登半島地震にかかる

災害復旧費等であります｡

まず､ 議案第38号 平成19年度中能登町一

般会計補正予算につきましては､ 歳入歳出予

算の総額に歳入歳出それぞれ２億2,888万6,000

円を増額し､ 歳入歳出予算の総額を歳入歳出

それぞれ98億8,689万3,000円とするものであ

り､ 第２表の地方債補正につきましては必要

額を計上するものであります｡

次に､ 議案第39号 平成19年度中能登町介

護保険特別会計補正予算につきましては､ 歳

入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ2,134

万1,000円を増額し､ 歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ15億7,750万9,000円とする

ものであります｡

次に､ 議案第40号 平成19年度中能登町下

水道事業特別会計補正予算につきましては､

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ808

万6,000円を増額し､ 歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ17億3,704万4,000円とする

ものであります｡

次に､ 議案第41号 平成19年度中能登町分

譲宅地造成事業特別会計補正予算につきまし

ては､ 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞ

れ6,030万円を増額し､ 歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ２億1,357万円とするも

のであります｡

次に､ 議案第42号 長曽川水防事業組合規

約の一部を変更する規約についてであります｡

今回の改正は､ 地方自治法の改正による

所要の規約改正であり､ ４月１日に遡って適

用するものであります｡

次に､ 議案第43号 町営土地改良事業の施

行についてであります｡ この土地改良事業は

花見月地区において農業用の用排水施設を施

工するため､ 土地改良法に基づき議会の議決

をお願いするものであります｡

最後に､ 議案第44号 町道路線の変更につ

いてであります｡

今回､ 黒氏地区から要望のありました道路

について､ 路線の終点を変更するものであり

ます｡

以上､ 本日提出いたしました議案各件につ

き､ その大要をご説明申し上げましたが､ 議

員各位におかれましては､ 慎重なるご審議を

いただき､ 適切なるご決議を賜りますようお

願いを申し上げまして､ 提案理由の説明を終

わります｡ ありがとうございました｡

��������	
 町長の提案理由の説

明が終わりました｡

�� 
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 以上で本日の日程は

終了いたしました｡

明日８日午前10時から本会議を開きます｡

本日はこれをもって散会いたします｡

ご苦労さまでした｡

午前10時34分 散会
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１番 笹 川 広 美 議員 11番 上 見 健 一 議員
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４番 宮 下 為 幸 議員 14番 岩 井 礼 二 議員

５番 平 岡 志 朗 議員 15番 西 村 秀 博 議員

６番 亀 野 冨二夫 議員 16番 坂 井 幸 雄 議員
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９番 古 玉 栄 治 議員 19番 作 間 七 郎 議員

10番 武 田 純 一 議員 20番 杉 本 平 治 議員
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町 長 杉 本 栄 蔵 農 林 課 長 表 辰 祐

副 町 長 小 山 茂 則 商工観光課長 坂 井 信 男

教 育 長 池 島 憲 雄 上下水道課長 松 栄 哲 夫

参事兼総務課長 苗 山 雅 幸 福 祉 課 長 岡 野 昇

参事兼監理課長 藤 井 博 昭 保健環境課長 小 林 玉 樹

参事兼住民課長 林 富士雄 会 計 課 長 小 山 三 雄

企 画 課 長 大 村 義 一 教育文化課長 後 藤 和 雄

税 務 課 長 永 源 勝 生涯学習課長 吉 田 外喜夫

土木建設課長 澤 賢 造
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事 務 局 長 服 部 顕 了 書 記 山 本 正 広
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平成19年６月８日 午前10時開議

日程第１ 議案質疑

・報告第２号～報告第16号

・議案第36号～議案第44号

日程第２ 常任委員会付託

・報告第２号～報告第16号

・議案第36号～議案第44号

日程第３ 休会決定の件
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午前10時00分 開議

�� �

������	
�� おはようございます｡

ただいまの出席議員は20名です｡ 議員定数の

半数に達しておりますので､ 本日の会議を開

きます｡

��
��

������	
�� 日程第１ 議案質疑

あらかじめ申し上げておきますが､ 所属す

る委員会の所管する議案については､ 議員申

し合わせ事項を守っていただくようお願いい

たします｡

これより､ 報告第２号 専決処分の承認を

求めることについて (中能登町税条例の一部

を改正する条例について) 質疑を行います｡

質疑の方ございませんか｡

[｢なし｣ の声あり]

������	
�� 質疑はないものと認

めます｡

以上で報告２号についての質疑を終結いた

します｡

次に､ 報告第３号 専決処分の承認を求め

ることについて (中能登町原子力発電施設な

ど立地地域の指定による町税の課税の特例に

関する条例の一部を改正する条例について)

質疑を行います｡

質疑の方ございませんか｡

[｢なし｣ の声あり]

������	
�� 質疑ないものと認め

ます｡

以上で報告３号についての質疑を終結いた

します｡

次に､ 報告第４号 専決処分の承認を求め

ることについて (中能登町国民健康保険税条

例の一部を改正する条例について) 質疑を行

ないます｡

質疑の方ございませんか｡

[｢なし｣ の声あり]

������	
�� 質疑ないものと認め

ます｡

以上で報告４号についての質疑を終結いた

します｡

次に､ 報告第５号 専決処分の承認を求め

ることについて (平成18年度中能登町一般会

計補正予算) の質疑を行います｡

まず､ 歳入全般について質疑の方ございま

せんか｡ 15ページから33ページになります｡

質疑の方ございませんか｡

[｢なし｣ の声あり]

������	
�� 質疑ないものと認め

ます｡ ないようでしたら歳出に進みます｡

歳出の第１款から第3款まで質疑の方ござ

いませんか｡

[｢なし｣ の声あり]

������	
�� 質疑ないものと認め

ます｡ ないようでしたら次に第4款から第９

款まで質疑の方ございませんか｡ ページは58

ページから78ページになります｡ 質疑ありま

せんか｡

10番 武田純一君

[10番 (武田純一君) 登壇]

����������� 先の全協の時にもお

尋ねしたんですけれども､ 更にもう少し詳し

く教えていただきたいと思います｡ ページ数

は59ページです｡ ここで委託費で環境汚染測

定調査､ マイナスの62万7,000円というふう

に計上されております｡ 全協の時よりもう少

し踏み込んだ答弁をお願いいたします｡ 以上

です｡

������	
�� 小林保健環境課長

[保健環境課長 (小林玉樹君) 登壇]

�������������� 武田議員の

ご質問にお答えいたします｡

先般の全協の時にご説明申し上げまして､

あれで足りたかなと思ったんですが｡

合併以前は､ 鹿島町においては定点を設け

まして必ず毎年検査をしていたということで

ございました｡ ところが､ 例えば鳥屋､ 鹿西
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と合併をいたしまして､ 昨年､ 一昨年まで確

か実施はしておったんですが､ 結局無駄遣い

という言い方はちょっと変なんですけれども､

非常に効率が悪いんじゃないかということで､

トラブルが起きてからと言いますか､ そうい

う汚染と言いますか､ 住民の方のいろんなご

意見を聞かせていただいて､ ここをやってほ

しいというご意見がございました時に初めて

それに対応していくということの方が効率が

いいような気がいたしまして､ 昨年につきま

してはそういう対応をいたしました｡ あのこ

れ､ ちょっと踏み込んだあれになるかどうか

わかりませんけれど､ 以上でございます｡

��������	
 他にありませんか｡

ないようでしたら次に移ります｡

第10款から第12款まで､ 78ページから94ペー

ジになります｡ 質疑の方ございませんか｡

20番 杉本平治君

[20番 (杉本平治君) 登壇]

���
�����	
 それでは全協に引き

続き､ その５についての質疑を行いたいと思

います｡

議長には一つページ数もきちんと言ってい

ただきたいと思います｡ なかなかページ数が

明確にされると質疑もしやすいと思いますの

で､ 要望しておきたいと思います｡

まず初めに82ページ､ 第10款の教育費でご

ざいますが､ 小学校の工事請負費に1,005万

3,000円の減額になっておるわけでございま

す｡ 予算につきましても同じ金額を予算化し

たわけでございます｡ これにつきまして､ 全

額減額した理由､ どういう場所を小学校の工

事を考えて予算化したのか､ 工事場所並びに

その点につきまして報告を願いたいと思いま

す｡

試み19年度は､ 同じく工事請負費に847万

1,000円予算化してあるわけでございます｡

これらにつきましても関連性があるのかどう

か､ そこらへんにつきましても一つ宜しくお

願いをいたします｡

次に､ 85ページと86ページにかかりまして､

公民館費でございます｡ これにつきましては

私､ 全協の席上にも自治公民館ということで

話をしておりました｡ 86ページに町壮年団協

議会費△の10万円｡ 同じく町青年団活動費と

いうことで20万円各々減額になっておるわけ

でございます｡ 予算では同額を打ったわけで

ございます｡ そういう中で､ どうしてこれの

欄につきまして全額削除になったのか現状の

報告を求めたいと思うんです｡

試みに､ 19年度は壮年団で９万円､ 青年団

で18万円予算化してあるわけでございます｡

18年度の予算で全額減額になっておる中で､

改めてまた19年予算で9万円､ 18万円という

予算化したわけでございますが､ これらにつ

きましても､ これからのこの各種団体､ 特に

壮年団・青年団活動というものにつきまして､

今後どう指導していかれるのか｡ この点につ

いてもこれにつきましては町の基本的な姿勢

でありますから､ 町長の方から答弁を求めた

いと思うんです｡

また戻りまして､ 85ページに公民館運営審

議委員会という審議委員会があるわけでござ

います｡ 全協の席上でこの点につきましてお

聞きしたところ､ 10名の方々が５回審議をさ

れた｡ 私も公民館の運営審議委員に昔､ 若い

ときに入っておりました｡ この審議委員会は

こういう今､ せっかく予算化した金額を全額

減額､ 使われなかったという､ そういうこの

青年団・壮年団の活動について､ 審議会のな

かにどのような協議がなされておったのか｡

これらについても審議会の内容等については

担当課長の方からこの点につきまして､ ほん

とにこういう面についても十分に審議された

のかどうか報告を願いたいと思います｡

常々､ 町長は地域の活動､ 特にこれからの

中能登町をつくっていく壮年団・青年団とい

うものにつきまして､ 期待を持っておるわけ

でございます｡ その期待を込めてどうしてこ

ういうことになったのか､ この点について､
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説明を求めたいと思います｡

��������	
 杉本町長

[町長 (杉本栄蔵君) 登壇]

�����
��	
 町の壮年団10万､ 青

年団20万を計上してあるのをどうして使わな

かったかという質問でありますけれども､ 私

も長い間､ 青年団・壮年団活動をしておりま

して大変熱い思いを持っておるわけでござい

ます｡ 壮年団・青年団を結成するということ

で､ 15､ 6名の方が集まりまして､ 結成はさ

れました｡ そういうなかで､ 町長と語る会と

いうことでそういう会も１回開かれました｡

いろんな結成をされて､ 平井さんという方が

団長として今の審議会のなかにも壮年団の代

表として入っていただいておる審議会もござ

いますし､ そういうあれには､ 真面目に出て

きていただいております｡ ｢いやぁ､ そやけ

ど､ 杉本さん､ なかなか団員が増えんで､ あ

れで､ まだお金も欲しいけども使うような状

態でないさかいに､ もうちょっと努力してこ

れからも広げていくさかいに､ また来年も頼

むわいね｡｣ という､ そんなようなお話であ

りまして､ 一歩一歩進んでおることは事実な

んですけれども､ そういう中で､ また今年度

も会長の平井さんを中心にしながら各地域､

そしてまた役場の職員等にも入っていただい

て広げていきたいなぁと､ そう思っておりま

す｡ そういうなかで会合も開いたり､ いろん

な所へ出てきていただいたり､ 今20名ぐらい

の団員でありまして､ これから広がっていく

ことを期待もしておりますし､ またいろんな

面でご支援もしていきたいとそう思っており

ます｡ そういうなかで一割カットをさせてい

ただいたということで､ 9万円と18万円を19

年度予算にも上げさせていただいたわけであ

りますけれど､ もう少し時間をいただきたい

と思います｡ 以上です｡

��������	
 後藤教育文化課長

[教育文化課長 (後藤和雄君) 登壇]

������������	
 小学校費の

工事請負費の減額についてでございます｡ せっ

かく予算を承認していただきながら､ 不執行

になったことをまずお詫びしたいと思います｡

理由につきましては､ 前年度の繰越というこ

とで耐震工事で１億5,500万円の工事に大変

手を取られた｡ それから中学校にも工事がご

ざいまして､ 大変そちらの方の仕事にも時間

をとられたということもございます｡

この工事の内容につきましては､ 10件ばか

りあるんですけれども､ 修繕工事に近いもの

がありまして､ 軽微で修理できるものにつき

ましては修繕で実施したものが３件､ ４件ご

ざいます｡ それから塗装等でもう少し見送る

ということで､ 結果的に見送りになったもの

が大部分でございます｡ それと19年度の予算

にこれは盛ってあるかということでございま

すが､ その部分は除いて別の工事でございま

す｡ 以上です｡

��������	
 吉田生涯学習課長

[生涯学習課長 (吉田外喜夫君) 登壇]

����������� !	
 ただ今の

杉本議員からのご質問の中の公民館運営審議

委員会､ 66,000円の減額になっているのは､

どういう活動やっているのかとともに､ なぜ

減額になったかというようなご質問かと思い

ます｡

公民館運営審議委員会10名の方で運営をさ

せていただいております｡ 年間５回程度の会

議をもちたいということで､ 予算計上をして

おるわけですが､ 66,000円の減額については

その開催日に参加されなかった､ 出席されな

かった方の減額でございます｡

そして､ その公民館運営審議委員会の会議

の内容といたしましては､ 地域づくりと公民

館活動というような主眼のもとで､ 各種､ 各

公民館の施設の利用する状況といいますか､

そういうものの審議といいますか協議｡

それから､ その公民館に開催する成人講座､

女性講座､ 高齢者講座その他知識を上げると

いいますか､ 趣味の講座等の計画､ 年間計画
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を審議しているものでございます｡

中能登町には３館の公民館があるというこ

とで､ いろんな講座を開いている｡ その内容

等について審議をし､ 実施をしているという

ようなことでございます｡ 議員がおっしゃい

ますような自治公民館活動について主眼をもっ

て協議をしている､ あるいは指導をどうすれ

ばいいかというようなことについては､ 今後

また参考にしまして､ そういうことも審議の

中に含めて協議をしていきたいと､ そのよう

に考えております｡ 現状はそういうようなこ

とでございます｡ 以上でございます｡

��������	
 他にありませんか｡

20番 杉本平治君

���
�����	
 私の意見も述べて答

えていただきたいと思います｡

まず初めに､ 町長にお聞きしたいのは､ 青

年団・壮年団という中能登町の将来を担って

いくこういう方々に､ どういう希望を持って

接しておられるのか､ そういうことについて､

具体的にそういう方々との会議を持たれたの

かどうか､ そこらへんが私大事だと思うんで

す｡ 農業一つとりましても､ 段々と高齢化し

ておるわけでございます｡ そういう中でこれ

らの若者・壮年団これからますます中能登町

町づくりの中で､ これらの方々の協力､ 活動

というのは重要視されていかなくてはいけな

いと思うんです｡

私は町長にお聞きしたいのは､ 今までの青

年団・壮年団の活動がレクリェーション､ ま

たそれにまま似たそういう活動に多数が関わっ

ておった､ そういうことで､ なかなかそうい

う面について会員の方々は活動をあまり積極

的に行わなかったのではないか､ そういうこ

とを感じるわけです｡

私は望みたいのは､ もう少し前へ進んで､

町づくりの中で青年団・壮年団の位置づけと

いうものを明確にして､ その方々が中能登町

の生産にどう関わっていくのか､ そういうこ

とを率直に話をして協力を求めていく､ そう

いうことが私は大事ではなかろうかと思うん

です｡

私も､ 旧の能登部町の青年団の団長をして

おります｡ その時には青産研活動という､ 同

じ活動でも地域に密着した産業を興す､ そう

いう活動を目的にして活動をやっておりまし

た｡

私はやはり､ そういうことがこれから必要

ではないか､ レクリェーションそういうもの

が一つの活動の主体になるのではなしに､ 地

域の方々とのこの町おこしをどうして行くの

か､ そういうことが大事でなかろうかと私は

そう思うわけでありまして､ そういう意味あ

いにおきまして､ 率直に町長はそういう方々

との協議を行っていただきたい｡

あなた方の活動､ 力を町は期待している｡

必要としている｡ そういう､ やはり語りがな

くてはいけないのではないかと私は思うんで

す｡

それから吉田課長にお尋ねしますが､ 私の

聞いておるのは､ 今の青年団・壮年団のせっ

かく予算化した金額全額使われなかった､ そ

ういう実態を公民館の運営審議委員会の中で

論議されたのかどうかということを聞いてい

るんです｡

審議員の方々は､ 私はそういう面について

どう論議されたのか､ ただ行政の方が立案し

たいろんなものを協議しておるのではなしに､

自主的にそういう実態をどう審議委員会の中

で論議されたのか､ せっかく10人の方が任命

されておるわけでございます｡ ５回も論議さ

れたということでありますから､ 私はそうい

う面について論議の中でそういうものがあっ

たのか､ なかったのか､ こういう点について

率直に吉田課長から答弁を求めたいと思いま

す｡

また､ 先ほど言いました小学校の工事費､

答弁がちょっと解りづらいんです｡ 1,000万

円という大金を予算化して､ 必要であったか

ら予算化したと思うんです｡ それが全額使わ
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れなくて､ そして改めて､ 19年度に847万1,000

円予算化した｡ 18年度に全額削除して19年度

にまた予算化した｡ 答弁聞いておりますと､

予算化した箇所付けは､ 全然違うものだとい

うことを答弁されましたが､ そうしますと､

18年度に予算化したこの工事というのは､ 具

体的に必要であったのか､ なかったのか､ も

う少しそういう面についてきちんと答弁を求

めたいと思います｡

��������	
 吉田生涯学習課長

���
���������	
 先ほど申

し添えるのを忘れたような感じでございまし

た｡ お詫び申し上げます｡

青壮年団の減額になったそれも､ まるまる

予算化した金額をそのまま減額したのはなぜ

かという事と､ それについて公民館運営審議

委員会でそういうことを話題に挙げ､ それか

ら審議されたかというようなことかと思いま

す｡

まず､ 予算化された金額そのまま減額した

理由については､ 先ほど町長も申し上げまし

た通り､ 壮年団協議会については立ち上げは

されました｡

しかしながら､ その中で年間活動あるいは

補助金でございますので､ 実績等あげていた

だきたいというこちらからの要請をしてみま

したけれども､ どうにもその活動内容がお粗

末であり､ 中味として報告するものもないと

いうような実態でございましたので､ 止むを

得ず補助金を交付しなかったというような状

況でございます｡

今年度については､ またそれを踏まえて活

動状況をこちらも声をかけ､ いろいろな活動

をしていただきたいというようなことをして

おります｡

それから青年団活動については､ 実態は各

地域に青年団といいますか青壮年会というよ

うなものがございます｡ 自治公民館活動の中

で､ その組織があるかという調査を合併後毎

年やっております｡ 実態はその地区にはあり

ます｡

しかしながら､ 中能登町青年団協議会ある

いは各旧町地区での青年団協議会連絡会とい

いますか､ そういう組織がまずないと､ 地区

から祭りの伝承､ あるいは子ども会の中で､

青壮年団の活動も同時にやっているような､

そういう組織が各地区にまだあります｡

しかしながら､ 青年団協議会とか壮年団協

議会というきちっとした町での組織は確立し

ていないということで､ 公民館審議委員会の

中でも､ その育成にどういうふうな力を注げ

ばいいかということで､ 昨年度18年､ 19年に

ついては青年層が中心の団体５名以上､ よっ

ていただいてスポーツ活動であり､ 文化活動

であり､ 社会奉仕活動であり､ その他特にこ

ちらの方へ報告されるような活動に５名以上

の青年層が集まった方々について､ ５万円を

上限として補助をしたいというようなことも､

広報等あるいは各自治会等にご案内もしてお

ります｡ が､ 昨年は４月・５月の間に２､ ３

のそういうグループからの報告といいますか､

これはどういうような状況の補助金なのか

という問い合わせはありました｡

そして､ それは説明をしたわけなんですが､

結果的に３月になっても申請あるいはその報

告は受けられなかったという状況で､ 予算に

ついては減額をさせていただいたということ

でございます｡

引き続き､ 今年度､ 19年度についても､ も

う少し緩和した形で自治公民館等の協力を得

て､ 青年組織の充実といいますか､ そういう

活動をやっておられる方に声をかけていただ

きたい､ という説明をしながら掘り起こしを

行いたいと考えております｡

現状はそういうことでございます｡ 以上で

す｡

��������	
 後藤教育文化課長

������������	
 お答えしま

す｡ その工事は必要であったのかどうなのか

ということなんですけども､ 必要な工事でご
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ざいます｡

先ほど申しましたように､ やらなければな

らなかったわけなんですが､ 諸般の事情で､

できなかったということでお詫びをいたした

いところでございます｡

内容につきましてはですね､ 階段の塗装工

事､ それからプールの塗装工事､ それから給

配水管の石綿の取替工事といった必然的な要

素のものが多ございまして､ 結果的に２年ほ

ど先のばしして､ お願いしたいということで

ございます｡

また一部につきましては､ 漏水等の工事の

ものもあるんですけども､ 軽微な修繕で済み

ましたので､ 修繕費の方で支出をしたものも

ございます｡

��������	
 他にありませんか｡

[｢なし｣ の声あり]

��������	
 質疑はないものと認

めます｡ 以上で報告第５号についての質疑を

終結いたします｡

次に､ 報告第６号 専決処分の承認を求め

ることについて (平成18年度中能登町老人保

健特別会計補正予算) の質疑を行います｡ 歳

入歳出全般について質疑を行います｡ 質疑

の方ございませんか｡

[｢なし｣ の声あり]

��������	
 質疑はないものと認

めます｡ 以上で報告第６号についての質疑を

終結いたします｡

次に､ 報告第７号 専決処分の承認を求め

ることについて (平成18年度中能登町介護保

険特別会計補正予算) の質疑を行います｡ 歳

入歳出全般について質疑の方ございませんか｡

[｢なし｣ の声あり]

��������	
 質疑はないものと認

めます｡ 以上で報告第７号についての質疑を

終結いたします｡

次に報告第８号 専決処分の承認を求める

ことについて (平成18年度中能登町国民健康

保険特別会計補正予算) の質疑を行います｡

歳入歳出全般について質疑の方ございません

か｡

��������	
 20番 杉本平治君

���
�����	
 それでは質疑させて

いただきます｡

その先に､ 一言議長にお願いをしておきた

いと思います｡

先ほど私が質問した中で､ まず初めに町長

の答弁を求めておったわけでございますが､

議長の方は町長を指名いたしませんでした｡

私､ それでよかろうと思ってやめたんですけ

れども､ これはきちっと議長の方から町長の

答弁を求めておったんですから､ ひとつ､ き

ちんと指名をしていただきたい､ そのように

思うわけであります｡

それでは､ 131ページ国保の問題について

お尋ねいたします｡ 具体的にお話をいたしま

すと､ これも町づくりのひとつの中で､ 現在､

鹿西町の実態がどうなっておるかということ

についてお聞きしたいんです｡ 131ページに

出産育児一時金､ 65万円減額になっておりま

すし､ 葬祭費も40万円減額になっておるわけ

でございます｡ 葬祭費の減額は､ これは減額

になるということは､ 誠に悪いことではない

と思うんです｡ トータルいたしまして､ 出産

された子どもさん､ この方々に一時金として

お金をあげておるわけでございますが､ これ

らにつきましては､ 中能登町の現状を人数を

ひとつ明確にしていただきたい｡ 予算は460

万円予算化してあるわけでございます｡ これ

らにつきまして､ どうなっておるのか､ ひと

つよろしくお願いをいたします｡

19年度では､ 725万円大幅に出産一時金を

予算化してあります｡ これらについては､ 理

由があろうかと思うんですが､ この件につき

まして､ 一年間に中能登町で産まれた子ども

さんは何人になるのか､ また葬祭費として40

万円減額になっております｡ 予算は18年度は

725万円予算化したわけでございます｡ 19年

度でも同じ金額を予算化してあります｡ お聞
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きしたいのは､ よく能登地方ではいつも人口

の減が強いわけでございます｡ 中能登町にお

きましても､ やはり年々人口が減っておりま

す｡ 私は産まれる子どもが少なくて､ お年寄

りで高齢者の方々が死亡されるという､ その

差の中で自動的に人口は減になる､ これは高

齢者をかかえている能登のひとつの現在の宿

命でないかなと思うんです｡ ただお聞きした

いのは､ それでは中能登町は転入される方々､

転出される方々の人数というのは現状はどう

なっておるのかということです｡ これは町長､

やはり町づくりの中で転入を､ 中能登町に転

入をするというそういう町づくりを作ってい

けば､ これはやはり人口は増えてくるわけで

すね｡ これ私､ 大事だと思うんです｡ ｢こん

な町に住んでおられんわ､ どっか行くわいや｡｣

ということで転出されれば､ どれだけ子ども

さんが産まれても３人も４人も一遍に転出し

ていけば人口は減るわけやわね､ そこらへん

の転入と転出の数値というのは一年間で､ 18

年度決算の中でどのようになっておるのか､

お聞きしたいと思うんです｡ 因みに新聞で､

この前､ 中日新聞ですが出ておりました｡ 七

尾市が転出と転入を比べたら初めて転出が余

計になったそうです｡ 転入される方々が少な

くなった｡ 七尾市の現状､ ということは魅力

が､ 他の町のことはあまり言われませんけれ

ど､ 魅力のある町づくりをして行けば､ やは

り転入が増えてくる､ そういう中で､ 現在宅

地造成いろんなものを考えているわけでござ

いますが､ それにも増して､ 魅力というもの

をどうこれから考えていくかということを､

それが私は大事だと思うんです｡ ひとつ､ 死

亡されている人数､ 産まれた人数､ それから

転入された数字､ 転出された数字､ この４点

について報告を求めたいと思います｡

��������	
 小林保健環境課長

���
��������	
 杉本議員お

聞きの国保の中での出産育児一時金､ それか

ら葬祭費の減額についてのご質問だったと思っ

ております｡ それでまず出産育児一時金です

が､ 予算化いたしましたのが15人分､ １人30

万円あたりで15人分でございました｡ それで

実際に割当てたといいますか､ 一時金として

お支払いしたのが12件ございます｡ ９月まで

は１人当り30万円ということ､ それから10月

以降は35万円ということで改正させていただ

きました｡ それでそういう支払をいたしてお

ります｡ 結局65万円は不用額となったわけで

ございます｡

それから葬祭費につきましては､ 当初予算

が145人分一応みておりました｡ それで実際

に亡くなられた方が137件いらっしゃいまし

た｡ ということで､ 40万円減額させていただ

いております｡ ということで､ 国保につきま

しては生まれた方12人でございます｡ それで､

トータルで大体これの10倍の方が､ 他に社保

の方でいらっしゃるというケースになります｡

ですから､ トータルそれから転入転出の数に

つきましては､ また担当の課長がおりますの

で､ そちらの方からお答えいたしたいと思い

ます｡ 以上でございます｡

��������	
 林参事兼住民課長

[参事兼住民課長 (林富士雄君) 登壇]

�������������	
 杉本議員

の中能登町における転入者・転出者､ それと

出生者・死亡者についての動態についてご質

問ですのでお答えします｡ 平成18年４月１日

から19年３月31日までの数ですけども､ 転入

者が353人､ 転出者が451人､ 差引きしますと

転出者の方が98人多くなって､ 人口減の要因

となっております｡ 転入転出の差が98人で人

口減になっております｡ また出生者136人､

死亡者198人､ その差は62人の死亡者の数が

出生者よりも多くなっております｡ その他に

住民基本台帳上で１人増になっております｡

これは転出取消しというような場合のもので

す｡ その結果､ １年間の人口の増減ですけど

も､ 159人の減少となっております｡ 以上で

す｡
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��������	
 20番 杉本平治君

���
�����	
 ただ今､ 答弁をいた

だきました｡ 死亡・出生は､ これは高齢者を

抱えている能登の一つの実態でございます｡

これらにつきましては､ 今早急にこれをどう

するということは私はなかなかできがたい､

町長であってもこの件につきましては､ 生ま

れる方を増やしたいというそういう気持ちあ

りましても､ 簡単にそういうわけにはいかな

い､ 死んでいく人を止めるというわけにはい

かない｡ これは､ 今の現状の中で中能登町の

でなしに､ 能登の現状でないかと思うんです｡

ただ､ 能登の総体のパイを中能登町がどう加

工していくかということ､ これは議会をはじ

め行政に課せられた私は一つの大きな課題で

はなかろうかと思うんです｡ 転入が353人､

転出が451人､ これをどうくい止めていくか

ということが､ これは大きな私は仕事でなか

ろうかと思うんです｡ 死ぬ人を止めるという

わけにはいきませんし､ 生まれてくる人をあ

んた１人でなしに２人生んでくれというわけ

にもいきませんから､ これはどうにもならな

い｡ そうしますと､ 転入と転出の差を98人で

すが､ これをどうするのかということ｡ 今､

具体的に西馬場地区に宅地造成､ それからあ

おば台､ あそこにも宅地造成､ いろんな事を

考えておりますが､ これらにつきまして､ 今

後本当に議会も行政もどうしていくのか､ 能

登の総体的な人口のパイの中で､ 中能登町が

どうそれを増やしていくのかということが､

私はこれは大きな課題であり､ 町長のこれか

らの手腕の見せどころだと思うんです｡

これらにつきましても､ 魅力ある町づくり､

そういうことも考えて行かなくてはいけない

と思うんですが､ 例えば､ 出産一時金､ 昨年

度､ 18年度は450万円の予算を19年度は525万

円に上げたわけでございます｡ だから近隣の

町の若いお母さん方は､ 全部が全部とはいい

ませんけども､ どうせ子どもを産むのなら中

能登町で産んだ方がお金余計あたる､ そうい

う話も聞くんですよ｡ だから保育料ひとつと

りましても､ 中能登町の保育行政は大変充実

している､ ５つある保育所は本当に素晴らし

い保育所である｡ 安心して預けられるという､

そういう保育行政､ これらもやはり転入を増

やす､ 若者の転入を増やす大きな私は魅力で

なかろうかと思うんです｡

私の所へ金沢の方から電話がありまして､

今月の20日の日に中能登町の保育の現状を見

学させてほしい､ 見さしてほしいという､ そ

ういう要望がありまして､ 谷保育担当課長に

お願いしておるんですが､ どういう保育行政

をやっておるのか､ やはり県下の中でも中能

登町の保育行政について注目しておるわけで

す｡ 私はそういう中で転入の数を是非とも増

やす方策､ これを考えていただきたい､ これ

要望しておきます｡ 町長の答弁はいただきま

せん｡ 必要はありませんがひとつ要望だけし

ておきたいと思います｡ 以上で終わります｡

��������	
 その他ありませんか｡

[｢なし｣ の声あり]

��������	
 質疑はないものと認

めます｡ 以上で報告第８号についての質疑を

終結いたします｡

次に､ 報告第９号 専決処分の承認を求め

ることについて (平成18年度中能登町下水道

事業特別会計補正予算) の質疑を行います｡

歳入歳出全般について質疑の方ございません

か｡ 20番 杉本平治君

���
�����	
 １点ばかり簡単な質

問でございますがお聞きしたいと思います｡

141ページに使用料といたしまして補正さ

れておるわけでございます299万3,000円滞納

繰越分と現年度分で下水道それから特環・集

排を通じて増額になっておるわけでございま

す｡

大変うれしいことだと思うんですが､ 現状

の中でお聞きしたいのは､ 滞納繰越分15万

3,000円収入なっておるわけでございますが､

これら滞納繰越分というのは､ 現在どれだけ
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あるのか｡ 現状の中でその滞納繰越分の件数

と金額を報告願いたいと思います｡

また､ 現年度分で284万円収入が増えてお

るわけでございますが､ これらにつきまして

も､ これらは具体的に使用料の増額でござい

ますから､ 新たなものなのか､ また現状の中

で使用料が自動的に増えたものなのか､ これ

らについても簡単に報告願いたいと思います｡

以上です｡

��������	
松栄上下水道課長

[上下水道課長 (松栄哲夫君) 登壇]

���
��������	
 お答えをい

たします｡ 下水道の使用料として284万円と

大変な繰越分ということで､ 15万3,000円の

増額になっているわけですけれども､ 滞納に

ついては非常に努力をし､ 減っております｡

３月31日現在で252万4,623円という数字をつ

かんでおります｡

去年の時期ですと329万､ トータルベース

で約70万以上減っておるということでありま

す｡ 件数については､ 今の手元に持ってはお

りませんけれども､ 去年の時点では滞納繰越

分として58人､ 現年分で111人という数字で

あります｡ それから､ 使用料の284万円の増

額の理由ですけれども､ これは水洗化率の普

及の向上のものもあります｡ 月に約20件あま

りあります｡ そうすると年間250件ぐらい増

えます｡ その分を当初､ 全て見込んでいれば､

予算に反映できたわけですけれど､ 逐次増え

てくるということもあります｡

それから､ 中には新規の方で新しく加入さ

れるといった方もおられます｡ そういうもの

もろもろで284万円の増額となったものであ

ります｡ これはその都度しているわけですけ

れど､ 今回専決の分として増やさしていただ

いたということであります｡ 以上であります｡

��������	
 その他ありませんか｡

[｢なし｣ の声あり]

��������	
 審議はないものと認

めます｡ 以上で報告第９号についての質疑を

終結いたします｡

次に､ 報告第10号 専決処分の承認を求め

ることについて (平成18年度中能登町ケーブ

ルテレビ事業特別会計補正予算) の質疑を行

います｡ 歳入歳出全般について質疑の方ござ

いませんか｡

[｢なし｣ の声あり]

��������	
 質疑はないものと認

めます｡ 以上で報告第10号についての質疑を

終結いたします｡

次に､ 報告第11号 平成18年度中能登町一

般会計繰越明許費繰越計算書について質疑を

行います｡ 質疑の方ございませんか｡

20番 杉本平治君

���������	
 報告第11号 一般会

計繰越明許費繰越計算書の内容等についてお

尋ねしたいと思います｡

一点をお願いいたします｡ ８の土木費道路

橋梁費､ 地方特定道路整備事業町道�１号線､

同じくその２､ �１号線の測量設計と舗装工

事が出ておる訳でございます｡ 全額翌年度に

繰越予定として出ている訳でございますが､

この�１号線につきましては､ 私も議員とし

て全員の方々と一緒に現地を見て参りました｡

その時の話では､ この�１号線は早急に完成

してもらいたいという､ そういう議会のやは

り希望が多くあったと思うんです｡ それなの

に､ 現状はどうして全額繰越をしなければい

けないことになったのか｡ 現状の中で､ 町の

行政の方は今の工事実施状況はどうなってお

るのか､ それらについて手も触れておらない

のか､ 具体的なものを一つ説明を求めたいと

思うんです｡

私､ 議員として現地見て参りました｡ やは

り､ あの道路については旧の鹿島の議員さん

方中心にして､ 是非ともというそういう要望

ありました｡ 私も必要だなということで判断

をいたしました｡ 予算にも賛成した訳であり

ますが､ 現状はどうなっておるのか､ この点

についてお聞きいたしたいと思います｡ 以上

― 17 ―



です｡

��������	
 澤土木建設課長

[土木建設課長 (澤賢造君) 登壇]

���
�������	
 お答えをいた

します｡ �１号線につきましては､ 当初､ 学

校の手前の道路へ県道の方へ降りるというこ

とになっておりましたけれども､ それを変更

されて学校の後ろ側へ越路森林組合のほうへ

廻すということで変更になりました｡ その学

校の手前までについて､ 今この舗装工事を完

了させるということで､ 現在仕事を進めてお

りまして､ 平成19年６月29日の完成を目指し

て工事を行っております｡ その先について､

測量設計を発注して早期に完成を目指すとい

うことで､ 平成19年度完成を目指すために測

量設計を委託して､ 今現在仕事を進めている

ということでございます｡ 以上です｡

��������	
 その他ありませんか｡

[｢なし｣ の声あり]

��������	
 質疑はないものと認

めます｡

以上で報告第11号についての質疑を終結い

たします｡

ここで11時15分まで休憩いたします｡

午前11時07分 休憩

午前11時15分 再開

��������	
 再開いたします｡ 報

告第12号 平成18年度中能登町介護保険特別

会計繰越明許費繰越計算書について質疑を行

います｡ 質疑の方ございませんか｡

[｢なし｣ の声あり]

��������	
 質疑はないものと認

めます｡ 以上で報告第12号についての質疑を

終結いたします｡

次に､ 報告第13号 平成18年度中能登町ケー

ブルテレビ事業特別会計繰越明許費繰越計算

書について質疑を行います｡ 質疑の方ござい

ませんか｡

[｢なし｣ の声あり]

��������	
 質疑はないものと認

めます｡ 以上で報告第13号についての質疑を

終結いたします｡

次に､ 報告第14号 専決処分の承認を求め

ることについて平成19年度中能登町一般会計

補正予算の質疑を行います｡ 歳入歳出全般に

ついて質疑の方ございませんか｡

[｢なし｣ の声あり]

��������	
 質疑はないものと認

めます｡ 以上で報告第14号についての質疑を

終結いたします｡

次に､ 報告第15号 専決処分の承認を求め

ることについて平成19年度中能登町一般会計

補正予算の質疑を行います｡ 歳入歳出全般に

ついて質疑の方ございませんか｡

[｢なし｣ の声あり]

��������	
 質疑はないものと認

めます｡ 以上で報告第15号についての質疑を

終結いたします｡

次に､ 報告第16号 専決処分の承認を求め

ることについて (平成19年度中能登町分譲宅

地造成事業特別会計補正予算) の質疑を行い

ます｡ 歳入歳出全般について質疑の方ござい

ませんか｡

[｢なし｣ の声あり]

��������	
 質疑はないものと認

めます｡ 以上で報告第16号についての質疑を

終結いたします｡

次に､ 議案第36号 中能登町水道事業の設

置に関する条例の一部を改正する条例につい

て質疑を行います｡ 質疑の方ございませんか｡

[｢なし｣ の声あり]

��������	
 質疑はないものと認

めます｡ 以上で議案第36号についての質疑を

終結いたします｡

次に､ 議案第37号 中能登町水道事業給水

条例の一部を改正する条例について質疑を行

います｡ 質疑の方ございませんか｡

[｢なし｣ の声あり]

��������	
 質疑はないものと認
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めます｡ 以上で議案第37号についての質疑を

終結いたします｡

次に､ 議案第38号 平成19年度中能登町一

般会計補正予算について質疑を行います｡ 歳

入歳出全般について質疑の方ございませんか｡

20番 杉本平治君

��������	
� それでは質疑をさせ

ていただきます｡

私が予定しておりました質疑の最後の質疑

でございます｡ 一つよろしくお願い致します｡

これは､ 希望として聞いていただきたいと

思います｡ 前段です｡ 本論じゃないんです｡

この上がり降りする段をスロープにしてもら

われんかな｡ どうもその方が今の時代ですか

らなんか一つ考えてもらえんか､ そう思うん

です｡ それでないか一番前に座るとか｡ 一つ

よろしくお願いいたします｡ これは希望です｡

195ページ､ 土木費といたしまして住宅費､

町営住宅管理費､ 末坂住宅増築改装工事で

2,000万円予算化､ 出ておる訳でございます｡

財源内訳は､ 一般財源､ 相対的に全部一般財

源でございますが､ これの内訳､ 大枚2,323

万円､ これは町営住宅は2,000万ですね｡ こ

れについては､ この場所､ これは例えばこれ

はあんまし軽々しく言えませんけれども､ こ

の前の火災の場所なのか､ そこらへんどうなっ

ておるのか､ この2,000万円の改装工事とい

うのは全額町負担に､ 町費､ 一般財源にみて

ある訳でございますが､ 具体的にはこれ以外

に､ なんか直接身に入るものが金額あるのか

ないのか町に｡ そこら辺をお聞きしたいと思

うんですが､ 以上です｡

��
�����
� 藤井参事兼監理課長

[参事兼監理課長 (藤井博昭君) 登壇]

�������
�����
� 場所であ

りますが､ 杉本議員がおっしゃったとおり末

坂の火災の起きた場所でございます｡ そうい

う中で､ 2,000万の今工事費の要求でありま

すが､ 内訳につきましては､ まず横の７号棟

の内装工事で約300万円､ それと消失しまし

た８号棟につきましては､ 1,700万の工事費

を計上していただいております｡ 以上であり

ます｡

財源につきましては､ 要求時はあくまでも

単費でしておりますが､ 保険金が確定した時

点で財源の変更をさせていただきたいと思い

ますので､ よろしくお願いをいたします｡

��
�����
� その他ありませんか｡

[｢なし｣ の声あり]

��
�����
� 質疑はないものと認

めます｡ 以上で議案第38号についての質疑を

終結いたします｡

次に､ 議案第39号 平成19年度中能登町介

護保険特別会計補正予算について質疑を行い

ます｡ 歳入歳出全般について質疑の方ござい

ませんか｡

[｢なし｣ の声あり]

��
�����
� 質疑はないものと認

めます｡ 以上で議案第39号についての質疑を

終結いたします｡

次に､ 議案第40号 平成19年度中能登町下

水道事業特別会計補正予算について質疑を行

います｡ 歳入歳出全般について質疑の方ござ

いませんか｡

[｢なし｣ の声あり]

��
�����
� 質疑はないものと認

めます｡ 以上で議案第40号についての質疑を

終結いたします｡

次に､ 議案第41号 平成19年度中能登町分

譲宅地造成事業特別会計補正予算について質

疑を行います｡ 歳入歳出全般について質疑の

方ございませんか｡

[｢なし｣ の声あり]

��
�����
� 質疑はないものと認

めます｡ 以上で議案第41号についての質疑を

終結いたします｡

次に､ 議案第42号 長曽川水防事務組合規

約の一部を変更する規約について質疑を行い

ます｡ 質疑の方ございませんか｡

[｢なし｣ の声あり]
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��������	
 質疑はないものと認

めます｡ 以上で議案第42号についての質疑を

終結いたします｡

次に､ 議案第43号 町営土地改良事業の施

工について質疑を行います｡ 質疑の方ござい

ませんか｡

[｢なし｣ の声あり]

��������	
 質疑はないものと認

めます｡ 以上で議案第43号についての質疑を

終結いたします｡

次に､ 議案第44号 町道路線の変更につい

て質疑を行います｡ 質疑の方ございませんか｡

[｢なし｣ の声あり]

��������	
 質疑はないものと認

めます｡ 以上で議案第44号についての質疑を

終結いたします｡

ここで委員会付託表を配布いたしますので

暫時休憩いたします｡

午前11時29分 休憩

午前11時31分 再開

��������	
 再開いたします｡

��
�����

��������	
 日程第２ 常任委員

会付託

お諮りします｡

ただいま議題となっております報告第２号

から報告第16号までの報告15件､ 議案第36号

から第44号までの議案９件については会議規

則第39条の規定により､ お手元に配付いたし

ております議案及び請願付託表の通り､ それ

ぞれ所管の常任委員会に付託いたしたいと思

います｡

これにご異議ありませんか｡

[｢異議なし｣ の声あり]

��������	
 ご異議なしと認めま

す｡ よって､ 議案及び請願付託表の通り各常

任委員会へ付託することに決定いたしました｡

�������

��������	
 日程第３ 休会決定

の件について議題といたします｡

お諮りします｡

各常任委員会審査などのため６月11日から

13日までの３日間休会いたしたいと思います｡

これにご異議ありませんか｡

[｢異議なし｣ の声あり]

��������	
 異議なしと認めます｡

よって６月11日から13日までの３日間休会と

することに決定いたしました｡

�� �

��������	
 以上で本日の日程は

終了いたしました｡ 本日はこれをもって散会

いたします｡ ご苦労さまでした｡

午前11時33分 散会
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１番 笹 川 広 美 議員 11番 上 見 健 一 議員

２番 諏 訪 良 一 議員 12番 宮 本 空 伸 議員

３番 堀 江 健 爾 議員 13番 若 狭 明 彦 議員

４番 宮 下 為 幸 議員 14番 岩 井 礼 二 議員

５番 平 岡 志 朗 議員 15番 西 村 秀 博 議員

６番 亀 野 冨二夫 議員 16番 坂 井 幸 雄 議員

７番 甲 部 昭 夫 議員 17番 小 坂 博 康 議員

８番 藤 本 一 義 議員 18番 田 中 治 夫 議員

９番 古 玉 栄 治 議員 19番 作 間 七 郎 議員

10番 武 田 純 一 議員 20番 杉 本 平 治 議員

���
�������

町 長 杉 本 栄 蔵 農 林 課 長 表 辰 祐

副 町 長 小 山 茂 則 商工観光課長 坂 井 信 男

教 育 長 池 島 憲 雄 上下水道課長 松 栄 哲 夫

参事兼総務課長 苗 山 雅 幸 福 祉 課 長 岡 野 昇

財政担当課長 澤 伸 一 保健環境課長 小 林 玉 樹

参事兼監理課長 藤 井 博 昭 会 計 課 長 小 山 三 雄

参事兼住民課長 林 富士雄 教育文化課長 後 藤 和 雄

企 画 課 長 大 村 義 一 生涯学習課長 吉 田 外喜夫

土木建設課長 澤 賢 造

税 務 課 長 永 源 勝
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事 務 局 長 服 部 顕 了 書 記 山 本 正 広

�

�������

平成19年６月14日 午前10時開議

日程第１ 一般質問
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午前10時00分 開議

�� �

������	
�� おはようございます｡

ただいま出席議員は､ 20名です｡

議員定数の半数に達しております｡

これより､ 本日の会議を開きます｡

�
���

������	
�� 日程第１ 一般質問

これより､ 一般質問を行います｡

あらかじめ申し上げておきます｡ 一般質問

についての各議員の発言時間は､ １時間です

ので､ 守っていただくようお願いいたします｡

また､ 執行部におかれましても的確な答弁

をお願いいたします｡

それでは通告順に質問を許します｡

19番 作間七郎君

[19番 (作間七郎君) 登壇]

����������� 私は通告してある町

祭と行財政改革､ 複式学級について簡潔に質

問をいたします｡

それでは､ １点目の町祭について質問をい

たします｡ 能登半島地震から３カ月近く経ち

ました｡ 被災者の皆様方には大変遅くなりま

したが､ 心よりお見舞いを申し上げます｡ こ

の間に､ 全国､ 北は北海道､ 南は九州､ 熊本

県の皆様から中能登町に対し､ 1,300万以上

の義援金を頂きましたことに心より御礼を申

し上げます｡ 中能登町は能登半島では地震被

害が１番少なかったが､ それでも､ 全壊､ 半

壊､ 一部損壊の家屋等が多数ありました｡ 被

災者は生活をしていく上で､ 思わぬ出費が重

み､ 経済的な負担が重くのしかかっていると

聞いております｡ このような状況で､ 地震が

起きる前の３月議会で､ 町祭の予算2,300万

を可決しましたが､ 本年の町祭が開催される

のか､ されないのか町民の中に話題になって

います｡ 町祭は町が主催者であります｡ 地震

による予想外な事象により災害が発生をしま

した｡ 被災者に対し心配り､ 義援金をくださっ

た方々の思いなどを考え､ このことに対し､

町長が町民に対しどのような判断をされるか

お答え下さい｡

������	
�� 杉本町長

[町長 (杉本栄蔵君) 登壇]

���������� 作間議員の質問にお

答えをいたします｡ ご指摘の能登半島地震を

受けて町祭の在り方をどのように考えている

かとのことでありますが､ 本町におきまして

も､ 去る３月25日に発生した能登半島地震に

より､ 人的被害と致しまして､ ３名の方が大

けがをされ､ 現在も２名の方が治療中であり

ます｡ 住家被害の状況では､ 全壊３棟､ 大規

模半壊２棟､ 半壊４棟を初め､ 一部損壊が150

棟にも及び､ その他の被害を含めますと､ 多

大な被害が発生をしており､ 町民の皆様方の

精神的なご心労に対しまして､ 心よりお見舞

いを申し上げますとともに､ １日も早い復興

をお祈りを申し上げたいと存じます｡

また､ 全国各地から260余件､ 金額にして

1,300万円の心温まる義援金､ そして励まし

の手紙などを頂きました｡ この場をお借り致

しまして心からお礼を申し上げたいと存じま

す｡ 町といたしましても､ この様な状況下で

の町祭の開催について､ 慎重に協議を致し､

能登地区他市町の町祭の開催状況や､ 全国か

ら寄せられた心温まる義援金に対する感謝の

気持ちを込めて､ 仮称ではありますが､ ｢元

気です｡ 中能登町｣ をサブテーマとして､ 全

国に元気宣言するとともに､ 町民の皆様への

復興の活力となる町祭をして､ 前向きに開催

をさせていただきたいと思っております｡

又､ イベント実行委員の皆様方には､ 今年

度の町祭の趣旨を充分に踏まえ､ 活力ある町

祭が開催されますようお願いをしたいと考え

ております｡

議員の皆様におかれましても､ 何卒､ 町祭

の開催にあたりまして､ ご理解､ ご協力を賜

りますようお願いを申し上げたいと思います｡
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��������	
 作間七郎君

���
�����	
 次に２点目の行財政

改革について質問を致します｡

まず､ 中能登町が石川県に提出､ 公表して

いる平成17年度普通会計決算市町村財政比較

分析表を基にして､ 質問をしていきます｡

前回の定例会で､ 平成16年度市町村財政比

較分析表を一部新聞報道で見たと各課長は答

弁されました｡ このことは報道していません｡

即ち見ていないと私は判断をします｡ 今回､

町長は平成17年度の市町村財政比較分析表を

県に報告した時点で､ 比較分析表を掌握して

いると思うので､ これを基に質問をします｡

また､ 職員も当然ながら今回は見ていられ

るでしょうね｡

１つ目は､ ３月の第１回定例会で､ 私の質

問した項目は､ 中能登町が県に毎年提出公表

している年度末市町村財政比較分析表であり

ます｡ 県に出す資料は､ 町の行財政の進捗状

況を町民が知り得ることができる公開資料だ

と私は認識をしています｡ ６月11日からイン

ターネットの中能登町役場ウェーブサイトに

公開するだけでなく､ 町の広報紙に記載して､

全部の世帯にお知らせをすることが重要であ

り､ 適正であると思います｡

２つ目には､ 職員の定員管理の現状は適切

であるか｡ ３つ目には､ 各課での職員の配置

数は適正であるか｡ ４つ目には町の財産管理

は適正であるか｡ 町長､ 私の持ち時間が３月

にも執行部の答弁で窮屈な思いをしましたの

で､ 時間が限られておりますので､ 答弁は簡

潔明瞭に答弁をするようにお願いをしておき

ます｡

��������	
 杉本町長

��������	
 市町村の財政比較分

析表につきまして､ インターネットや県に報

告してあるのをここに載せればどうかという

ことでありますので､ それらもここに載せた

いとそう思っております｡

細かいことにつきましては､ 総務課長より

答弁させますので､ よろしくお願いします｡

��������	
 苗山参事兼総務課長

[参事兼総務課長 (苗山雅幸君) 登壇]

������������ 	
 中能登町

の職員の定員管理についてでございますけれ

ども､ 平成19年度の４月１日現在の職員数で

あります､ 一般職､ 保育士､ 労務職で305名

であります｡ 定員管理の計画上でも305名と

なっております｡ 現在のところ､ 計画どおり

推移しているということでございます｡ しか

しながら､ ご指摘のとおり類似団体との比較

では職員数は超過しているという現実もござ

います｡ 職員を急激に減らすことは現実問題

として無理があるのではないか､ 職員の削減

による住民サービスの低下は､ 避けていかな

ければならないことであります｡ 職員数を減

らしていくことと､ 住民サービスの維持向上

は､ 相反する部分がありますが､ 少子高齢化

や地方分権時代における新たな行政課題や社

会情勢の変化に弾力的な対応をしていくため

に､ 計画的な職員の定員管理に取り組んでい

きたいと､ そのように思っております｡

��������	
 杉本町長

��������	
 ３点目､ ４点目につ

きましては､ 私の方から答弁を致します｡

職員の配置につきましては､ 適材適所､ 適

正な職員数を配置しておりますが､ さらに組

織機構の簡素化､ 合理化を推し進めてまいる

所存であります｡

又､ ４点目の財産管理につきましては､ 町

有財産の管理につきましては､ 施設設備の安

全性や利用者の満足度を確保しながら､ いか

に長期的な費用を低減するかということを考

えていかねばならないと思っております｡

そして､ 公共の建物や道路など､ その損傷・

劣化等を将来にわたって把握することにより､

最も費用対効果の高い維持管理を行っていか

ねばならないと考えております｡

又､ 中能登町の町有財産においても､ 長期

的な視点から既存施設の適正な財政管理はも
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とより､ 遊休財産につきましては､ 例えば分

譲住宅化など有効な活用を図り､ 又､ 一方で

は老朽化した建物の取り壊し､ 或いは町有地

の売り払いなど､ 適切な財産管理を図ってま

いりたいと思っております｡ 以上です｡

��������	
 作間七郎君

���
�����	
 今､ ４点について聞

いたんですけども､ 私は比較分析表は町長が

当然掌握されていると思って､ 町長からの答

弁を聞きたかったんですけども､ 町長の言葉

で細かいことなので､ 他の者に発言させると

いうことで､ 苗山参事兼総務課長が答弁あり

ましたけども､ 私は町長の言葉を聞きたかっ

たのです｡

それでは､ 再質問いたします｡ １つ目の市

町村財政比較分析表は職員の指標であり､ 今

後これを基に住んで良かったという町づくり

に邁進をして頂きたいと思いますし､ 町長は

先程の答弁で､ 広報にも掲載をしたいという

ことでございますので､ よろしくお願いいた

します｡

２つ目の職員の定員管理で再質問します｡

中能登町の現状は17年度も住民人口1,000人

に当たり14.14人､ 19年度も14.14人､ 一体何

を改革したのでしょうか｡

又､ 中能登町は前回17年度末に平成16年度

市町村財政比較分析表を県に報告した削減計

画では､ 普通会計の職員数は計算上では､ 284

人を305人と報告､ 平成22年度までに７％を

削減､ 24人を削減して､ 普通会計の職員数は

281人とするという計画でした｡ 今回18年度

末に平成17年度市町村財政比較分析表を県に

報告した計画では､ 普通会計の職員数は計算

上は284人のはずなのに､ 職員数は305人と報

告してあります｡ これでは県に対する報告に

整合性がないと思います｡ その理由を教えて

いただきたいと思います｡

又､ 本年19年度は､ 普通会計職員数は284

人になっているのに､ 何故､ 平成21年度まで

に288人､ 5.6％減に計画の報告をした理由を

お尋ねをします｡ 今年19年度普通会計職員数

は284人です｡ 既に､ 平成21年度末の削減計

画である普通会計職員数は288人を作成して

おります｡ 誠に不可解な報告であり､ 私は理

解できません｡ このことについても説明をし

て下さい｡

19年度は普通会計職員数は284人､ 特別会

計職員数20人､ 計304人､ 嘱託72人を含めば､

人口1,000人に当たり､ 18.9人､ 合計376人で

す｡ 尚､ 平成17年度職員は305人､ 嘱託76人､

合計で381人､ 平成18年度職員は308人､ 嘱託

70人､ 合計378人､ 平成19年度は職員304人､

嘱託72人､ 合計376人､ 職員数はほとんど変

わっていません｡ 参考ですが､ 現在合併した

市及び町の人口1,000人当たりの平成17年度

の普通会計の職員数は､ 加賀市で8.83人､ 能

美市で9.13人､ 白山市で8.33人､ かほく市で

11.16人､ 宝達志水町で12.37人､ 七尾市で11.

4人､ 志賀町で13.58人､ 輪島市で12.21人､ 中

能登町が14.14人､ 能登町が15.05人になって

おります｡

３つ目の各課での職員の配置数は適正かに

ついて再質問を致します｡ 旧３町の枠組みを

はずした上､ 経歴､ 実績を踏まえた職員の配

置をしたのか､ 旧３町の融和を図るために､

参事､ 課長､ 担当課長の人数を旧３町の均等

割人事と聞いていますが､ 現在もそのように

なっているのか､ 前回答弁を聞いていなかっ

たので､ お聞かせを下さい｡ 又､ 現在中能登

町の課は､ 町の課制条例､ 議会事務局設置条

例､ 教育委員会事務局組織規則により､ 15の

課が存在するのです｡ その他､ 担当課の設置

は中能登町の課制根拠にはないと思います｡

しかし､ 町､ 広報及び各所帯に配布した町役

場機構図によれば､ 担当課の辞令や組織図が

出ています｡ 担当課長は新町中能登町の職員

の融和､ 合併前旧３町の役場職員の身分補償

や給与補償であり､ その身内意識､ 体質がい

つまでも続く限り､ 行財政改革である仕事の

効率や能力向上､ 職員の削減が進まない要因
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と思われますが､ その考えをお聞かせを下さ

い｡

４つ目の町の財産管理は適正かについて再

質問致します｡ 町が保有する車両台数が79台

と３庁舎の維持管理費用が約2,300万円､ 庁

舎以外の生涯学習センター､ ふるさと創修館､

ふるさと交流センター､ 鳥屋公民館､ カルチャー

センターの施設管理費は約2,700万円､ 合計

で5,000万円が毎年かかっている金額です｡

町の財産には管理経費がかかります｡ 町が保

有する車両の更新時に､ 必要に応じて台数の

見直し､ 普通車から軽自動車に変えることに

より､ 燃料費を含む維持管理費用が削減でき

ると考えられます｡ 又､ 旧町の施設をいつま

でも維持管理すると､ 経費が増えるだけであ

ります｡ 従って施設の統廃合をすれば良いと

思いますが､ その考えがあるかお聞かせを下

さい｡

��������	
 杉本町長

�����
��	
 大まかな答えをさせ

て頂いて､ 詳細につきましては､ 担当課長よ

りさせていただきます｡ 中能登町の17年度の

1,000人当たりの職員が14.14人が多いのでは

ないかということであります｡ 平均からいた

しますと､ 今､ 石川県の全市町村は8.4であ

ります｡ 全国的に見ても８人であります｡ そ

れから見れば大変多いことは間違いございま

せん｡ ですけれども､ これは鹿西３町が合併

をいたしまして､ そのまま職員の数を引き継

いでおります｡ 旧鹿西､ 鳥屋､ 鹿島それぞれ

の時にはやはり､ 教育委員会､ 公民館､ 福祉

センターいろんなものがありまして､ 本当に

３町とすれば少ない人数の中でやられておっ

たと､ そういう中で３町が合併いたしまして､

その組織も今の施設も全てそのまま引き継い

でおりまして､ そういう中で多いと言われれ

ば仕方がありませんけれども､ 今新しい人に

はこれで２年間､ 一般職としては採用してお

りません｡ そういう中で一番多いのは､ 保育

所でございまして､ これは議会の皆さん方の

採用をお願いする時に大変半分以上､ 嘱託､

臨時のところもあると､ これを公平化をした

いんで､ 是非､ 保育所の職員だけは認めてい

ただきたいということで､ お話申して認めて

いただきまして､ １年目には12名､ 昨年は５

名ということで､ 増えているのは保育所の職

員でありまして､ おかげさまでほとんどの､

さくら保育園の他は大変子どもが増えまして､

定員増もお願いをしているところでございま

す｡ 保育所はご存知のように０歳児､ １歳児､

２歳児それによって先生の数も決まっている

訳でありまして､ 子どもが増えれば､ 増やさ

なければならないということであります｡ 定

員を今減少させるには､ これからは民間への

指定管理者制度も考えていかねばならないと

そう思っております｡

又､ そういう中で今合併された県のそれぞ

れの町の人間の数を言われましたけれども､

やはり大きな町は少ないです｡ 例えば､ 石川

県でも一番財政力がいい川北町は､ 5,600人

でございます｡ そこの人口は１人当たりの人

は15名近くであります｡ 面積に致しましても

14平方キロ､ それと野々市も14平方キロ､ そ

れも５万人です｡ そういう中での人員の定数

は6.5､ 平均までいっていないと思います｡

そういう中で､ 例え今､ 旧の白山麓､ 1,600

人､ 1,700人のところはやはり､ 18人､ 18人

より20人､ 20何人､ そういうやっぱり人数が

おられたと思います｡ それが今､ ６つ白山市

と合併されたが故に､ そういうところがなく

なったということで､ これからも町といたし

ましては､ 出先機関の統廃合をして分庁方式､

本庁方式､ また組織機構の見直し､ そういう

ことを当然考えていかねばならない｡ 定員だ

けではなかなか進むことが出来ない｡ そうい

う中でこことここ辞めます､ このとおり住民

に理解が得られるのか､ そういうものをなか

なか合併をした所では理解は得られないので

はないかと｡ これから議会の皆さん､ また今

年から各在所とのいろんな懇談会にも出ます｡
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そういう中で皆さん方の意見を聞きながら､

これからの財政､ 町の行政を説明しながら､

それぞれの皆さん方の意見を聞きながら､ 今

後或いは民間委託､ いろんな面に向けて参り

たいと思っております｡ あと詳細につきまし

ては､ 各課長より説明させますのでよろしく

お願いいたします｡

３つ目は３町の枠組みをはずした上で､ 経

歴・実績を踏まえた職員の配置をしたのかと､

そういう質問であろうと思いますけれども､

これは順次､ 当然そういう適材適所というこ

とで､ これからもしていかなければならない

と､ そう思っております｡ これにつきまして

は全職員の経歴､ 或いは希望そういうものも

全部もらいまして､ 見ながら適材適所を考え

ているところでございます｡

��������	
 小山副町長

[副町長 (小山茂則君) 登壇]

�����
���	
 お答えをいたしま

す｡ 枠組みをはずした上での人事の配置はと

いうことでございますが､ 今現在､ 課長職で

15名､ 担当課長で９名､ それだけの課長職が

おります｡ それにつきましても､ 旧町の作

間議員が指摘される各町の割り振りというふ

うなものは､ 逐次取り下げて､ 優秀な職員､

旧町にとらわれず昇格をいたしておるところ

でございます｡ 今後ともそういうことで進め

ていきたいとこのように思っておりますので､

ご理解をいただきたいと思います｡ 以上です｡

��������	
 作間七郎君

���������	
 何点かまだ質問した

のを順次お答え下さい｡ 発言時間が決められ

ておりますのでね｡ 的確に答えて下さい｡

��������	
 小山副町長

�����
���	
 お答えをいたしま

す｡ 今４点目になったかと思いますが､ 課制

の根拠につきましては､ 今おっしゃるとおり

で､ うちの課制条例には15の課が課制条例と

して決められております｡ それにつきまして

は､ 今広報といろいろな面での町民の方にそ

れ以上に課があるような誤解を招いたという

ことにつきましては､ これは今後その書類等

を見直しまして､ 町民の方が分かりやすいよ

うな格好で再度今後､ 来年度からそういう風

な対応をとらせていただきたいとこのように

思います｡ それから､ ４つ目であったと思う

んですが､ 町の町有施設につきましては､ 町

長の方から答弁があったと思います｡ これに

つきましても､ 先程各地区へ出向いての町政

懇談等で住民の理解があれば､ 先程言われた

とおり統廃合を進めていきたい､ このように

思います｡ あとは以上であったと思うんです

が､ よろしいですか｡

��������	
 作間七郎君

���������	
 まだ答弁をいただい

ていない点を言います｡ 旧３町の役場職員の

身分補償や給与補償で身内意識の体質がいつ

までも続けば､ 私は行財政改革ができないと

言っているんですよね｡ 仕事の能率や効率､

職員の削減ができない要因がそういう職員の

配置の仕方で弊害になっているという思いで

おりますので､ その改革の点をもう少し町長

に言って下さい｡ それから４つ目の車両の台

数が沢山ある､ 更新をする時には普通車から

軽自動車に変えるとか､ 先程庁舎の統廃合に

ついては検討するということでございますの

で､ 車の関係の燃料､ 管理経費の点を言って

下さい｡

��������	
 杉本町長

��������	
 旧３町の役場職員の

身分補償や給与補償であり､ その身内意識の

体質がいつまでも続く限り､ 行財政改革が出

来ないんではないかと言うことであります｡

当然､ 仕事の効率や能率向上､ 職員の削減が

進まない要因と､ そういうことではなしに適

材適所､ 皆さんの能力を考えながら､ 本当に

１人１人そんな方々の仕事のしやすい環境､

そういうものを作って参りたいと思います｡

当然､ 議員の削減というものは１つの命題

でありますので､ 住民の皆さん方のサービス
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が低下しないように､ また住民の皆さん､ 議

員の皆さんとも相談をしながら進めて参りた

いと､ そう思いますのでよろしくお願い致し

ます｡

��������	
 小山副町長

�����
���	
 お答えをいたしま

す｡ 先程４つ目の施設に関しましては､ 先程

答弁させていただきましたとおりでございま

す｡ 車両につきましては､ 今後､ 更新時期に

おきまして､ 今新しいものを購入する段階で

は増やすというような予定はございません｡

ただ更新時期において､ 今あるものを更新し

ていく上においては､ 今議員おっしゃったと

おり特別大きなもの､ 必要なもの逐次掌握を

して適正な車両の台数､ 維持管理に進めてい

きたいと思いますので､ ご理解をいただきた

いと思います｡

��������	
 作間七郎君

���������	
 先程２つ目の17年度

の住民人口1,000人当たり17年度も19年度も

何も変わっていなかったので､ 何を改革した

ということの中で､ 町長はこの原因は保育所

の臨時職員が多かったのも､ 我々も認めたん

ですけども､ そういう方が増えたためだと､

今後改革については､ 積極的にやりたいとい

うことでございますのでわかりました｡ そこ

で､ 副町長の中で旧町の融和を図るための人

事を順次改めていっているということでござ

いますが､ 今年のを見ましても､ 参事､ 課長､

担当課長は丁度バランスよく配置してあるよ

うに､ 偶然かもしれませんが､ 私には見受け

られます｡ 参事も町の３人を配置し､ 課長は

若干違いがありますが､ 課長の少ないところ

は担当課長を人数を多くして､ バランスよく

配置されるように思われますので､ 本当の適

材適所に配置したのか､ バランスだけを融和

ということでやっているのだったら､ 役場の

職員の意識改革がなくなると思いますので､

その点も今度､ 旧３町のあそこの課長はこう

だから､ 今度､ 担当課長はあっちの町の数を

多くするという人事をしないようにして下さ

い｡ 私は思います｡

それでは時間の関係もありますので､ ２つ

目の職員定数の適正化では､ 行財政改革は職

員数の適正化であることが最重要課題だと言

われています｡ 県内の合併した市・町は､ 能

登町を除き､ 全て人口1,000人当たりの職員

定数の適正化は中能登町より良い数字を示し

ております｡ 新町の建設計画の最重要課題は

行財政改革であります｡ それを実現するには､

少数精鋭主義路線が必要であります｡ 例えば

中能登町は合併により町長を初め４役は３分

の１になりました｡ 議員は２分の１以下にな

りました｡ 職員のみが少しも減っていないこ

の現状を踏まえて､ 町長はこのことについて

強い指導力を発揮していただき､ こういうこ

とについてもう一度町長､ 答弁して下さい｡

��������	
 杉本町長

��������	
 ４役やそれ以外につ

きましては､ 身分上合併によってきることが

できるわけでありまして､ 職員につきまして

は身分上､ 合併していらないからとそういう

ことはできないことになっております｡ そう

いう中で､ ３年間新しい職員は採用をいたし

ておりません｡ しかし､ このまま多いから１

人も採用しなければいいかと言えば､ そんな

ものでもない｡ 私は次､ 将来を考えた時には

やはり優秀なピラミッド型ではありませんけ

れども､ 考えなければならないのではないか

と､ そういう中で､ 民間委託とかいろんな面

で相談をしながら考えていきたいと思ってお

りますし､ 少なければいいというものでも私

はないと思います｡ そういう中で､ 職員はい

ろんな面で多ければ交付税も多くなりますし､

普通の会社と違いまして､ いろんな面でまた

役場の組織というものは違っております｡ そ

ういう中で住民の方にどうしたらサービスが

できて､ そしていろんな面で職員が喜んで働

く､ そして少なくして､ そんな環境を作るべ

きではないかなとそう思ってこれからも努力
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して参りたい､ そういう中でいろんな質問を

されましたけれども､ これからもいろんな､

もう少し早く､ 今初めて数字からそれをお聞

きいたしましたので､ もう少し前に言ってい

ただければいろんな勉強もさせていただいて､

調べて答弁もさせて頂きますので今後もよろ

しくお願いいたします｡ 以上です｡

��������	
 作間七郎君

���
�����	
 今､ 町長の答弁を聞

いたんですけれども､ 私の聞き方が悪かった

のか､ 職員数が多ければ交付税も多くて､ 職

員数が多ければ交付税が多くくるんですか｡

それから早く言ってもらえれば答えたと､ 町

長もう３年目に入るんですよ｡ 当然こういう

ことは掌握して杉本町長の町政ということで

大いに発揮してほしいんですよね｡ 私は言わ

なくてもあなた自身が勉強しておかねばいけ

ないんです｡ もう３年目に入ったんですよ｡

まだ言いたいことがありますので言いますか

ら､ そういうことを踏まえて､ 町長も研鑚も

し､ 職員も研鑚をして､ 皆んなに喜ばれる町

づくりに励んでいただきたいと思います｡

そこで先程､ 昨日私の所にも通知が来たん

ですけども､ 皆､ 各家庭へ行ったと思います

けれども､ 今年度から所得額が200万円以下

の方々は､ 町民税､ 県民税が増税､ 倍額になっ

たような通知が来ておりますよね｡ 所得額が

700万以上の方々が減税されるということも

聞いておりますが､ 国や県が行政コストを下

げる努力をしております｡ このことを踏まえ

て､ 町も行政コストを下げる努力を強く望ん

で､ 私はこの件についての質問は終わります｡

それでは３点目の複式学級について質問を

させていただきます｡ 平成20年度から御祖小

学校が複式学級､ 久江小学校とともに２校が

複式になります｡ この現状をどう思うか簡潔

にお答え下さい｡

��������	
 池島教育長

[教育長 (池島憲雄君) 登壇]

���������	
 ただ今の作間議員

の複式学級についてのご質問にお答えをいた

します｡ 複式学級の実情をどのように考えて

いるのかというご質問だったかなと思います｡

先程言われましたように､ 町内９校の内､ 現

在､ 久江小学校では全ての学級が複式学級と

なっております｡

それから､ 先程お話をされましたように､

このまま行きますと､ 来年度からは御祖小学

校でも１学級が複式学級になることが予想さ

れております｡ 複式学級というのは､ 制度的

には全国的に認められておりますので､ 交通

違反をしているとか､ というような感じでは

ありません｡ ただ､ 複式を決して好ましいと

いうように思っているものでもありません｡

現在､ 久江小学校の複式学級ではそのメリッ

トを最大限に活かそうと､ いろいろと授業の

在り方､ 学校生活の組み方､ そういったもの

を工夫しながら､ 研究しながら頑張っておら

れますし､ 決して100％悪いということでも

ないんじゃないかなという風に思っています｡

ただ､ 久江小学校の方では全校児童が16名と

なってしまいました｡ 良さを活かすにはあま

りにも児童数が少なくなってきたのかなとい

うように思っております｡ 何とか複式を解消

できる方法がないのだろうかというような事

も考えるわけですけれども､ 私達の町では昨

年度学校再編についての答申をいただきまし

た｡ その中で当然町内の複式問題についても

お話をされたと聞いております｡ いろいろと

検討された結果､ 複式問題の方も緊急､ 最優

先にする課題だというような所にもいかない

ということで､ 中学校の問題をまず解決しよ

う､ そしてその解決できた後で､ 緊急に小学

校の再編をやっていこうと､ その中で複式学

級を発展的に解消できるように頑張っていき

たいなというように思っています｡

ただ､ もうこれ以上待てないな､ マイナス

面ばかりがあまりにも大きく表われてしまっ

て､ このまま複式学級を数年間続けるという

ことは限界にきているというように保護者の
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皆さん､ 地区の皆さん､ 校下の皆さん方がも

しそういうようにして言われるのでありまし

たならば､ 何とか緊急対応として一時的に複

式学級を解消するようなことも合わせて考え

ていかなければならないのかな､ もしいろん

な意味でご理解がいただけるならば､ とる方

法もいくつかはあるんじゃないかなというよ

うにも思っております｡ 以上です｡

��������	
 作間七郎君

���
�����	
 私は池島教育長から

教育長を初め教育委員会がどういう思いでい

るかということを聞いていたんですね｡ そこ

で再質問いたします｡ 前回､ 浜田教育委員長

は答弁で地域住民の方々とも相談しながら､

子ども達のためにどうすれば一番良いのかと

いうことを慎重に見極めていきたい､ こうい

う風に思っておられますと答弁をしておられ

ます｡ それから約３カ月経っています｡ 地域

住民の方々とどのように相談をされたのか､

御祖小学校と久江小学校の保護者の理解を得

られれば統合して､ ２学期からでも複式を解

消できると聞いておりますが､ 早急に保護者

や住民の皆さんと協議をする機会を作ってい

ただき､ また私は複式学級の解消をできるだ

け早く実行すべきだと考えますが､ このこと

についても取り組む気があるのか無いかは､

その考えも含めて答えて下さい｡

��������	
 池島教育長

���������	
 複式の問題に対し

まして､ 教育委員会の方でも折にふれて意見

交換をし､ 中身について検討をして参りまし

た｡ 地域の皆さん方の意向はどうなのかと､

相談､ 意見交換をする懇談会の開催の見通し

についてということですけれども､ 御祖の方

では現在１年生９名です｡ ２年生が６名です｡

合わせて15名､ 複式になるのは上の学年と下

の学年の人数を合わせて16名を超えていなけ

れば複式にしなければならない｡ ただ､ １年

生が入る場合にはその数字は８名ということ

になります｡ 従いまして､ 御祖の場合には現

在合わせて15名なんですけれども､ １年生の

特例ということで今年は複式になりません｡

来年度複式になります｡ 現在の１年生の保護

者の皆さん､ ２年生の保護者の皆さんから､

実際に複式の問題について心配をする声が上

がっているというのも実際に聞いております｡

どういうような心配かといいますと､ １人の

先生が同時に両方の授業をするのではしっか

りと教えてもらえないのではないだろうか｡

それから勉強の時間が足りなくなるのではな

いだろうか､ 勉強がなかなか進まないのでは

ないだろうかというような声が上がっており

ます｡ 御祖小学校の���の会長さんともお

話をさせていただきました｡ 該当学年の保護

者の皆さんからいろいろと心配する声が上がっ

ているので､ 是非６月の17日に１年生の学年

����が開かれるそうです｡ ２年生の学年

����は６月の24日に開かれる予定になっ

ております｡ ���の会長さんのお話です｡

まず､ 私がそれぞれの学年の保護者の皆さん

から意見を聞いてみましょう｡ １年生の保護

者の皆さん､ ２年生の保護者の皆さん､ そし

て両方の意見を聞く中で､ 是非､ 教育委員会

とも交じえて懇談会を持ちたいなというよう

になれば､ その時には進んで参加をさせてい

ただきます｡ 喜んで複式の問題､ それだけで

はなくいろんな教育問題について意見交換を

させていただきます｡ 是非���の会長さん､

その辺の様子を聞いていただきたいなという

ように言ってまいりました｡

それから久江の方ですけれども､ 現在､ 久

江小学校の今後を考える小委員会ということ

で､ ４名の皆さんがいろいろと中心になられ

まして､ 懇談会をして頂いておるということ

を聞いております｡

まず､ 学校現場の教職員とそのメンバーの

皆さん方との懇談会がもたれました｡ ２回目

に現在の久江小学校の保護者の皆さんとその

小委員会の皆さん方の懇談会がもたれました｡

３回目には､ 将来､ 久江小学校の保護者にな
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るであろう皆さん方との懇談会､ 更に老人会

の皆さんにと､ 次々といろんなグループの皆

さん方との懇談会をしながら､ 小委員会の方

で､ できればどういう方向性になるのかなと

いうのをまとめていただければな､ というよ

うなことを期待して､ 今待っているところで

す｡ どの時点でも一遍､ 教育委員会と話をし

たいなということであれば､ すぐ行きたいな

というように思っております｡ 地域の皆さん

方との懇談会は決して否定するものではあり

ません｡ いつでも喜んで参りますので､ 是非

いい方法を考えたいな､ どういう方法が一番

いいのか､ 緊急対応でも複式を解消すること

ができるということでお話がまとまるのであ

れば､ 是非ご相談にのっていきたいなという

ように思っています｡ 以上です｡

��������	
 作間七郎君

���
�����	
 池島教育長には今後

町の教育行政について､ 力強い指導力を発揮

をしていただきたいと思います｡ 先程聞いて

いると能登にボラ網漁というのがありますね｡

魚を網をはって高い所から見ていて､ 来たら

漁るような方法があるし､ 自らが､ 教育委員

会自体が出かけて､ 近くに情報もあるんです

ね｡ 池島教育長の頭は地域住民､ 保護者から

���から言ってくるのを待っていたら､ 教

育委員会は対応しましょうというように私は

聞こえたんですね｡ そういうことでなしに､

力強いリーダーシップを発揮していただいて､

中能登の教育行政が盤石だという姿勢を教育

委員会自らが示していただくことをお願いい

たしまして､ 私の一般質問をこれで終わらせ

ていただきます｡

��������	
 ここで休憩いたしま

す｡ 開会は11時５分からということで､ お願

いいたします｡

午前10時56分休憩

午前11時05分再開

��������	
 再開いたします｡

20番 杉本平治君

[20番 (杉本平治君) 登壇]

���
�����	
 それでは､ 通告５点

ばかりしてあるわけでございますが､ 答弁の

しやすいものから順番に質問させていただき

ます｡ 簡潔に答弁を求めたいと思います｡

まず初めに､ 能登部上の私の地域にありま

す､ 第一踏切の閉鎖問題について答弁をいた

だきたいと思います｡ ご承知のように ｢能登

部上第一踏切｣ は町道�11号線上にある大事

な踏切であります｡ 80個余りの若草住宅と旧

の町並みを結ぶ大事な道路でありまして､ こ

の道路が現在��の一方的な処置によりまし

て､ 閉鎖されているのが実情であります｡ 現

在まで､ 私は担当課の参事を通じまして､ こ

の踏切の廃止が何故に今年度行われているの

か､ このことにつきまして､ 私話し合いをい

たしました｡ 昨年の３月までの冬季期間は閉

鎖されているのであります｡ これはそういう

踏切の指定でありますから､ それはいた仕方

ありません｡ 今まで４月に入りますと､ その

踏切の閉鎖を解除しておったが､ 今日も横を

通りましたら､ 同じ状態で閉鎖してあるわけ

であります｡ この理由について私は町がどう

考えているのか､ これは大きな私は課題だと

思うんです｡ 一方的に県道の踏切を閉鎖する

ということは､ これは協議が整わなくてはで

きないと思うんです｡ 町道もそれと同じだと

思うんです｡ 町と協議をしなくては､ やはり

閉鎖はできないと思います｡ 何故にこの閉鎖

問題について町が現在見過ごしているのか､

これはやはりこれからの踏切というのはいく

つもあるわけであります｡ 今の��の好きな

ままにしておいていいのかどうか､ 町は基本

的にどう考えているのか｡ まず第１点､ 踏切

の問題についてはどう考えているのかこれを

第１点目としてお答えを願いたいと思います｡

��������	
 澤土木建設課長

[土木建設課長 (澤賢造君) 登壇]

�����������	
 杉本議員の質
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問にお答えをいたします｡ ��能登部第一上

踏切は県道久江・鹿西線の久江踏切の拡幅に

よりまして､ 上区の了解のもとで旧鹿西町と

��西日本金沢支社と協議の結果､ 人や自転

車だけを通す人道踏切化で合意がされました｡

現在の踏切の状況は､ 人・自転車に通行につ

いて支障があるということで､ 地元､ 上区の

要望を受けまして､ ��と事前協議をいたし

ました｡ その結果を町の方で､ 今改良計画を

近日中に��七尾鉄道部長あてに正式協議書

を提出し､ 了承後に改良工事をして､ 通行し

やすくするような工事を行いたいという風に

思っておりますので､ よろしくお願いいたし

ます｡

��������	
 杉本平治君

���
�����	
 今､ 担当課長から答

弁をいただきました｡ そういう答弁ではない

んですよ｡ 昨年は４月から閉鎖を解いておっ

たんです｡ この問題につきまして､ 私は2001

年に国土交通省へ2000年と2001年に行って交

渉したんです｡ その時に国土交通省はこうい

う答弁をしているんですよ｡ ｢最近は統廃合

といっても､ 生活道路になっている踏切を少

なくするのは難しい問題がある｡ 平成８年に

近隣踏切の統廃合を伴わなくても拡幅ができ

るように､ 踏切道の拡幅の指針を作って､ �

�の方へ国土交通省は指導をしている｡｣ と､

そう答弁しているんです｡ だから､ 久江踏切

の拡幅と�11号線の踏切の閉鎖とは関係ない

んですよ｡ だから､ その当時､ 県道久江踏切

の拡幅工事をいたしましたけれども､ 能登部

上第一踏切の閉鎖､ 縮小については��の方

は全然触れなかったんです｡ 現在でも､ あそ

こへ行ってもらえば分かりますけれども､ 小

型特殊車は通ることは可能という標識が立っ

ているんです｡ 今もって｡ 人道踏切とかそう

いうことではないんです｡ そういうものが立っ

ているんですよ｡ そういうことを��が言う

んであれば､ 何故にその時にその小型特殊車

通行可能の掲示板も撤去して､ 人道踏切なら

人道踏切できちんと処理されなかったのか｡

私はね､ そういう点について町として､ 大き

な問題としてこの問題は取り上げていくべき

ではないかと思うんですよ｡ 今､ 課長が答弁

いたしました｡ その先に参事から聞いたんで

す｡ すぐさま私､ 鹿島庁舎へ行って､ 藤井参

事に話をしたんです｡ ��へ行ったら､ 取る

のを忘れておったと､ 明日､ 踏切の閉鎖して

いる棒を取ります､ という答弁をしていたと

いうことなんです｡

次､ 人道ですから１メータ20の幅､ そうい

う幅員で両方に杭を立てて､ 小型特殊車も通

れないようにする｡ それはそれでいいと思い

ます｡ そういうことで､ 人道的に老人車も通

られる､ 自転車も通られる､ バイクも通られ

るということになれば､ それはそれでいいと

思いますよ｡ その工事が､ 私聞いたのは､ 半

月程前なんですよ｡ 何故にそういう簡単なも

のが､ ��はできないのか｡ 私はこういう点

につきまして､ 町道管理するのは鹿西町なん

です｡ 鹿西町の町道を一方的に閉鎖しておる

状態をいつまで見過ごしておくのか､ これは

やはり大きな私は､ これからの踏切の問題で

起きてくる大変重要なことだと思うんです｡

この点につきまして､ ��が私は去年の４月

から３月いっぱいで､ 冬が過んだら４月から

閉鎖を解いておったんです｡ 平成10年度・11

年度それからずっと今までそういう状態にお

りながら､ 今年になって何故にそういうこと

が起きてくるのか､ これはやはり町道管理す

る町として､ どう考えているかが私は問われ

ると思うんです｡ ��の問題でなく､ 町道を

遮断してそれで町が良かろうということにお

るのかどうかということ｡ これは大きな問題

です｡ 私は今�４号線の改修に町は１億2,000

万の予算を打ちましたね｡ 大きな金を��が

要求している｡ そういう中でおきまして､ 町

としてもやはりきちんとした対応をする必要

があろうかと思うんです｡ この点につきまし

て､ 町道の管理者である町長がどういう見解
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を持っておるのか､ きちんとこの点について

意見を述べていただきたいと思います｡

��������	
 杉本議員､ 先程鹿西

町と言われましたが､ 中能登町ですか､ それ

とも旧鹿西町ですか｡

���
�����	
 はい､ 旧鹿西町です｡

��������	
 旧鹿西町ですね｡ は

いわかりました｡

��������	
 杉本町長

[町長 (杉本栄蔵君) 登壇]

��������	
 今の道路につきまし

ては､ 私もいつも通っておりまして､ この３

月に終わりまして､ ４月からそのままなって

おりますので､ どうなっているんだと聞きま

したら､ 今言われたような､ 本当は上区の前

の旧鹿西の宮川町長と上区の区長の名前で､

閉鎖してもいいというようなそんな契約とい

いますか､ それがあったんだと｡ そういう中

で､ ２年間忘れておったんだと､ そのような

ことでありまして､ そういう中で今言われま

したようなことで､ ��と協議をいたしまし

たら､ 今の１�20通るだけがあればいいだろ

うということを内々に聞いております｡ そう

いう中で､ これからも気をつけながらいきた

いと思いますし､ また､ 毎年県議会或いは市

町の能登総合開発､ また七尾線近代化促進協

議会というものが開かれます｡ 今年度も７月

２日であったと思いますけれども､ 開かれま

す｡ そういう中にいきましても､ 各市町のほ

とんどが今の拡幅についてお願いというか､

遅いというかそういう話がでているわけでご

ざいまして､ またそれらを通じまして､ 今言

われたようなことがないように努めてまいり

たい､ そう思っております｡ 以上です｡

��������	
 杉本平治君

���
�����	
 このまま余り時間を

とりたくないんです｡ 時間をとりたいのはいっ

ぱいあるんですけど｡ この町長の答弁､ これ

ちょっと私は納得しかねるんです｡ 先程申し

ましたように､ 宮川町長の時に閉鎖すること

に同意したということは全然ないんです｡ そ

ういうことはないんです｡ 人道踏切として残

すということについては､ これはそれでいい

んです｡ 踏切を閉鎖するということについて

は､ 全然､ これについては国土交通省も��

の方へ指導いたしますとそういう答弁をした

んです｡ だから､ あの踏切を人道踏切でもい

いと思いますよ｡ 今のままにおきますと､ 閉

鎖したアングルの外側を老人車の通行をした

り､ 自転車を引っぱったり､ 危険極まりない

んですよ｡ だから､ 私は今､ 軽四を通すとか､

そういうことを言っているのではないのです｡

人間が通られるようにしなくてはいけない､

安全に｡ 今のままにいったら交通事故､ 電車

事故が起こりますよ｡ 無理して通っています

から横を｡ 私､ そういう点についてこの第一

踏切については､ 即刻､ 安全に通られるよう

に､ 現在閉鎖してある柵については撤去する｡

１ｍ20の幅で杭を打って､ 人間が通られるよ

うにする｡ 即刻それ､ 今日・明日の間に��

の方にしていただきたいそう思います｡ 答弁

はいりません｡

次､ 中能登町の災害対策について､ 現在ま

でに町がどういう対応をされたのか､ この点

についてお尋ねいたしたいと思います｡ ３月

25日の午前９時42分､ マグニチュード震度６

弱の地震が中能登町を襲いました｡ 幸いにし

て当町は死亡事故も無く､ 全半壊家屋は４棟

に収まったということは､ 幸いであります｡

私は27日の日に､ 門前地区に入りまして､ 輪

島市の救援本部に物資等を届けてまいりまし

た｡ 大変混雑をしておりました｡ 輪島市の市

役所が足の踏み場もないようにマスコミから

いろんな方々で混雑をしておりました｡ 私も

あれを見まして､ 中能登町がそのような今の

門前､ 輪島市のような災害に見舞われたら､

果たして､ この中能登本庁の中で､ 具体的に

指揮命令系統が､ 迅速に出来得る､ そういう

ことがどうなっておるのか､ そういう心配を

いたしました｡ 地方議会人の６月号です｡ 今
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もらったところですが､ その中に能登半島地

震を取材して北國新聞社の輪島支局長がこれ

に､ ６月号に載せております｡ こういうこと

を言っているんです｡ わずか数秒の遅れが１

時間にも２時間にも感じる｡ 輪島において､

総局を飛び出すと､ 通りには何が起こったか

信じられないといった表情で､ 多くの市民が

立ちすくんでおった｡ 中能登町でもそうなん

です｡ 道路にいた人は全部座り込んだと言っ

ています｡ 私は､ この点について中能登町は

現在､ 幸いにして被害は輪島から見れば少な

くあったけれども､ どういう対応､ 対策を基

本的にしたのか｡ そういう点について１点目､

報告を願いたいと思います｡

��������	
 杉本町長

�����
��	
 地震の発生は本年３

月25日､ 午前９時42分ごろでありました｡ 直

ちに私も役場へ行きまして､ 全職員の招集を

行い､ 地震発生から28分後の午前10時10分に

は､ 町の災害対策本部を設置をし､ 被害状況

把握のための巡回を行っております｡ また石

川県消防防災課､ 現在は危機対策課でありま

すけれども､ そこと中能登土木事務所､ 七尾

警察署､ 中能登消防署､ 北陸電力､ 区長さん

及び民生委員さんとも連携をとりながら､ 情

報収集とその対応に努めました｡ 町民に対し

ましては､ 地震直後より､ 防災無線により被

害状況を役場に報告をして下さるように､ お

知らせるとともに､ ４月には広報誌及び ｢中

能登町の地震災害対策について｣ というチラ

シを全戸配布をすることにより､ 町の対策を

周知しております｡ また､ 半壊以上の世帯に

ついては､ 全て個別対応を行い､ 被災者生活

再建支援金についても９世帯全ての申請の受

付を完了しております｡ 一部の世帯について

は既に家の再建に取りかかっているところで

あります｡ しかしながら､ 今回の地震は町に

とっても､ これまで経験したことのないよう

な大地震であります｡ それで手探り状態であっ

たために対応に遅れた面もあったかもわかり

ません｡ 今後は､ 県地域防災計画の見直しに

合わせ､ 町の防災会議におきましても､ 今回

の地震に対する対応の検証及び改善点のあら

い出し等を行い､ 防災計画の見直しを図って

いきたいと考えております｡

��������	
 杉本平治君

������
��	
 ２点目でお尋ねいた

します｡ 平成17年の12月に作成いたしました､

中能登町地域防災計画書､ 大変厚いものをい

ただきました｡ その中で地震の項目の中で､

７ページに次のようにうたってあるわけであ

ります｡ これは県の方も国の方もいつも印が

出されている危険区域でありますが､ 邑知潟

断層による地震被害予想では､ 断層規模は長

さ40キロ､ 幅20キロ､ 傾きが40度､ マグニチュー

ド7.6､ 輪島の地震は6.6強でありました｡ そ

れ以上のものが邑知潟断層によってあり得る

可能性があるということを､ これは町の方が

地域防災計画に載せてあるわけでありますね｡

そうしますと､ 先程私が言いましたように､

今の能登半島地震､ 私行ってまいりました｡

剣地､ 黒島､ 道下､ 門前の商店街､ 行ってま

いりましたが､ そういう地震以上のものが中

能登町を襲うことが予想されているというこ

とを防災計画書に載っております｡ と､ なり

ますと､ 今日の今の能登半島地震を踏まえて､

欠けているものは何か､ もう少し地震に備え

て､ 行わなくてはならない対策というのは何

か､ こういう点について是非とも再協議して

いただきたいなと､ そう思うわけであります｡

特にお願いいたしたいのは､ 高齢者の問題で

す｡ 高齢者の方々が､ 地震によって一番精神

的にマイナスイメージを受けられるわけであ

ります｡ この地域から出て行くことについて

は抵抗がある｡ 居りたいだが､ 家が傾いて住

むわけにはいかない｡ こういうことが実際に

あるんです｡ 私､ 門前地区の道下へ行きまし

たら､ 白山市に住んでいる息子さんが一生懸

命に家の玄関をジャッキで直しているわけで

す｡ 何しとるがいねと言ったら､ 玄関の戸が
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少しでも開くようにしたいということで､ し

ておると｡ だが､ 82歳のおばあちゃんがおる

んです｡ 松任へ連れていきたいということで

話をしているが､ どうしてもいやと､ ここに

おりたいと､ そういうことを言っておられま

す｡ 私は年がいけばいくほど､ 生まれ育った

所におりたいというのが､ これは自然の私は

人間の反応だと思うんです｡

富来町の稗造地区へ行きました｡ 息子のた

めに､ 結婚のために10年､ 建てて10年の新し

い家が倒壊しておりました｡ 区長さんの家で

ございましたが､ 大変､ 大きなショックを受

けておられました｡ 私はそういう中で､ それ

と同じようなことが中能登町にも､ マグニチュー

ド７の地震が起こると予想した防災計画書を

作ったわけでありますから､ 今の能登半島の

地震の経過を踏まえまして､ 欠けているもの､

またこれからしなければいけないものについ

て是非とも見直しをして､ この点について安

心して高齢者の方々が生活できるようにして

いただきたいと希望いたしまして､ この点に

ついての質問を終わりたいと思います｡

次に､ 通告にもありましたが､ 私は昭和６

年生まれです｡ 戦前の教育をみっちり受けた

そういう年代でございます｡ 先般､ 中日新聞

で､ 高齢者の議員のベスト10が出ておりまし

た｡ 私８番目に入っております｡ 私､ あれを

見まして､ この前､ 羽咋市の川口議長と長曽

川水防組合で会ったんです｡ 川口さん､ あん

たも齢いったね｡ そう言っておったんですよ｡

これはあくまでも私は､ 高齢者が議員に出て

おって､ 果たして間に合うのかというような

そういうような目で見られるということにな

りますと､ 私は反撃したくなるのです｡ 先程

申しましたように､ 戦中の､ 戦前のあの大き

な忌まわしい戦争体験をしたのが､ 今この中

でもおられないわけであります｡ 私はそうい

う観点から町長に是非とも､ これからの中で

こういう面について政治的に大きな目で日本

を考えていただきたいし､ それに付随して中

能登町も町づくりを考えていただきたい､ そ

のように思うわけであります｡ 安倍首相は就

任に当たりまして､ ｢美しい国 日本｣ 再現

すると努力いたしました｡ また､ 戦後レジー

ム､ 戦後体制､ これを打破したい｡ 戦後体制

からの脱却などを安倍首相はスローガンにし

ております｡ 私は､ 先程申しましたように､

戦中のあの大きな戦争体験をした中で､ 私は

大変危険なものを感ずるわけであります｡ 私

の生まれた年､ 昭和６年が満州事変の始まり

でありました｡ 昭和12年､ 日中戦争が､ 中国

との戦争が始まったんです｡ そして､ 昭和16

年に大平洋戦争が始まりました｡ 私､ ５年生

になりました｡ 学校の中に戦争に行った先輩､

戦死された先輩､ そういう方々の写真を飾る､

３階に臨む小学校の部屋があったんです｡ 何

かあるとその前に座らされまして､ いろんな

事を反省させられました｡ 昭和20年の８月ま

での15年間というのは戦争一色であったわけ

であります｡ 私は､ 旧の鹿西町の議員をして

いる時に､ 町民であります､ 一お年寄りから､

戦後50年を振り返ってということで､ 思い出

話を聞かされました｡ そして､ 発行いたして

おりました鹿西民報でそれを連載したんです｡

戦争というのは､ その方の言うのは大変酷い

ものだ｡ 日本の軍隊は後続する兵站がきかな

いから､ 補給がないから､ 中国の集落を襲撃

いたしまして､ 略奪する､ そして証拠が残ら

ないように火をつけて燃やしてくる｡ そうい

うことをやってきたということをその方が言っ

ておられたんです｡ それが戦争である､ そう

いうことを言われました｡ ８月15日に戦争が

負けたということで､ その方は中国の方々か

ら､ 今までの自分らのやってきたことを考え

たら､ 殺されるかもしれない覚悟をしたそう

でございます｡ だが､ そういうこともなく､

無事旧の能登の実家へ戻ってこられました｡

そして戦争は生やさしいゲームじゃない､ ス

ポーツじゃない､ 殺し合いだということを言

われました｡ 私は､ そういうことを考えます
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と､ よく昔から言われます｡ 人間１人を殺せ

ば殺人罪で処刑されますね｡ 裁判にかけられ

ます｡ 戦争では１人よりも10人殺せば英雄に

なるんですよ｡ 同じ人間でありながら､ それ

が戦争の現実なんです｡ 私は､ これから日本

が再生していく上におきまして､ 今日までの

戦争の大きな過ちをやはり否定することでな

く､ 肯定いたしまして､ そして新しい日本を

創っていく､ そのことが私は大切だと思うん

です｡ 憲法９条で戦争放棄を条文の中に入れ

ました｡ そのことによりまして62年間､ 日本

は平和を守ってきたのであります｡ 町長に所

見として見解を求めたいのは､ 日本の国を守っ

ていくのは安倍総理かもしれませんが､ 中能

登町の町民の福祉と命､ 暮らしを守っていく

のは､ 私は町長の務めだと考えております｡

この点について２万の町民の命を守っていく､

そして今､ 戦後体制の打破を叫んでおる､ そ

ういう政治情勢の中で､ 是非とも町長からこ

の問題についての見解を求めたいのでありま

す｡

先般､ 平和行進が行われました｡ 七尾市役

所の前から港まで私も歩いて参加させていた

だきました｡ 原爆反対のスローガンの布が下

がっておるわけであります｡ 見させていただ

きました｡ 穴水の町長､ 輪島の市長､ いろん

な方の話が出ております｡ 中能登町の町長､

杉本栄蔵の名前もありました｡ 中能登町の議

会議長の若狭明彦の名前もありました｡ そし

ていろんな話し合いの中で積極的に中能登町

が応じてくれたという運動､ 参加された方が

喜んでおられました｡ 私はそういうことでこ

れからも積極的に中能登町も平和運動に取り

組んでいただきたい､ このことをお願いをい

たしたいと思います｡ 最後に､ 命というもの

の尊さ､ これを再度確認したいと思うのであ

ります｡ 私の近所に還来寺というお寺があり

ます｡ 大変近しくしているわけでありますが､

その和尚さんがいつも説教の中でお通夜に言

われるんです｡ 今おる２人の命は､ ただある

のではない｡ 10代前は1,024人の命があって

今２人がおるんです､ そう言われるんです｡

15代前は32,768人の命をもらって､ あんた方

２人がおる､ そういうことを言われるんです｡

木の又から生まれたわけではありませんから｡

20代前になりますと､ 驚くなかれ1,048,576人

の方々の命をもらって､ 今私達が生活､ 生き

ておるわけであります｡ 命というものは､ 私

は尊いものだと思うんです｡ そういう面にお

きまして､ 是非とも町長の平和に対するご所

見､ 見解を求めたいと思います｡

��������	
 杉本町長

�����
��	
 安倍総理が党の総裁

選への立候補を表明した際に､ 子ども達の世

代が自信と誇りを持てる ｢美しい国 日本｣

を国民と一緒に創り上げていく決意を披露し､

目指すべき国の在り方として､ 文化､ 伝統､

自然､ 歴史を大切にする国､ 自由と規律を知

る凛とした国､ 未来に向かって成長するエネ

ルギーを持ち続ける国､ 世界に信頼され､ 尊

敬され､ 愛されるリーダーシップのある国､

この４点を掲げております｡ そこで私がどの

ように理解をしているかとのことであります

けれども､ この中能登町にもどの地域よりも

優れた伝統､ 文化､ 自然､ 歴史があります｡

これを子々孫々まで守り伝えていくことが､

我々の務めであると考えておりますし､ また､

行政を進めていく上で､ 町民の対話を行い､

住みよい町､ 住んで良かったと思われる町､

すなわち､ 長期計画の基本理念であります

｢ふるさと､ ふれあい､ 心を育む中能登町｣

こそが､ 安倍総理が掲げる ｢美しい国｣ ｢美

しい町｣ であるとそう思っております｡ しか

し今､ 世の中を見てみますと､ 本当に虐待､

或いは子が親を殺す､ また親が子を殺すといっ

たような悲惨な事件があります｡ 私はやはり

戦前とは言いませんけれども､ 人間の守るべ

き親が子を､ また年がいったら子が親を見､

また兄弟姉妹が仲良く､ やはり大家族的なそ

んなような時代でなければならない､ そう思っ
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ておりますし､ 学校を見てみましても､ 先生

が生徒をまた生徒が先生をといったような､

本当に昔から我々が学校へ行っていた時には

考えられないような事件も起きておるわけで

ございます｡ そういう中で今戦争のない平和

な国を町長はどう考えているのかということ

でありますけれども､ そういう中で､ 今憲法

論争も起きている中で､ どうすれば平和な､

そして戦争のない国ができるのか､ 今隣の国

の北朝鮮のような国もある中で､ 本当に平和

だけ叫んでいってもいいのか｡

又､ これからの憲法案は､ 世界の中での憲

法がどうあるべきなのか､ ということも考え

ながら日々を過ごしている今日でありますけ

れども､ いろんな面で戦争のない平和な国に

なるようにこれからも一生懸命に頑張ってま

いりたいとそう思っております｡ 先般も平和

行進の方がおいでた時に､ 私も募金もし､ 全

職員も募金をして励みましたところでござい

ます｡ 以上でございます｡

��������	
 杉本平治君

���
�����	
 それでは次､ 池島教

育長に同じ内容で質問をさせていただきます｡

教育基本法の改正を見て､ 今後の教育の諸問

題について教育再生会議で議論をされており

ます｡ 朝日新聞の川柳欄に時々的確な川柳が

載っております｡ 教育再生会議が論議されて

いる中で､ 川柳に次のように出ておりました｡

｢内閣にこそ必要の再生議員｣ 今の内閣はや

はりそういう意味におきまして､ 教育以上に

内閣が再生委員会を作って再生しなければい

けないという､ そういう川柳が載っておりま

した｡

まず１点目といたしまして､ 現在の週５日

制を変更して､ 土曜日も授業可能にするとい

うことが再生委員会で論議されております｡

５年前に私この問題について､ 時の教育長と

論争したことがあるんです｡ ｢ゆとり教育｣

とは､ 何だということであります｡ この点に

ついて教育長にお尋ねいたしますが､ 土曜日

の教育をなくして ｢ゆとり教育｣ というのは

できるのかどうか｡ 時間的なものをとれば教

育の再生ができるのかどうか､ その点につい

て私はお尋ねをいたしたいと思います｡ それ

よりも日本の現在の子ども１人当たりの先生

の受け持ち人数を現在40人になっております

が､ 35人､ 25人に縮少すべきではないか｡ そ

れこそが先生がゆとりある子どもに対する教

育ができるのではないか､ そのように思うん

ですが､ 池島教育長の答弁を求めたいと思い

ます｡

��������	
 池島教育長

[教育長 (池島憲雄君) 登壇]

���������	
 ただ今の杉本議員

のご質問にいろいろと前段も含めまして自分

の思っていることを述べさせていただきたい

なというように思います｡

まず ｢美しい国 日本｣ とはどのような姿

なのか､ お前はどう思っているのかというこ

とも含まれているのかなということですけれ

ども､ 非常に問題が大きいなというように思

います｡ まさに安倍総理の政治そのものに関

わるような非常に大きな問題でありますし､

よく分からないものが断片的に触れるという

こともどんなものかなということも思って､

正直言って大変難しい答弁だなというように

思っていました｡ とにかく､ 安倍総理は施政

方針演説の中でこのように ｢美しい国 日本｣

について述べております｡ 世界の人々があこ

がれと尊敬を抱き､ 子ども達の世代が自信と

誇りを持つことができるように活力とチャン

スと優しさに満ちあふれ､ 自立の精神を大事

にする世界に開かれた美しい国 日本である

というように述べております｡ 人それぞれに

よって美しい日本の受け止め方､ 考え方とい

うのは異なるのかなというようにも思います｡

とにかく､ 日本人が人間らしく､ 心豊かに暮

らせる国でありたいな､ 戦争をしない平和な

国になればいいな､ パワーがあって実力があっ

て､ 人の命を大切にする人間愛に満ちた日本
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人でありたいなというように常日頃思ってお

ります｡ こういったことが私自身の美しい国

日本に対するイメージにつながるのかなとい

うことも思っております｡

又､ 教育基本法と美しい国日本との関係に

ついても､ お尋ねになっていたのかなという

ようなこともあるんですけれども､ 教育基本

法は未来を担う子ども達を育てる理念や原則

を定める重要な法律となっております｡ 日本

の良さ､ 日本らしさとは一体何かということ

を再確認して､ 大切にするとともに､ 日本ら

しさを誇れる国になればいいなというように

も思います｡ 60年ぶりに改正された教育基本

法はその過程でいろいろと議論があったわけ

ですけれども､ 日本人らしい心の豊かさと､

日本人の持つ限りない可能性､ 或いは活力と

いったものを引き出していかなければならな

いという願いが込められているものと理解し

ております｡ 特に命とか､ 家族を大切にする

そういう心を育むこと､ 人と人との関わりの

中で絆を重んじていく態度､ そういったもの

を養う｡ 或いは生まれ育った地域や学校への

想いといったものも大事にするような､ そう

いう教育活動こそが重要でないかなというよ

うにも思っています｡

また､ 教育再生会議でもいろいろと議論が

されておるわけですけれども､ どのような形

でそれが集約され､ 法案化されてくるのかな

ということも今見守っているところです｡ ど

のように教育基本法がなり､ 関連法案が成立

したとしても､ 制度さえ変われば学力低下と

か不登校とか､ 或いは心の問題､ いじめの問

題､ 規範意識の低下といったようなものが解

決されるそういう単純なものでも決してない

なというようなことも思います｡

日々､ 教育活動というものは学校現場で展

開されておりますので､ 学校と家庭､ そして

地域社会のとにかく心の通った連携､ 信頼関

係､ そういったものを築きながら日々の教育

にあたっていくことこそが､ ポイントになる

のではないかな､ そういう意味では教育委員

会とか学校現場がどういう教育活動を進めて

いくのかというあたりが大きな鍵を握ってい

るなというように思っています｡ 土曜日の授

業或いは７限目､ 或いは授業時数を増やすと

いうようなことも最近第一次､ 第二次という

ように報道されておるわけですけれども､ ゆ

とりと学力の問題､ 或いは人間が人間らしく

生きていくための力を植え付けていくという

ような問題ということになると､ 非常に難し

い問題もあるのかな､ 私達は週５日制でなく

て､ 月､ 火､ 水､ 木､ 金､ 土というような時

代で育ってきましたし､ 教員している最初の

あたりはそういう形で学校にも勤めてきまし

た｡ ただ､ 週５日制になってから､ かなり教

育現場におるとやりたいことも非常に厳しく

やれん状況になってきたな､ ゆとりがゆとり

でなくなってきたなという現実もひしひしと

考えております｡ 土曜日は半日ですけれど､

たかが土曜日ですけれども､ 土曜日１日の教

育的効果というのは非常に大きかったなとい

うことも思っております｡ 土曜日に授業を復

活すること､ ７限目を復活して学力向上を目

指すというようなことについては決してマイ

ナス面だけではないなというようなことも思っ

ているところです｡

何が現場で､ どういう私達の町､ 或いは石

川県､ 日本の町の将来を担っていくために何

が必要なのかというあたりは､ いろいろとご

相談しながら検討しながら進めていかなけれ

ばならないのかなというように思います｡ １

つの答えだけではないと思います｡ 以上です｡

��������	
 杉本平治君

���
�����	
 私､ 池島教育長に次

のことについて再度質問したいと､ 時間があ

りませんが｡

徳育の問題が論議されております｡ 私の時

代には修身というそういう項目がありました｡

一番重要視された項目であります｡ それが今

の定められた憲法で主権在民､ 基本的人権､
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恒久平和を切り捨てていく､ そういう今､ 徳

育の問題の中で､ 私は推し進められる恐れが

あるのではないかということを私思うわけで

あります｡ 戦前の侵略主義､ 専制主義の体制

に戻っていく､ そういうことがあるのではな

いか｡ 池島教育長に同じ思いだと思うんです

が､ 教育はその時代の権力者が自分の体制を

維持するために､ 私は利用してはいけないと

思うんです｡ 教育方針は時代を超えて普遍で

なければいけないと思います｡ 最後に､ これ

は朝日川柳に載っておったんですが､ ｢戦争

を知らない子からできる子へ｣ ｢そのうちに

愛国税を徴収し｣ こういう川柳が載っており

ました｡ 私はこういうことにならないように､

是非とも教育の問題につきまして､ 時代を超

えて教育というものは時の権力者に左右され

ないそういう教育方針を不変していっていた

だきたいとそう思うわけであります｡

また､ 先程､ 作間議員が質問の中にありま

した､ 学校の複式の問題､ 今､ 統合中学校の

建設の問題につきまして､ 担当課長までつく

りまして､ 審議いたしておりますね｡ だが小

学校の複式の問題､ これは統合中学校と変わ

らず教育の問題ですから､ 大事な問題と思う

んです｡ 久江の子どもさんの親たちは､ 大変

心配しておられます｡ 私はやはり､ 中学校の

統合検討をするかだけでなしに､ 複式学級を

今後どうしていくのか､ そういう問題につい

ても積極的に取り組むことを是非とも要望い

たしたいと思います｡ これは大事なことでな

かろうかとそう思います｡ 以上で私､ 質問を

終わる次第であります｡

通告には杉本町長の２年目を迎えて後半の

町づくりについてどう考えているのかという

ことについて､ 通告をしてありましたが､ こ

れはこれからの議会の中で､ やはり煮詰めて

いきたいと思うんです｡ 基本的に言っておき

たいのは､ 町民は町長がどういう姿勢で町づ

くりをしているかということを見ている､ 見

守っているということ､ これだけは常に頭の

中に置いていただきたい｡ 町があって､ 町民

がいるんではないのです｡ 町民があって､ 中

能登町があるんです｡ だから､ 能登半島地震

の中でもよく言われました｡ 集落の結束があ

る集落は事故がなかったんです｡ 中越地震も

そうです｡ 私も中越へ行ってまいりましたが､

やはりそういう中で､ 基礎の集落の方々は中

能登町はどのような町づくりをしているのか､

我々の集落をどう守ってくれるのか､ そうい

うことをやはり考えていると思います｡ ２年

目の後半､ すぐさま選挙の日が近づいてくる

と思うんです｡ 是非ともそういう意味におき

まして､ 町民の期待に応えられるそういう町

づくりを是非とも進めていっていただきたい｡

私はそのことをこの中で町長に強く要望して

おきたいと思います｡ 発言時間あと２分とな

りました｡ 要望だけして終わりたいと思いま

す｡

��������	
 ここで昼食のため休

憩いたします｡ 再開は１時半からといたしま

す｡

午後０時05分 休憩

午後１時30分 再開

������
��	
 冒頭に一言申し上

げます｡ 議長が体調を崩されましたので､ 午

後からは私が務めさせていただきます｡ それ

では再開いたします｡ 午前中に引き続き､ 一

般質問を行います｡

16番 坂井幸雄君

[16番 (坂井幸雄君) 登壇]

���������	
 通告に基づいて質問

をさせていただきます｡ 先般､ 政府の経済財

政諮問機関で重要施策の基本方針をうたって

おりました｡ 骨太の方針としていろいろと議

論されておりましたが､ 予算面にもおいて参

議院選挙の前であろうかというかねあいもご

ざいますが､ 傾斜的配分でなくて､ 適当な配

分であるということでございます｡ その項目
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の１つに教育の再生の格上げということがご

ざいました｡ また､ めりはりのある教育予算

の財源の対応と地域力再生機構の創設の検討､

ちょっとこれは難しい問題です｡ 耕作放棄地

の５年程で０に解消ということでありました｡

これはなかなか難しい問題かと思いますけど､

いろいろと検討課題でございますので､ 一応

19日の閣議で了承いただいて､ それを政府案

として執行するという項目がございました｡

それでは一つ､ 一般質問をさせていただきま

す｡

第１番目でございますが､ 教育関係につい

てでございます｡ 先般４月の22日か23日だと

思うんですけど､ 学力調査がございました｡

その時には中能登町がどのような結果かまだ

出てないと思うんですけど､ どのような結果

があるかということでお知らせ願いたいと思

います｡ 中能登町は全小学校・中学校は理科

大好きなモデルスクール指定を３年前から受

けております｡ その当時の教師は校長だと思

うんですけど､ いろいろとご努力されたと思

うんですけど､ その結果が今度の19年度の全

国学力学習状況調査､ これは小学校６年生､

中学校３年生､ 国語､ 算数､ 数学ということ

でございますし､ また､ 同じ時に石川県が石

川県基礎学力調査ということでございます｡

これは国語､ 算数､ 社会､ 理科､ 英語という

ことで小学校４年生､ 小学校６年生､ 中学校

３年生ということで学力調査があったと思い

ます｡ 石川県の調査は出ているかなと思うん

ですけど､ 全国的な学力調査は全国的な統計

がございますので､ まだ出てないと思うんで

すけど､ そのことに関して教育長さんの全体

的な総評をお聞かせ願いたいと思います｡ と

いいますのは､ これはちょっと余談ですけど､

19年度の大学入試では隣接の羽咋市の高校､

また七尾市の高校ということで､ 進学校がご

ざいます｡ その高校での大学の入試が大変す

ばらしい結果を生んでいると思います｡ 七尾

高校はスーパーサイエンススクールというこ

とで指定を受け､ また羽咋高校は英語だと思

うんですけど､ 強化指定校ということで､ スー

パーイングリッシュラージハイスクールとい

うことで指定されております｡ アクタスの総

評では､ 羽咋高校では英語のハイスクール高

校でありますので､ 東京外大とか大阪外大と

いう志望があると思います｡ これも指定校で

あればこそ､ そういうところへ進学するよう

な気配だと思います｡ また､ 七尾高校では､

今回は東大に３人､ そのうち中能登町が２名

おられるそうでございます｡ また京大も５人

ということで､ 公立・国立高校で129名の方

が公立では25名ということで､ 大変なアクタ

スでは七尾高校の健闘を祝しておるわけでご

ざいます｡ これも偏に小学校・中学校の指定

校がされた影響が多々あろうかと思います｡

その点､ 頑張る子には､ 頑張る学校へという

ことがその当時の指定を受けた学校の方針か

と思います｡ この点､ 教育長さんの試験の結

論は出ていないと思うんですけど､ おおまか

な総評をお聞かせ願いたいと思います｡ よろ

しくお願いします｡

��������	
� 池島教育長

[教育長 (池島憲雄君) 登壇]

��
������
� 今ほどの坂井議員

さんのご質問にいろいろと触れながらお話を

させていただきたいなというように思います｡

全国学力・学習状況調査､ なるほど４月の

24日でした｡ 全国一斉に実施されました｡ す

ごい規模の調査であったなというように思っ

ています｡

まず､ 学校にすると約33,000校､ 小学６年

生､ 中学３年生対象ですので､ 人数にして約

233万人という調査でありました｡ 先程教科

については言われましたように､ 国語と算数､

そして数学､ それぞれ国語或いは算数､ 数学

２種類の調査があったわけですね｡ １つは問

題�､ これは知識を中心に調査するものであ

りました｡ 算数､ 数学にしてもこの問題がで

きるか､ この計算ができますかというような､

― 40 ―



従来､ ドリル的にやっている問題が�という

タイプです｡ それに対して問題�というタイ

プは応用､ 或いは活用といったものを中心に

出された問題であって､ ２種類あったなとい

うことです｡ 当日､ 子どもたちの反応をどう

いう反応でしたかねというようにして聞いて

いたんですけれども､ �の方については､ 新

しいタイプの問題でありましたので､ かなり

疲れたような様子であった､ 普通日常的な学

習の中で､ 或いは学校で行うテストの中では

あまり経験をしないようなタイプだったと｡

例えば日常生活の中でいろんなものを数学的

に尋ねている､ 或いは日常会話の中でいろん

なことを基にしながら国語的に尋ねていくと

いうことで､ これできますか､ この漢字知っ

てますかというようなそういう単純な問題で

はなかったということです｡ どういう結果が

出てくるのかなということで､ 私達も非常に

興味を持って待っているところです｡ 結果に

ついては９月を目途に各学校､ もちろん教育

委員会にも送られてくるということになって

おります｡ 国は国レベルで全国的な状況がど

うなっているのかなというのを調べているだ

ろうと思いますし､ 県は県レベルで､ もちろ

ん私達市町村の方は市町村レベルでどういう

傾向になっているのかなというのを分析をし

て調べていきたいなというふうに思います｡

ただ､ 合計点数を競う､ �校､ �校､ �校と

いうのはどこが一番であったのかとか､ 県内

何校の内､ 何番であったというようなそうい

う合計点数を競ったり､ 或いは順位をつけた

りというそういうことが目的ではありません｡

日常的に各学校で行われている学習といいま

すか､ 授業がもっと効果的でしっかりとする

ものになるように､ そういったものを分析し

ながら､ うちの学校ではこういった点が弱い

な､ うちの子どもはこういった点が素晴らし

いなというようなこと､ そういうことをしっ

かりと知って､ 指導に活かしていくと､ そう

いうためなものになっております｡ もちろん

数年前から石川県は石川県独自で基礎学力調

査というのが行われて､ もう数年になるかな

と思います｡ 毎年､ これもまだ結果はきてお

りません｡ 秋になってきて､ その結果を基に

してそれぞれの学校では真剣に分析を行って

おります｡ そして分析をするだけでなくて､

それぞれの学校で､ よし､ うちの学校はこん

な面が弱いんだから､ しっかりとこういう力

がつくように頑張っていこうとか､ これはよ

わったな､ この部分については学力補充をし

ていこうとか､ そういうことで非常にそうい

う結果を大事にした形で､ 有効に活用し､ 子

どもたちの力になるような取り組みが行われ

ているなというように思っています｡ 以上で

す｡

��������	
� 坂井幸雄君

��
������
� 有難うございます｡

それでもう一つ方向を変えまして､ 最近国立

大学も大変授業料の改革で､ 授業料も大幅に

伸びていると思うんです｡ それでせっかくこ

の中能登町で優秀な方々が経済的な理由で､

いろいろと育英資金とかございますけど､ 経

済的な理由で､ 考えておられる人もおられま

す｡ それで､ 要望でございますが､ 奨学資金､

育英資金は高校であるんですけど､ 奨学資金

を貸与､ いずれ返還してもらわなければなら

ないんですけど､ 奨学資金の貸与の科目を一

つ考えていただきたいと思うんですけど､ こ

れは希望ですから､ もしよかったら町長の答

弁があれば幸いですけど｡ 今､ 子育て支援と

いうことで､ 少しずつ出生率が伸びておりま

す｡ 子どもが沢山おられると､ 全ての子ども

に教育を均等にやろうということは､ なかな

か難しい一面があって､ 一つの足引っぱりが

あるんじゃなかろうかと思いますんで､ 中能

登町独自の安全で､ 安心で住みやすい､ 子育

てのしやすい町として､ そういう奨学金制度

を考えてはどうかということで､ 町長の考え

をお聞かせ願いたいと思います｡

��������	
� 杉本町長
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[町長 (杉本栄蔵君) 登壇]

��������	
 奨学金制度でありま

すが､ 中学ですか､ 高校ですか｡

���
�����	
 大学です｡

��������	
 大学ですか｡ 大学に

関しては考えたことがございませんので､ ちょっ

と検討させていただきたいと思います｡ 高校

までは独自にありますんで｡ よろしくお願い

いたします｡

���������	
 坂井幸雄君

���
�����	
 ２番目の土曜日の補

習授業の取り組みについてでございますが､

先程杉本議員さんがご質問されたので､ これ

は取りやめさせていただきます｡

その次､ 農業関係についてでございます｡

農業関係も大変難しい問題でございますので､

教育と農業というのは本当に大変難しい問題

でございます｡

先程､ 今日配布されました､ 地方議会の何

ページですか､ ６ページで自給自立のことが

書いてありました｡ 最近の日本の食糧の自給

率が､ 熱量換算で40％､ 穀物だけで27％､ こ

れは世界の124位ということでございます｡

いろいろと食糧の自給自足を40～45へ目指し

ておるんですけど､ 石川県はだいたい45％だ

と思うんですけど､ なかなか中能登はどれく

らいか分かりませんですけど､ 難しい問題が

ございます｡ 今､ 地球温暖化ではいろいろと

問題にされております､ 代替エネルギーとい

うことで､ いろいろと作物を燃料化してとい

うことでございますし､ それに合わせてくる

と増々食糧が難しくなってくると思います｡

それで､ 先般､ 転作作物の確認が実施され

たと思うんですけど､ ６月の４日か５日だと

思うんですけど､ その統計というのがなかな

かまだ確認できないと思うんですけど､ 申請

時の時の転作の数字がわかったら教えていた

だきたいと思います｡ それと､ 中能登町の

地域農業ビジョンについてでございます｡ 中

能登町は耕作面積が1,727ヘクタールで､ そ

の内水田が1,607.4ヘクタールでございます｡

水田単作地帯でございますので､ なかなか米

価の下落ということで､ 農業の粗生産額が10

年前に比べて､ ７割程度でございます｡

それから農業従事者も高齢化のために段々

と後を継ぐ人がいなくなり､ 県や国としては

集落営農や担い手対策で農地を守ろうとして

おります｡ 品目横断的経営安定対策の始めと

しては､ 新たな対応としては､ 基盤の充実や

耕作放棄の対策があげられております｡ 中能

登町と��のとわかばとの策定する農業振興

計画に基づいて､ 中能登町の地域水田農業ビ

ジョンをお聞かせ願いたいと思います｡

３番目ですけど､ 園芸作物でございます｡

農家の所得をできるだけ複合体でもってきて､

経営体制を賄っていきたいというのは､ これ

からの本来の筋かと思います｡ 米作だけでは

なかなか難しい問題がございますので､ そう

いう方向だと思います｡ それで中能登町も振

興作物が前回の何かでお聞きしたと思います｡

白ネギとか小菊南瓜､ それから源助大根､ 中

島菜､ 中島菜は石川県の戦略作物として取り

組んでおられますけど､ それらのことに関し

て少しでも休耕田を利用する施策はないもの

かということで､ 町長のご意見を賜りたいと

思います｡ よろしくお願いします｡

���������	
 杉本町長

��������	
 転作水田の確認を実

施されておりますが､ 申請時の時の内訳は如

何ほどかと､ まず１番目の質問に答えたいと

思います｡

平成19年産の生産調整現地確認については､

６月１日から26日までの予定で､ 実施をいた

しております｡ 申請時の内訳については､ 中

能登町に配分された平成19年産米の生産数量

は5,683トンであります｡ 農家から提出され

ております､ 共済細目書を集計しましたとこ

ろ､ 5,656トンでありまして､ 約99.5％となっ

ております｡ ただ今､ 現地確認の最中であり

ますが､ 配分数量に近い数字で､ 生産調整が
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達成できるのではないかと予想しているとこ

ろでございます｡

また､ 中能登町の地域水田のビジョンにつ

いてであります｡ その次に､ その概要につい

てということでありますが､ 中能登町の水田

農業の特性を活かして､ 作物戦略・販売､ 水

田の利活用､ 担い手の育成等の将来方向を明

確にしたものであります｡ 今年度のビジョン

の見直しについては農家の代表､ 農協､ 農業

共済組合､ 町など約30名で構成をした ｢産地

づくり部会｣ で原案を作成をし､ ４月27日の

中能登町地域水田農業推進協議会で決定した

あと､ 県協議会の承認を受けております｡ ビ

ジョンの実現のため､ ｢産地づくり交付金｣

が活用されております｡

３番目の園芸野菜の推進についてのお答え

はということでありますけれども､ 園芸作物

の推進については､ 先程の農業ビジョンの中

で､ 振興作物として位置づけております｡ 白

ネギ､ 小菊南瓜､ 加工用カブ､ ころ柿､ 源助

大根､ 中島菜を推進し､ 生産拡大を図るほか､

これら従来の振興作物に加え､ 新たな園芸振

興作物として､ 彩り野菜やミニ野菜など､ 特

色ある作物を推進し､ 販売促進のほか市場調

査等のマーケティングも検討することとして

おります｡ 源助大根と能登娘のセットで関西

市場から相当量の受け入れ希望が､ 農協長に

寄せられていると聞いておりますので､ それ

らを実現する農家の育成に､ 行政としても取

り組んでまいりたいとそう思っております｡

また､ 転作作物については､ 現在大豆が124

ha､ 飼料作物が20ha､ 白ネギが７ha､ 麦が

７haとなっておりますけれども､ そういう

中でまたこれからも意見を聞きながら応えて

いきたいとそう思っております｡

��������	
� 坂井幸雄君

��
������
� 課長さんにお聞きし

たいんですけど､ 地域の協議会等と連動しま

して､ 町の一般会計に載らないような交付金

があると耳にしておりますが､ その点そうい

う地域振興策か､ そういうかねあいがあるの

か定かでございませんので､ その点あったら

お聞かせ願いたいと思います｡ よろしくお願

いします｡

��������	
� 表農林課長

[農林課長 (表辰祐君) 登壇]

���������
� お答えいたします｡

町の一般会計を通らない交付金等でございま

すが､ 近年の農業関係の補助金でもって､ 交

付金化されたものがございます｡ それは何か

と言いますと､ まず第１点は､ 今まで生産調

整のお金､ それが産地づくり交付金として一

般会計へ入らないで､ 農家の皆さんに支払わ

れます｡ それからもう一つは､ 今､ 国の方で

認定農業者､ それから集落営農組織の育成と

いうのに力を入れているわけでございますけ

れども､ 19年度から21年度までの３年間を集

中改革期間として農林水産省の方で位置づけ

をいたしております｡ そして､ 担い手の育成・

確保に集中・重点的に取り組んでおります｡

その一環として､ 新たな発想に立った担い手

支援策として､ 担い手の皆さんが､ 農業用の

機械､ 或いは農業用の施設を導入したり､ 或

いは土地基盤の整備を行う場合に､ 地域の､

町の担い手育成総合支援協議会､ それを通じ

て投資した費用の一部を助成をする､ 事業名

ちょっと長いんですが､ ｢地域担い手経営基

盤強化総合対策実験事業｣ と言います｡ それ

が始まりました｡ その国の補助金は今ほど言

いました､ 町の担い手育成総合支援協議会の

方に直接入ります｡ 町の一般会計は通りませ

ん｡ 国の補助金のみでありまして､ 県の補助

金も町の補助金も上乗せがないと､ 国独自の

制度でございます｡ 実験事業の名前が付いて

おりますように､ この事業は今年の２月20日

に､ 降って沸いたように案内がありまして､

しかも２月末日までに取り組む必要があると

いうことで､ 10日間の間に町内の認定農家､

そして集落営農組織132人でございますが､

132人全員に事業説明をいたしまして､ そし
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て平成19年度に計画を取りまとめたわけでご

ざいます｡ 従来の設備投資などの国の補助事

業といいますのは､ 共同利用施設でなければ

補助金があたらないと､ 或いはその助成の対

象となる機械の施設等のメニューは､ 限定的

で必ずしも担い手のニーズに十分対応できて

いない､ そういう面もあったんですけれども､

今回のこの実験事業ではメリットが非常に拡

大されております｡ まず､ 第１番目が､ 個別

経営体であっても､ 助成の対象とされたと､

いわゆる全く個人の農業用機械であっても､

補助の対象となったわけです｡ それから２つ

目は､ トラクターとかコンバインなどのその

現在の制度では助成の対象にならなかったも

のであっても､ 今回補助の対象とされた｡ そ

れから３つ目が農地の取得を除いて設備投資

であればほとんどが助成の対象とされました｡

そこでとりあえず19年度にこれら農機具など

を更新する希望があるかどうか､ 全ての人に

意向を確認して､ 希望があると答えた人に対

しては､ 農業経営の改善目標､ それから補助

事業の活用計画とか､ 詳細な経営体の調書を

作成をしていただきました｡

最終的に､ 希望して､ 融資の審査をパスさ

れたのは､ 個人の方で12人､ 集落営農が１箇

所､ 法人が２つということで､ 15経営体の方

が事業費総額で１億1,446万円､ 内､ 国庫補

助金が3,433万円ということで､ 今回時間的

に余裕がなかったわけですけれども､ 全県下

で手を挙げたのが小松市､ 能美市､ 加賀市の

３つの市と中能登町だけであったということ

で､ 当町の分におきましては､ 申請額が全額

認められたところでございます｡ そういうこ

とで､ 最近になって要望される方が何人か出

ておいでますけれども､ それらについては一

旦締め切っておりますので､ 来年度分とゆう

ふうなことにさせていただいているわけです

けれども､ 国の方では今年度だけで､ 予定を

した予算額の２倍以上が手を挙げたという状

況でございまして､ 来年度も同じように､ 受

け付けてくれるのかどうか､ ただ今のところ

不確定な状況と聞いております｡ 以上です｡

��������	
� 坂井幸雄君

��
������
� 課長さん､ 有難うご

ざいます｡ 急遽な申し込みでなかなか対応で

きなかった方が往々に聞いておりますんで､

また一つ来年度申し込みをしたら､ 出来るだ

け均等に処理していただきたいと思います｡

杉本町長､ もう一つお聞きしたいんですけ

ど､ これからは認定農家や集落営農は主流か

と思います｡ そういう指導方法に国もいって

ると思うんですけど､ それ以外の兼業農家だ

と思うんですけど､ それ以外の方々は､ はい

て捨てるのか､ 何か施策はあるのか､ どのよ

うな考えを持っておられるか､ なかったらい

いです｡ あったらお願いします｡

��������	
� 杉本町長

��������
� 農業政策は国がほと

んどの方針を決めます｡ 中能登町でどうのこ

うのというわけにもまいりませんけれども､

そういう中で国の流れとしたら､ 認定農家､

集落営農といったところが基本的にいってる

ようでございます｡ そういう中で､ 兼業農家

の方がどうすればいいのか､ 休耕田がだんだ

ん増えていく中で､ どうすればいいのかとい

うことでありますけれども､ それらに向けて

も､ 一回､ 国なり県なりの方針も聞きながら､

町としての方策も考えていきたいとそう思っ

ておりますので､ よろしくお願いをいたしま

す｡

��������	
� 坂井幸雄君

��
������
� 答弁はいりませんで

すけど､ 近い将来に ｢道の駅｣ とかいう構想

があるのでなかろうかと思うんですけど､ そ

の時には今､ 園芸作物なんかでも少しずつ栽

培して自分の家に消費できる以外のものは､

そんなところへ出していただければ､ いいん

じゃなかろうかということを思います｡ とい

いますのは､ 今日の農業新聞では輸入食品の

残留が昨年より10倍ほど多くなったというこ
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とで書いてありました｡ ポジティブリストの

１年間の統計でございます｡ 特に中国の野菜

が相当な残留が残っているようなことを明記

してありました｡ できるだけ日本国の人は､

日本の地域の野菜を消費し､ 学校給食並びに

地産地消をしていただきたいと思いますので､

もしよかったら家庭菜園の方々には苗の半額

ぐらいは補助して推進をお願いできればいい

んじゃなかろうかというこでございます｡ そ

れで一つ､ 園芸療法というのはご存知でござ

いますか｡ 最近はお年寄が園芸野菜を作って､

いろいろとストレス解消とか前脳の神経を刺

激して癒しになろうかと思います｡ 今日の地

鳴りで中村和子さんという方が怪我をされて､

水耕栽培ということで何か作ったらしいんで

すけど､ それは癒しで､ 少し良かったと地鳴

りで書いてあったわけでございます｡ 園芸療

法も一つの認知症が全部は改善されないと思

うんですけど､ ストレス解消になることを書

いてありましたので､ できるだけ一坪農園､

一坪園芸ということで､ できるだけ推進して

いただきたいと思いますので､ よろしくお願

いします｡

次に行ってもよろしいですか｡ ３番目です

が､ 住民健診のことでございますが､ 今まで

は住民健診といっておりましたが､ 昨年から

基礎健診という呼び名だったと思うんですけ

ど､ 少しずつ内容も変わってきておるし､ 希

望の方はできるだけその方向にお願いしたい

ということでございます｡ 今日の最初の金岩

さんの亡くなった黙祷でもございますし､ そ

れから１､ ２年前の久保参事さんの亡くなっ

た要因もございます｡ その方も話を聞いてみ

ますと､ 以前に住民健診では少しは結果が､

結果というのはおかしいけど､ 要注意の方向

だと聞いております｡ そういうことが住民健

診の大切さであって､ それに合わせて､ 治療

していけば､ 命をおとさなくてもよかったん

じゃなかろうかなということでございます｡

先程､ 最初に作間さんが一般質問でございま

したように､ 沢山職員がおられます｡ 病になっ

たら早期に休息させていただいて､ 命をとり

とめるような方法を考えていただきたいと思

います｡ 沢山職員がおられますので､ 能力の

いい人が沢山おられますので､ 十分対応がで

きると思います｡ その点もし職員方､ 健診に

ひっかかった場合には十分に休息の程､ よろ

しくお願いいたしたいと思います｡ 職員は住

民の目がありますので､ 相当度が進まないと

なかなか治療の方向にいかないのではなかろ

うかと思いますので､ その点､ 副町長さん､

町長さん､ いろいろと配慮していただきたい

と思います｡ それで､ 福祉課長にお願いした

いと思います｡ それでは今度の基礎健診から

内容が少し変わっております｡ 希望者には意

思の尊重ということで､ その受ける科目を希

望することになっております｡ 新たな項目と

しては､ メタボリック・シンドロームという

ことで､ 内臓脂肪症候群ということが入って

おります｡ これは64歳の方を対象ということ

でございますので､ 最初の段階でございます

ので､ どのような結果になるのか分かりませ

んが､ その対応策というのはなかなか取りに

くいと思いますので､ その点､ 項目に入って

いることに関しての意思をお聞かせ願いたい

と思います｡

��������	
� 小林保健環境課長

[保健環境課長 (小林玉樹君) 登壇]

��
���������
� ただ今のご

質問にお答えいたします｡ 現在行っておりま

す､ 基本健診のやり方を話させていただきま

す｡ それでまず64歳以下の方にへそ周りの測

定ですね､ 腹囲､ お腹周りの測定をしており

ます｡ その健診結果が出ますと､ 該当する方

を対象としまして､ 訪問､ 或いは相談を受け

まして､ 食生活や運動等､ 生活習慣の改善に

向けての支援を重点的に行っております｡ そ

れから､ 全体的にといいますか､ 例えば健康

教育を受けたいというふうな向きがございま

したら､ 学習会等を希望する団体等へ出向き
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まして､ メタボリック・シンドロームなど生

活習慣病についての理解を深める機会を増や

しております｡ そういったことをしておりま

す｡ それで､ 来年度の実施に向けましてです

けれども､ 健康増進計画､ それから国保の保

険者として特定健診､ 特定保健指導計画を現

在策定しております｡ 特に過食､ それから運

動不足など生活習慣の実態を把握しまして､

生活習慣の改善に努めることは､ メタボリッ

ク・シンドロームの該当者や予備軍を減少さ

せることにつながります｡ また､ ウォーキン

グやグラウンドゴルフなどの軽運動を日常生

活に取り入れていくことも大切なことと考え

ております｡ 非常に概要的なことですけども､

以上でございます｡

��������	
� 坂井幸雄君

��
������
� いろいろと答弁い

ただきまして有難うございます｡ とにかく健

康で元気な住民であることを請い願いまして､

いろいろと行政有難うございました｡

��������	
�

次に､ ７番 甲部昭夫君

[７番 (甲部昭夫君) 登壇]

��������
� それでは本会の議会

で２つの項目に関して質問をしたいと思いま

す｡ まず､ ケーブルテレビの関係で質問いた

します｡ 昨年度､ 町が実施されました中能登

町ケーブルテレビネットワーク事業では､ 町

内5,600世帯に ｢音声告知端末｣ を無償で設

置されております｡ これは旧３町時代にそれ

ぞれの町で導入されました ｢防災行政無線機｣

が古くなり､ また放送発信や機器の取り扱い

機能なども様々なことから､ その代用として

今回の ｢音声告知端末｣ を導入された経偉で

あると聞いております｡ ｢音声告知端末｣ の

導入当初は機器の不具合によりいろいろと不

都合も生じましたけれども､ ５月中旬から試

験放送､ そして６月から放送開始をされて､

留守でも録音機能によりあとで再生して放送

内容が聞けることは大変便利になったと喜ん

でおります｡ また､ 告知端末機の機能を活用

して､ 町内無料の��電話についても､ 一時

的に不都合なこともありましたが､ 今は正常

に使用ができ､ 家計を助けてもらっている上

に､ 町民の皆さんからも､ 喜ばれていると思

います｡ 保育園､ 図書館といった公共施設､

及び町内の商店や事業所などには設置されて

いないことから､ せっかく無料で便利になっ

た電話機能が有効に活用されていないのが現

状であります｡ 町での説明では､ 本年度にお

いて､ 町の公共施設や集会所などに設置する

ほか､ 希望されます事業所にも設置する計画

と聞いておりますが､ できるだけ多くの施設

や事業所に設置していただき､ 幅広い利用が

できるようにしてほしいと､ 多くの町民の方々

から要望を聞いております｡ 特に町内の商店

や商工会及び農協などの事業所は生活に密着

した連絡も数多く､ 早期の導入が望まれてい

るところであります｡ 先日の議会､ 全員協議

会では､ 本年度計画されます町の公共施設や

集会施設等への告知端末機は無料扱いで､ 設

置希望されます町内事業所は有料となってい

るとの町執行部からの説明を受けました｡ そ

の時の説明の資料では､ 設置にかかる費用は

標準で１事業当たり15万5,000円程度､ 法人

事業所では条件つきで ｢光ケーブル引込工事

費｣ の一部を町が負担するため､ 11万8,000

円程度かかることになっておりましたが､ ど

ちらにしても､ 多額な費用を必要とすること

になります｡ このため町民の方々が日常利用

されている個人の商店や事業所の音声告知端

末導入についても町として積極的に一部費用

負担を考慮され､ 軽減していただき､ 町民の

利便性向上と町内商工業の振興及び発展につ

なげていただきたいと思いますが､ 町長のお

考えをお聞かせ願いたいと思います｡

��������	
� 杉本町長

��������
� 甲部議員の質問にお

答えをいたします｡ 平成18年度にケーブルテ

レビ事業として､ 町内約5,600の個人世帯に
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｢音声告知端末｣ を町で設置をいたしました｡

本年度は町の公共施設や地区集会所へ設置す

るほか､ 町内の商店や工場など､ 希望する事

業所への設置を計画をいたしております｡

現在使用している旧３町時代に導入した

｢防災行政無線局戸別受信機｣ の事業所への

設置については有償としております｡

先の３月定例会で議決いただきましたケー

ブルテレビ施設に関する条例や規則の制定時

において､ 事業所等について慎重に検討をし

た結果､ ｢音声告知端末｣ の設置については､

基本的に ｢防災行政無線局戸別受信機｣ の取

り扱いと同様､ 事業所は有償扱いといたしま

した｡ しかし､ 法人事業については､ 従業員

数も多いこともあり､ 緊急時の放送周知も必

要なことから､ ケーブルテレビ又はインター

ネットのいずれかに加入される条件で､ 光ケー

ブル引込工事費の２分の１､ 又は36,750円の

いずれか低い額を町で負担することにいたし

ました｡ 甲部議員の質問では法人事業所だけ

ではなく､ 個人商店や事業所などにも ｢音声

告知端末｣ 設置について､ 工事費用の負担の

軽減はできないか､ また､ 設置することでケー

ブルテレビ加入率のアップにつながるのでは

ないかとのことですが､ ｢音声告知端末｣ に

は町内無料電話など事業所の方々にとっても

有利な機能もありますので､ ご理解をいただ

き､ 応分の工事費用の負担をお願いするもの

であります｡

また､ 事業所については､ ケーブルテレビ

やインターネットの利活用など､ 町が整備い

たしました超高速の情報通信網を有効に活用

をしていただき､ 地域の活性化につなげてい

ただきたいと思っております｡ 個人事業所へ

の ｢音声告知端末｣ 設置について､ 援助措置

をとることになりますと､ 国や県などの補助

制度もなく､ 町単独事業となります｡ 財政事

情の非常に厳しい中で､ 全額一般財源での事

業実施となりますので､ 取り扱いには慎重に

検討したいと思っているところであります｡

よろしくご理解いただきますようお願いをい

たします｡

��������	
� 甲部昭夫君

��
�����
� 皆さんもご存知のと

おり､ 先の３月25日に発生しました能登半島

地震には､ 今までにない大規模な災害であり

ました｡ 中能登町もその被害が甚大なものが

ありましたが､ 幸いにも奥能登地域のような

悲惨な被害は免れ安堵したところであります｡

こうした大災害はいつやってくるかは誰もが

予想つきませんが､ その備えは事前に準備で

きるものであります｡ 今回の ｢音声告知端末｣

も日中の商店や工場､ 事業所などで働いてい

る方々やお客さんの方々にも緊急に事情を伝

達する手段として用いられることから､ 町と

しても防災上の観点も考慮していただき､ ま

た､ 商店や事業所での無料電話による双方間

利用により､ 町内商工業の振興策の一因とし

ての役割､ 更には ｢音声告知端末｣ の設置

により､ 町ケーブルテレビへの加入促進にも

つながることから､ 是非とも個人事業所への

設置について町としての援助措置を講じてい

ただきたいと思うのでありますが､ いかがで

しょうか｡ しつこいでしょうがよろしくお願

いいたします｡

��������	
� 杉本町長

��������
� 先程の答弁のとおり､

慎重に検討をさせていただきます｡ 以上です｡

��������	
� 甲部昭夫君

��
�����
� それではどうも有難

うございました｡ この告知端末の事業所設置

におかれましては､ 工事費などの一部軽減措

置を是非検討されて､ いいようにいくように

お願いをしたいと､ 必ずその商店の中からケー

ブルテレビにインターネット､ いわゆるケー

ブルテレビに入っていく方も何人かおいでる

のではないかと想像されますので､ 是非とも

今後､ 町負担であるということも分かります

けれども､ 検討をしていただきたいとそうい

うふうに思っております｡
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次の質問に移りたいと思います｡ 私は次に

全国的に流行をして話題になっております

｢はしか｣ の件でお聞きしたいと思います｡

まず､ ｢はしか｣ の現状として今年４月から

５月にかけ17都道府県の計78校が休校し､ 患

者数は1,264人にあがることが厚生労働省の

集計で報道されております｡ ｢はしか｣ の流

行はピークを迎えつつあるが､ ｢はしか｣ は

地域は広範囲にわたる傾向にあると判断して

いるそうであります｡ そこで石川県や中能登

町の現状はいかがかということで､ 教育長に

お聞きをしたいと思います｡ 答弁をよろしく

お願いいたします｡

��������	
� 池島教育長

��
������
� ただ今甲部議員か

ら ｢はしか｣ の件についてご質問をいただき

ました｡ 関東地方を中心に10代から20代の患

者が大変多くでております｡ 休校措置をとる

大学や高校も出ているということで､ これは

困ったもんだなあというように思っています｡

私達が知りうる最も新しい情報によりますと､

６月８日現在です｡ 石川県で患者数67名､ そ

れから七尾､ 鹿島､ 羽咋郡市をエリアとする

能登中部保健所管内では12名｡ また私達の町

では３名というように聞いております｡ ただ､

私達の町の３名は､ では､ どこの地区なのか､

小学生なのか中学生なのか､ 或いは一般成人

の方なのか､ どこの学校なのか､ そういうよ

うなことについては､ 個人情報の関係もある

ので一切公表はされていないということで､

私達もちょっと分かりません｡ 以上の状況で

す｡

��������	
� 甲部昭夫君

��������
� 続いてお聞きをいた

します｡ この ｢はしか｣ の対応については､

県教育委員会からの指導はなかったものかど

うか､ と同時に ｢はしか｣ のワクチンの接種

を年２回徹底を呼びかけるというような報道

もされておりますが､ この点も含めて教育長

はどのように思っておいでになるか対応をお

聞きしたいと思います｡

��������	
� 池島教育長

��
������
� 追加質問は２つあっ

たのかなと思います｡ ｢はしか｣ の対応につ

いて石川県の教育委員会の方からの指導があっ

たのかということですが､ 教育委員会の方か

らこまめに､ 石川県教育委員会スポーツ健康

課からです｡ ４回にわたっていろいろと指導

或いは調査というものがまいりました｡ その

都度､ 各学校へ周知をしております｡ 更に､

能登中部保健所からも､ 県内における ｢はし

か｣ の発生について３回の通知をいただいて

おります｡ これについても､ 各学校の現場へ

周知をしております｡ なお､ 保護者の皆さん

の方への連絡も､ 各学校を通してきちっとし

ていただいているかなというように思ってい

ます｡

２つ目ですけども､ ワクチンとはどうなの

かなということなんですけども､ 発生の予防

にはワクチン接種しかないということですね｡

ただ､ 過去に予防接種を受けた人でも､ 免疫

力が低下をしてくる､ そういう例もあるとい

うことを聞いております｡ 成人にも再接種が

必要なのかなということです｡ 費用は自己負

担になるわけですが､ ワクチンはどうなのか

なということをある校医さんにお尋ねしまし

たところ､ まだ十分とは言えないんだけれど

もということで､ 定期的にワクチンを接種す

るそういう量については､ 確保しているんだ

けれども､ あと特別に接種をしたいという方

には､ 優先順位､ 必要が高いなと思われる人

から接種をしているというそういう状況を聞

いております｡ 以上です｡

��������	
� 甲部昭夫君

��������
� 私の予定してきた項

目のことの返事が､ 今のこの中に入っていた

ような感じで､ 次言うのもなんですけれども､

もう一つだけ､ ワクチン等の確保というか､

そうしたものの対策というのはいいのになっ

ているのかということだけお聞きして､ 私の
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質問を終わりたいと思いますが､ もしよかっ

たらご返事だけいただければよろしいですが｡

��������	
� 小林保健環境課長

��
���������
� 甲部議員の

ご質問といいますか､ ワクチンの確保という

ことだったと思います｡ 町としては一切考え

ておりません｡ 医療機関の方でそれはしてい

ただけると思っております｡ 以上でございま

す｡

��������	
� 甲部昭夫君

��������
� それでは､ 私の言い

たかったのはこれだけなので､ 今回の質問を

これで終わらせていただきます｡ 有難うござ

いました｡

��������	
� ここで暫時休憩い

たします｡ 次の再開は40分から行います｡

午後２時30分 休憩

午後２時40分 再開

��������	
� 再開いたします｡

小山副町長

[副町長 (小山茂則君) 登壇]

���������
� １つお願いをした

いことがあります｡ 苗山参事兼総務課長は体

調を崩しまして､ 今休憩をとらせていただい

ております｡ 代わりに澤財政担当課長の入室

をお願いをいたします｡

��������	
� ただ今､ 副町長よ

り申し入れがありました｡ 皆さんそれでよろ

しいでしょうか｡

[｢はい｣ の声あり]

��������	
� それでは引き続き

一般質問を行います｡

２番 諏訪良一君

[２番 (諏訪良一君) 登壇]

���� !"�
� ３点について一般質

問を行いたいと思います｡ 最初に改革意識の

醸成についてであります｡ 去る３月議会定例

会における作間議員の一般質問で､ 市町村財

政比較分析表を見ましたか､ に対する答弁者

全員が､ いかにも事前に申し合わせていたか

のごとく､ 異口同音､ 見ましたのみでした｡

このことは､ １つ目には質問内容の重要性を

十分に把握していなかったのではないか､ 今

１つは､ たまたま欠席になりましたけれども､

トップに答えられた苗山参事兼総務課長が模

範答弁でもされたごとく､ 錯覚によるものか

は定かではありませんが､ いずれにしても､

課長及び担当課長にある人ならば､ せめても

見ました｡ 数値はこのように読み取りました｡

当町では今後どうあるべきか等を含めた答弁

があるものと期待しておりましたが､ まこと

に残念でした｡ 改革なくして発展なし､ とは

よく言われているように､ 合併は行財政改革

を成し遂げるための手段にすぎないというこ

とを､ 今一度､ 肝に銘じて課長及び担当課長

にある人から率先して今後対処すべきではな

いかと考えます｡ そこで､ 改革意識の醸成に

ついて､ どのように対処されているのか､ ま

た､ 今後どのようにして行こうとしているの

か､ 等についてお尋ねします｡

��������	
� 杉本町長

����#�$%
� 諏訪議員の改革意識

の醸成について､ 現状と今後の方策について

お答えをいたします｡

職員の意識の改革につきましては､ 常日頃

から職員に申し伝えているところであります｡

その中で､ １つ目は､ 常に問題意識を持つこ

と｡ 早い社会情勢の変化に対し､ 町の職員と

して常に問題意識を持つことが､ 住民ニーズ

に対応し､ サービスの向上につながるものと

思っております｡

２つ目に､ 前例主義にとらわれないこと｡

前例主義に固執しすぎると､ 時代に乗り遅れ

てしまうということであります｡

３つ目に､ 前向きに向上心を持って業務に

あたること｡ 常に前向きで向上心を持つこと

が､ 諸問題を解決して次のステップへつなが

るものと考えております｡

４つ目には､ 創意工夫を持って業務を行う
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ということであります｡ 単に前例にならい､

今まで通りでは進歩がありません｡ 同じ業務

であっても創意工夫を心掛けることが必要で

あると思っております｡ こうしたことを常日

頃から意識することを訓示をし､ 奮起を促し

ているところであります｡

平成の大合併により､ 全国の各自治体は大

きな転換期を乗り越え､ 更なる行財政改革を

推し進めようとしております｡ これからの時

代は地域の独自性を活かしながら､ 地域の力

量と知恵がこれまで以上に問われるところで

あります｡ 中能登町誕生後３年目を迎え､ 私

を初めとして職員一丸となって､ 改革意識を

持ちながら､ 町政の運営にあたってまいりた

いと思っておりますので､ よろしくお願いを

いたします｡

��������	
� 諏訪良一君

��
�����
� おそらく先般の質問

で､ 課長さんの中にはあんな答えではなかっ

たなと考えておいでる方もあろうかと思うん

ですが､ もしあったら聞かせていただきたい

と思います｡

…………………

��������	
� 諏訪良一君

��
�����
� 今ここで答えにくい

かと思いますが､ もし､ ありましたら､ また

後で聞かせていただければと思います｡ 今ほ

どの町長の言葉にもありましたように､ 町長

は４月の１日に職員１人１人に町長の訓示と

いうのをされておいでます｡ その中の１つと

しては､ やはり問題意識を持つこと｡ 問題意

識がなかったらですね､ 改革意識の醸成なん

てあり得ないと思います｡ それから前例主義､

今に至っても前の町ではこうでありましたと

いうようなことが職員の中で言われる人もい

るそうですが､ 古きを訪ねて新しきを知ると

いうような格言があるように､ 古いものは必

ずダメということではないんですが､ いつま

でも古いことに固執していたんでは前進がな

いのではなかろうかと､ かように思います｡

町長も職員１人１人の奮闘ということを強く

言っておられます｡ それから議会内にも､ 行

財政改革特別委員会を立ち上げました｡ これ

から皆さん方と､ 否応なしに検討・議論がな

されていくものと思いますのでよろしくお願

いします｡

次に､ ケーブルテレビ事業の適正な運営に

ついてであります｡ 申すまでもなく､ 合併後

の初めての一大事業でもあり､ また他方､ 町

民の方々の大きな期待を担って､ スタートし

た事業でもあろうと思います｡ これまで行政

がなし得なかった､ 町内全域の情報サービス

を的確に､ しかも迅速に提供することにより､

町民の方々から重宝がられるとともに､ 重宝

というのは重い宝です｡ とともに､ ひいては

町活性化への一助となるよう､ ケーブルテレ

ビ事業がもつ機能をいかんなく発揮し､ 所期

の目的が達成されるよう取り組んでほしいも

のと思います｡ そこで､ 加入状況と未加入者

への加入促進について､ 機能発揮に向けての

対応策について､ 災害時における緊急情報サー

ビス等についてお尋ねします｡

��������	
� 杉本町長

��������
� 加入状況と未可入者

の加入促進について､ １番目からお答えをい

たします｡ 中能登町ケーブルテレビの加入状

況は､ ６月11日現在で1,060件の加入申し込

みがあり､ 昨年度に音声告知端末を設置しま

した約5,600世帯を対象としますと､ 約18.9％

の加入率となっております｡

現在327件の方々がテレビへの接続工事も

終え､ 放送サービスを受けております｡ また､

インターネットサービスにも55件の加入があ

ります｡

町では未加入者への加入促進を図るために､

条例や規則で加入促進期間を設けております｡

本年９年までに加入申し込みをされ､ 11月ま

でに設備工事を終えて放送サービスの提供を

受けられる方には､ 加入金の31,500円を減免

するものです｡ 数多くの町民の方々に加入を
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していただきますように､ 広報等で��をし､

加入促進に努力をしているところであります｡

また､ 自主放送番組の ｢なかのとチャンネ

ル｣ での議会中継やイベント紹介など､ 町民

に密着した放送の充実を図ることも重要であ

ると考えております｡

なお､ 加入促進期間中には､ 地域に出向い

ての加入申し込みの会などを開催をし､ 積極

的に加入促進を図りたいと思っております｡

次に､ ２番目の機能発揮の方策について､

お答えをいたします｡ 中能登町ケーブルテレ

ビは､ 町内の地上波の難視聴地域の解消やイ

ンターネットによる高速通信サービスの提供

など､ 地域情報格差の改善と行政情報やコミュ

ニティ番組による自主放送の提供により､ 町

民の情報交流の促進を図る目的で導入した事

業であります｡

特に ｢なかのとチャンネル｣ は､ 議会中継

や事業開催のお知らせなど､ 映像や文字放送

により､ いち早く町民の方々へ町の情報をお

知らせすることができ､ 今までのような広報

誌やチラシ､ 及び防災行政無線とは違ったテ

レビという伝達方法が大いに期待できるもの

であります｡ このため､ 数多くの町民の方々

に加入していただくことで､ 広く町民への情

報提供や交流が可能となり､ しいては､ 町全

体の融和にもつながるものと思っております｡

また､ 番組提供を受けております､ 金沢ケー

ブルテレビネットの加入網を活用して､ 他の

市町のケーブルテレビ局加入者への中能登町

の��も可能でありますので､ 自主番組の充

実をさせ､ 広く町の��に努めてまいりたい

と思っております｡

３つ目の災害時における緊急情報サービス

についてお答えをいたします｡ 今年３月発生

の能登半島地震や豪雨､ 豪雪などの災害の際

には､ 町の放送センターで一般放送から災害

緊急放送に切り替えることにより､ 町内の被

災状況､ ゴミの廃棄方法や避難場所の確認な

ど､ 災害対策本部からの詳しい災害対策内容

などを ｢なかのとチャンネル｣ の自主放送で

文字放送により的確に放送をし､ 町民の皆さ

んの不安解消や情報提供などの協力を促すこ

とができます｡

また､ 七尾鹿島広域圏消防本部が情報発信

をいたします､ 中能登町内での火災情報など

を ｢なかのとチャンネル｣ で提供できるよう

に広域圏と今協議中でもございます｡ 以上で

ございます｡

��������	
� 諏訪良一君

��
�����
� 災害時の生中継につ

いて､ 先般､ 金沢市と金沢ケーブルテレビネッ

トが協定を締結されたということを新聞で見

たわけですが､ こんなことの必要性うんぬん

については､ どのようにお考えでしょうか｡

お尋ねします｡

��������	
� 小山副町長

���������
� ただ今､ ご指摘の

点につきましては､ 今後の方策等を決めてい

く段階で､ そういうご指摘があった点につい

ては協議をさせていただいて､ 今後その対応

をとらせていただきたい､ このように思いま

す｡ よろしくお願いをいたします｡

��������	
� 諏訪良一君

��
�����
� 最も必要とするとこ

ろは､ やはり災害時の情報を早く的確に知ら

せることではなかろうかと､ このように思い

ます｡ 今後良く検討していただきたいものと

思います｡ 今後の加入率向上ということにな

りますと､ スタッフの双肩にかかっているの

ではなかろうかと､ ということは ｢なかのと

チャンネル｣ の充実です｡ 民間のテレビが多

チャンネル見られることだけが､ ケーブルテ

レビ事業ではないということをお願いしたい

と思います｡

次にですね､ 町の花 ｢石動山ユリ｣ がよう

やく決まりました｡ そこで､ 町の花 ｢石動山

ユリ｣ の保護対策について､ お聞きしたいと

思います｡ 町のシンボルとして ｢石動山ユリ｣

が選ばれました｡ 石動山に自生してこそ高貴
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で威厳のある花､ といえるところですが､ 最

近は自然を愛する豊かな心がいつしかオーバー

ランしまして､ ��すればするほど乱獲へと

走り､ いつかその姿が少くなりつつある､ 現

在このようにあるようです｡ 町のシンボルに

決定するや否や絶滅するのではないかとの懸

念すら持たれています｡ 自然環境が大きく異

なる平坦地において､ 簡単に栽培できるよう

な植物ではないのです｡ そこで､ 石動山にお

ける自生状況について､ 今後､ 町としてはど

のように保護をされていこうとしているのか､

等についてお尋ねします｡

��������	
� 表農林課長

��
������
� お答えいたします｡

石動山ユリの植生の現状についてでございま

す｡ 石動山の区長さんからお聞きをいたしま

したので､ それらをまず紹介をさせていただ

きますが､ 今では群生しているところがなく

なった｡ それでも山の中には１本､ ２本､ ポ

ツンポツンと自然のものが見られるというこ

とでございます｡ そうした中でも御廟山の方

には数本自生をしているということです｡

現在では､ 区長さんの家では､ 小さいもの

も含めて30数本､ それから三蔵坊の方で大き

なものが20数本､ 前の区長さんのところで数

本栽培されている状況です｡ 大宮坊の法面に

は50数本､ 大宮坊の庭園には大きなものが数

本見られます｡

石動山ユリは､ 山百合の一種であると言わ

れておりますが､ 新潟県や山梨県､ それから

東北地方､ 東北自動車道をずっと北上します

と､ ご存知のようにずっと広範囲に見られま

す山百合｡ 一見､ 同じに見えますけれども､

石動山の人たちや愛好家の方に言わせますと､

微妙に違っていると言うそうでございます｡

保護対策につきましては､ 石動山ユリは石

動山にしか育たないということを聞いたこと

がございます｡ 一昔前の石動山の民家には､

どこの家にも５本や10本というふうに咲いて

いたそうでございますが､ その種が落ちて､

現在では薮のようになっている状況であって

も､ 明るく､ きれいに刈り込んでやれば芽が

出てくる､ そういう可能性があるとお聞きを

しました｡ 昨年まで咲いていたものが､ 今年

突然芽が出ない､ それらも珍しくないそうで

ございますし､ 環境の変化によりまして､ 休

眠したと考えられる｡ またその他､ 逆もある

そうで､ 突然出てくるというのもあるそうで

す｡

平成７年度に､ 当時の県立七尾農業高校の

生物科学部に依頼をしまして､ バイオ技術で

毎年300球､ 300本を増殖してもらいまして､

それを石動山内の畑で１年間育てて､ 慣らし

た後に大宮坊の庭園とか､ 大宮坊の敷地内に

移植することを７年間続けました｡ しかし､

大宮坊の敷地内には何年たっても花で一杯に

はならないわけでありまして､ 原因は野ねず

みによる食害のほか､ 先程言いました自然環

境の変化による休眠､ それからまた稀に心無

い人による盗掘がありまして､ 加えて､ 毎年

成長する確率の低い､ どちらかというと難し

い花ではないかと思います｡ 大変希少価値の

高い花でございますが､ 町の花に決まりまし

たので､ 保存もさることながら､ 更に普及・

拡大といったようなものも視野に入れて､ 取

り組んでいきたいと思います｡ 町長からはハ

ウス村での増殖といったようなものもやって

みなさいという指示を受けておりますので､

積極的に取り組んでいきたいと思います｡ 以

上です｡

��������	
� 諏訪良一君

��������
� 石動山ユリというも

のは､ やはり標高がかなり問題になるような

花であります｡ ですから､ ハウス村あたりで､

ハウスの中でというような､ そんな単純なも

のではないと思います｡ 本来ならば､ 町の花

ということであれば､ 町内各家庭に軒先に何

本か咲いているというのが本筋だと思うんで

すが､ あえて､ 石動山ユリを選ばれたという

ことになると､ やはり選んだ経緯あたりを相
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当慎重に検討されて､ 石動山に行くとユリの

群生が見られるというようなところまで､ 保

護対策をのばしていただきたい｡ こういうこ

とをお願いしまして質問を終わりたいと思い

ます｡

��������	
� 以上で本日の一般

質問を終わります｡

�
 �

��������	
� 本日の日程は終了

いたしました｡

明日15日午前10時から本会議を開き､ 一般

質問を続行します｡

本日はこれをもって散会いたします｡

ご苦労さまでした｡

午後３時10分 散会
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１番 笹 川 広 美 議員 11番 上 見 健 一 議員

２番 諏 訪 良 一 議員 12番 宮 本 空 伸 議員

３番 堀 江 健 爾 議員 13番 若 狭 明 彦 議員

４番 宮 下 為 幸 議員 14番 岩 井 礼 二 議員

５番 平 岡 志 朗 議員 15番 西 村 秀 博 議員

６番 亀 野 冨二夫 議員 16番 坂 井 幸 雄 議員

７番 甲 部 昭 夫 議員 17番 小 坂 博 康 議員

８番 藤 本 一 義 議員 18番 田 中 治 夫 議員

９番 古 玉 栄 治 議員 19番 作 間 七 郎 議員

10番 武 田 純 一 議員 20番 杉 本 平 治 議員

���
�������

町 長 杉 本 栄 蔵 農 林 課 長 表 辰 祐

副 町 長 小 山 茂 則 商工観光課長 坂 井 信 男

教 育 長 池 島 憲 雄 上下水道課長 松 栄 哲 夫

参事兼総務課長 苗 山 雅 幸 福 祉 課 長 岡 野 昇

参事兼監理課長 藤 井 博 昭 保健環境課長 小 林 玉 樹

参事兼住民課長 林 富士雄 会 計 課 長 小 山 三 雄

企 画 課 長 大 村 義 一 教育文化課長 後 藤 和 雄

税 務 課 長 永 源 勝 生涯学習課長 吉 田 外喜夫

土木建設課長 澤 賢 造
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事 務 局 長 服 部 顕 了 書 記 山 本 正 広

�

�������

平成19年６月15日 午前10時開議

日程第１ 一般質問
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午前10時00分 開議

�� �

������	
�� おはようございます｡

ただいまの出席議員は､ 20名です｡

議員定数の半数に達しております｡

これより､ 本日の会議を開きます｡

�
���

������	
�� 日程第１ 一般質問

これより､ 昨日に引き続いて一般質問を行

います｡

あらかじめ申し上げておきます｡ 一般質問

についての各議員の発言時間は､ １時間です

ので､ 守っていただくようお願いいたします｡

執行部におかれましても的確な答弁をお願い

いたします｡

それでは､ 通告順に質問を許します｡

10番 武田純一君

[10番 (武田純一君) 登壇]

��������
�� 私は今回､ 能登半島

地震に関してと５月９日発令されました光化

学スモッグについて質問をさせていただきま

す｡ ３月25日９時42分頃､ 私はトイレの中で

今までに経験のしたことのない地震を体感い

たしました｡ 家も音をたてて振動をしており

ました｡ 直ちに屋外に出て家屋・ブロック塀

を見渡しましたが､ 白壁の剥離､ 引戸の開き､

戸棚等の落下等で思ったより被害が少なく､

ホッとしました｡ 電気・テレビ・電話は全て

不通で､ ラジオで地震の発生を知り､ 道路・

ため池等の現地調査をしたかったのですが､

余震が続いており､ 走行も困難なため､ しば

らくそのままにおりました｡ 10時30分頃にな

りまして､ 山田の方にありますレンコン池の

低木の亀裂等の損害､ 県道良川・磯辺線の道

路状況､ 山の中にあります新池の堤防を見回

り､ 池は２つとも被害はございませんでした｡

道路は落石が５箇所程度あるので､ 区長に報

告をし､ 湯ノ谷池は倒木等の処理が分からず､

区長に現地確認を依頼しました｡ 今回の地震

は石川県では過去最大の地震で､ 速報はマグ

ニチュード7.1でありました｡ 途中でマグニ

チュード6.9の確定となっております｡ 震源

は輪島市の南西約30キロの能登半島沖で震源

の深さは約11キロ､ 国土地理院は���の解

析から長さ21㎞､ 幅14㎞の範囲は1.4�のず

れと推定､ 断層の両端は深さ約１キロとごく

浅いところであり､ 直下型地震で発生区域は

海域でありました｡ この断層は全く未知の断

層で､ 地震発生の想定外の場所でありました｡

これは石川県の方のことです｡

さて､ 平成18年12月に作成されました ｢中

能登町地域防災計画の地震対策編｣ について

お尋ねをいたします｡

平成17年３月10日､ 新聞で邑知潟断層帯は

マグニチュード7.6､ 確率２％､ 中越地震の

ような斜面崩壊の起きる可能性があると報じ

られておりました｡ 邑知潟断層帯は東側は七

尾市からかほく市までの長さ44㎞､ 西側に眉

丈山第一､ 第二活断層があります｡

ところで､ 平成17年､ 国による当町の水白､

羽咋市の本郷地内でのトレンチ調査公表まで

は､ 東側は石動山活断層､ 長さ16キロと言わ

れておりました｡ 私は石川県が実施しました

森本・富樫活断層のトレンチ調査を知り､ 谷

本石川県知事に県下で一番長い活断層は､ 石

動山活断層で､ 長さ16キロあり､ 鹿島町史を

繙くと750年まで遡ることができます｡ その

間､ 鹿島町を震源とする地震は発生をしてお

りません｡ 活断層の活動周期は千年とも言わ

れております｡ 是非､ 石動山の活断層のトレ

ンチ調査を懇願してまいりました｡

先にも触れましたように､ 平成17年３月に

国によるトレンチ調査結果が発表され､ 最近

２回の活動変位は1.9～2.2�､ 逆断層と報告

されております｡ 先程申しましたように､ 能

登半島地震は､ ずれは1.4�です｡ 1.9～2.2と

いうふうに報告をされております｡ また､ 眉

丈山第一､ 第二活断層のトレンチ調査は羽咋
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市内で調査､ 結果､ 正確な活断層との認定は

されませんでした｡

本題に入ります｡ この対策編に邑知潟活断

層の記載されているのは､ 僅か19行でござい

ます｡ 町民の方々がこの19行で邑知潟活断層

を理解できるでしょうか｡ 中越地震の際､ 褶

曲構造が報じられておりました｡ 斜面崩壊が

各地で発生しておりました｡ 鹿島町史資料編

の上巻に鹿島町の褶曲構造について記載をさ

れております｡

また､ 眉丈山第一､ 第二活断層も周知の事

実でございます｡ 記載漏れではないでしょう

か｡ 更に地形の概説について当町の総合計画

の検討の際にも具申いたしましたが､ 東側は

石動山､ 西側が眉丈山をそれぞれ中心とする

丘陵地が１地､ と記載されております｡ 眉丈

山は､ 200�たらずのまさに丘でございます｡

石動山は565�､ そして400�を超える山並み

が続いております｡ これは丘陵地ではなく､

急峻な山並みであります｡ 表現の再検討をお

願いしたいと思います｡ 再度申し上げます｡

総合計画の際に具申をしております｡ それが

またぞろ､ 防災対策編､ この中に出てくると､

単なる業者の表現､ それをそのままに記載さ

れている｡ そういう方に理解をするより仕方

がないのかなと思います｡

次に､ 緊急地震速報の導入についてお尋ね

をいたします｡ 能登半島地震で羽咋市にある

気象庁の観測点で､ �波を９時42分に検知､

電算処理し､ 自動的に3.6秒後に第一報の予

想震度を出しました｡ 震源の深さは10㎞､ マ

グニチュード７､ 石川県能登では推定震度５

弱以上でした｡ しかしながら､ この情報は届

かなかったと報じられております｡ 残念なが

ら､ 当町では緊急地震速報を念頭に置いてい

なかったのではないでしょうか｡ 何人かの方

にお尋ねしたんですけども､ この用語さえ知

らない方がいらっしゃいました｡ 地震に対す

る対応の甘さではないのでしょうか｡ 導入の

検討をお願いしたいと思います｡

ライフラインの確保についてお尋ねをいた

します｡ ３月26日の地震被害説明会の席上で

も発言しておりますが､ 旧鹿島町当時､ 能登

半島沖地震が発生し､ その他山の石の活用と

して水道管・下水道管の耐震の向上を要請し

ております｡ 旧の鹿島町では下水道管布設の

際に更新工事を行い､ 下水道管の接続部分の

強化がされてきました｡ 今回の地震を教訓と

して中能登町としても石綿管の更新工事の進

捗状況の報告とスピードアップを図っていた

だきたいと思います｡

��������	
 苗山参事兼総務課長

[参事兼総務課長 (苗山雅幸君) 登壇]

���
���������	
 今程の武

田議員のご質問にお答えをしたいと思います

が､ 地域防災計画の見直しについてというこ

でございます｡ 確かに我々といたしましても､

記述漏れがあったと思っております｡ 今後県

の地域防災計画の見直しに合わせて､ 町の防

災計画の見直しを図っていきたいなと､ その

ように考えております｡

今回､ ご質問をいただきました邑知潟断層

褶曲構造につきましても､ その際の修正事項

というふうにさせていただきたいとそのよう

に思っております｡

それから､ 緊急地震速報の導入についてで

ございますが､ これも２､ ３日前ですか､ 新

聞等にもこういう名前を知っているかという

ことで､ 33％の方しか知らないというような

ことが出ておりました｡ 現在､ 気象庁におき

まして､ 希望する機関のみで試験運用中のシ

ステムでございますが､ 地震による被害の軽

減に有効か否か｡ 試験運用の結果を見据え､

そのメリットとデメリットについて十分把握

した上で､ その導入について検討をしていき

たいとそのように考えております｡ 導入によ

るメリットということになりますと､ 大きな

揺れが到達する前に防災無線等にて町民に知

らせることができるというようなこともござ

いますし､ テーブルの下に隠れるなど､ 身の
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安全を確保することが出来ますが､ デメリッ

トにつきましても､ 速報について町民に周知

されていない場合､ パニックを起こす可能性

もありますし､ 直下型地震の場合には効果が

期待できないのではないかというふうに言わ

れておりますので､ その辺を良く把握した上

で導入について検討をしたいとそのように考

えております｡ 以上です｡

��������	
 松栄上下水道課長

[上下水道課長 (松栄哲夫君) 登壇]

���
��������	
 能登半島地

震のライフラインの確保についてということ

で､ 石綿管のセメント更新工事の進捗状況報

告とスピードアップを図られたいとの質問で

ありますが､ 石綿セメント管更新事業は､ 順

次実施をしており､ 本年度で全ての更新を完

了する予定であります｡ 以上であります｡

��������	
 武田純一君

���������	
 今､ 総務課長の答弁

の中に､ 褶曲構造､ これに関して答弁もあり

ました｡ 私は中能登町になって､ このことに

触れたのはこれで２回目です｡ 鹿島町史の資

料編の上巻にも出ているということを申し上

げております｡ 旧の鹿島町が金をかけて､ 資

料５巻を発行しております｡ 私は中能登町が

誕生しまして､ 一番最初に購入したのは､ 鳥

屋町史と鹿西町史でございます｡ いずれも１

冊ずつです｡ それも本を開いてみますと､ 中

に虫の糞というんですか､ それが入って埃だ

らけの虫の糞が入っているのが現実でござい

ます｡ これは今議会事務局長がいらっしゃい

ますから､ 議会事務局長はそれを見ていらっ

しゃいます｡ それが現実でございます｡ もう

１回もどります｡ 褶曲構造に関しては､ これ

で２回目です｡ 中越地震､ その時の新聞記事

も思い出していただきたいと思います｡ 能登

で斜面崩壊もということで､ 平成17年３月１

日の金沢大学院自然科学研究課の古本教授の

談話があります｡ その中で特に､ 中越地震の

ような斜面崩壊が能登半島のあちこちに起き

る可能性があるというふうに談話が出ており

ます｡ もし中越地震のように摺曲構造帯の方

で地震が発生しましたらどうなるでしょうか｡

思い出して下さい｡ 人工のダムができており

ました｡ 水はけをしております｡ これは石川

県に言うより先に町の方でその当時の資料､

せっかくいい資料が鹿島町の町史にございま

す｡ それを繙いて県の方､ 大学教授ともう一

度更に､ 検討を重ねていっていただきたいと

思います｡

それから､ 今もう１点､ 地震の方の緊急地

震速報についてでございますけども､ これは

今年の９月から本格運用になります｡ 猶予期

間がございました｡ 今から検討するというの

では､ これは遅きに失したのではないでしょ

うか｡ それともう一つ､ 先程申しました地形

の概説です｡ 何故に､ 町の総合計画の時に具

申をしております｡ そこに企画課長がいらっ

しゃいますから､ 企画課長にそのことは申し

上げております｡ 今回も全く同じ文言｡ 中能

登の地形､ これを十分知っていて容認された

のか､ ただコンサルタントの書いた文､ それ

をそのまま素直に文に書かれたのか｡ その辺

をお答え願いたいと思います｡

��������	
 苗山参事兼総務課長

[参事兼総務課長 (苗山雅幸君) 登壇]

��������� !"#	
 その地形

につきましては､ そのまま書いたということ

でございますので､ 今後直したいとそのよう

に思います｡ よろしくお願いいたします｡

��������	
 武田純一君

���������	
 地形の概説に関して

は､ コンサルタントの書かれた文言をそのま

ま書いたということでございますので､ 今後

は改められるということですので､ それはそ

れで結構でございます｡ 先程申しましたよう

に､ 県の指示､ 県の計画に乗っとるだけでは

これは大変心もとないんじゃないかなと｡ で

きるだけ中能登町としても資料を集められま

して､ 万全な資料にしていただきたいなと思
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います｡ 本当に邑知潟断層帯のことは､ 僅か

本当に19行です｡ 読んだ方に関してはこれで

説明ができないんじゃないかなと､ 私はたま

たまそのトレンチの方の資料も取り寄せまし

たし､ 両方ともです｡ それで少しは理解でき

るんですけども､ 是非､ 資料を集められまし

て､ この次検討をされるとおっしゃって､ 昨

日の答弁の中でも､ 杉本さんの答弁の中でも

再検討したいと言っていらっしゃいますので､

この次の再検討された結果はこのようなこと

のないようによろしくお願いをいたしたいと

思います｡

次に光化学スモッグについてお尋ねをいた

します｡ ５月９日防災無線で光化学スモッグ

予報が発令され､ 屋外にできるだけ出ないよ

うとのことでした｡ 翌日の新聞報道によれば､

石川県が12時に光化学オキシダント予報を12

時15分頃に一斉に送信しましたが､ 実際に町

民に予報を知らせたのは１時間40分後であっ

たと報じられております｡ 私はこの放送を聞

き､ 連休明けでもあり､ 志賀町の���発電

が起因ではなかろうかと感じましたが､ 当時

の���の発電の観測データがあれば報告を

お願いしたいと思います｡

その後､ 新聞報道によれば､ ８日前後の日

本列島各地で観測された光化学スモッグは､

中国東南から流れ出すオゾンが西風に乗って

広範囲に広まったと新聞紙上で結果が報じら

れておりました｡ 県の指導によれば､ 前回の

発令は平成16年６月５日11時30分七尾地区に

発令､ 16時30分に解除｡ その前は平成14年５

月22日13時30分七尾地区に発令､ 16時30分に

解除｡ 今回は12時発令､ 18時解除でありまし

た｡ 今回の発令は鳥屋の観測局が0.125��

�､ 鹿島観測局0.124���であります｡ 国

の基準によれば0.12���で光化学オキシダ

ント注意報が発令されることに決められてお

ります｡ 国の大気汚染防止法第23条１項､ 緊

急発令基準0.12���であります｡ 今回の措

置予報です｡ これで良かったのでしょうか｡

ご所見を賜りたいと思います｡ また､ この発

令に伴う緊急時の燃料または電力の通常使用

量を削減できる協力企業があればお答えを願

いたいと思います｡ 更に､ 先の全員協議会質

疑等でお尋ねいたしました平成18年度一般会

計補正予算､ 第４款衛生費､ 第３項環境衛生

費委託料､ 環境汚染測定調査費62万7,000円

の減額についてでございますが､ 今後は問題

が発生するか､ またはその恐れがある時に調

査するとの答弁でありました｡ 中能登町生活

環境の確保に関する条例第126号17条公害の

防止に関する協定の締結､ この締結をしてい

る企業があればお答えを願いたいと思います｡

��������	
 小林保健環境課長

[保健環境課長 (小林玉樹君) 登壇]

���
��������	
 武田議員の

光化学スモッグ予報についてということで､

その中にいくつか質問がございました｡ まず

１つ目ですけれども､ ５月９日の時の���

の観測データがあれば報告してくれというこ

とですが､ 手元にございますので一応申し上

げます｡ 大気中のオゾンの項目でよろしいか

と思うんですが､ 夜中１時から､ ９日ですか

ら８日から９日に変わる時点の夜の１時から

夜朝にかけてですね､ ５時頃まで､ 大体これ

が最大値でございます｡ 0.099���でござ

います｡ それ以降､ 午前６時以降､ 真夜中に

至るまで0.087���で継続しております｡

以上でございます｡ 他にいろいろ項目ござい

ますけども､ それを読みあげますとかなりい

ろんな項目ございますので､ また､ では後程､

資料の方を提出いたします｡ ４つ確かござい

ましたので､ 次にオキシダント濃度と発令基

準の差ということをおっしゃいましたけども､

県の方確認しましたところ､ 法令ではご指摘

の通り定められているところであり､ 当日の

測定値はあきらかに基準値の0.12���を超

えていたが､ 注意報を発令する基準としては､

基準値を超え､ なおかつこの状態が継続する

恐れが高い場合であり､ 県の判断では基準値
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は超えていたが､ 継続性は低いと判断したた

めに､ 予報にとどめたとのことであります｡

町では県からの情報によりまして､ そのまま

予報ということで､ 防災無線で全町に周知い

たしました｡

それから､ 次に発令に伴う協力企業の数と

言われましたが､ 県内全域で､ 一応､ 今のと

ころ103箇所ございます｡ それで七尾鹿島管

内では10箇所でございます｡ ですが､ 全て七

尾市にございまして､ 中能登町はございませ

ん｡

最後のご質問だったと思います｡ 生活環境

の確保に関する条例､ 17条の協定締結企業が

あればということで､ これにつきましては現

在13件ございます｡ 以上でございます｡

��������	
 武田純一君

���
�����	
 ���の方は当日最

大で0.089���ということで､ 完全にクリ

アしているので､ 安堵している次第でござい

ます｡ それから予報と注意報に関しまして､

県の判断は継続する時間が短いとの判断でな

かったかなと､ そういう方向だったと思いま

す｡ 12時に発令されまして､ 解除されました

のは18時です｡ ６時間です｡ そのことを重く

受け止めていただきたいと思います｡ それか

ら､ そういう予報があった時に､ 電力の使用､

それから燃料の消費を少なくするという､ 協

力企業が中能登町にはないという報告でござ

いました｡ 中能登町では今回が初めての発令

でなかったかなと｡ 県の指導によりますと､

今まで２遍発生しておりますのは､ いずれも

七尾市でございます｡ 七尾の方にはあるとい

う話でございますので､ 中能登の方でもでき

るだけ協力する企業の方を増やしていってい

ただく努力をお願いをしたいと思います｡ そ

れから､ 私はその当時の防災無線の文言を忘

れたんですけども､ 先程のは予報だったから

それでもいいのかもしれませんが､ 光化学ス

モッグ注意報の発令されたな､ ということで､

屋外での激しい運動は避けましょう｡ 目がチ

カチカしたり､ 喉が痛くなった時は､ 洗顔し

たりうがいをしたりして､ しばらく安静にし

ましょう｡ 洗顔をしても症状が良くならない

時は､ 呼吸困難､ 手足のしびれなどの症状が

ある時は､ すぐに医者の診断を受けましょう｡

こういう､ あの時に町民の方に対し��され

たのかどうか､ 私は記憶に定かでございませ

んので､ もしお分かりになりましたら､ お答

え願いたいと思います｡

��������	
 小林保健環境課長

������������	
 今､ 手元の

方に当日放送しました原稿がございますので､

そちらを申し上げます｡ 議員のおっしゃった

注意報を聞かれたとおっしゃいましたけども､

文面です｡ ｢こちらは中能登町役場です｡ 先

程午前○○時 (何時かが入ります 例えば12

時) に光化学スモッグ予報が発令されました｡

解除されるまで､ できるだけ屋外に出ないよ

うにしましょう｡ また､ できるだけ､ 自動車

の運行は控えて下さい｡ 中能登町役場から光

化学スモッグ予報発令のお知らせでした｡｣

これが流れたと思っております｡ それで､ 解

除の時には同じようにして何時何分に解除い

たしましたという発令をしております｡ 以上

でございます｡

��������	
 武田純一君

���
�����	
 予報発令時の注意事

項というふうなので､ 県の資料がございます｡

屋外での過激な運動や作業を避けること｡ 目

や喉などの刺激を感じた人は､ 洗顔・うがい

を行うとともに､ 最寄りの保健福祉センター

または､ 市・町に連絡すること｡ 不用・不急

の自動車の運行をなるべく差し控えること｡

屋外での燃焼行為をなるべく注意すること｡

煤煙にかかる緊急時協力企業は､ 煤煙の排出

量の削減について協力すると共に､ 今後の注

意報の発令に備えて､ 燃料または電力の通常

使用量を20％以上削減できるよう､ 準備体制

をとること｡ 揮発性・有機化合物にかかる緊

急時協力工場は､ 今後の注意報の発令に備え

― 61 ―



て､ 揮発性・有機化合物の排出量または飛散

の量の減少､ その他必要な措置をとるための

準備体制をとること｡ その他の工場及び事業

所は､ 不用・不急の燃焼を自粛するとともに､

燃焼方法を改善する場合､ 煤煙の排出量の削

減について協力すること｡ そのことをテレビ・

ラジオ等で放送することになっております｡

中能登町は今回が初めてでございます｡ これ

を教訓とされまして､ 協力企業の方､ それか

ら今後は､ ２つの方法でできると思います｡

その際に目がチカチカしたり､ そういう注意

事項も是非町民に分かりやすく説明をするこ

とを要望いたしまして､ 私の一般質問を終わ

ります｡ どうも有難うございました｡

��������	
 次に､ ５番 平岡志

朗君

[５番 (平岡志朗君) 登壇]

����
���	
 ただ今より選挙公報

の郵送についての一般質問をいたします｡ 試

行錯誤していろいろやってみる､ 変えてみる

ことはいいことだと思うんです｡ ですが何故､

金のかかる郵送になったかと町民の人に聞か

れます｡ 一般の町民の方にも知っていただく

ために質問したいと思います｡ これ､ 金額､

また国にあたるお金､ また今郵送の場合宛名

を書くためのお金､ 封筒代､ 封筒を入れる費

用､ 郵送に対する費用､ 費用対効果の点から

変更の理由､ そこから得た教訓､ それを踏ま

えてこれからどのような体制をするのか､ お

尋ねいたします｡

��������	
 苗山参事兼総務課長

�������������	
 私は選挙

管理委員会の書記長という立場から､ この選

挙公報のことについて答えさせていただきた

いと思います｡ 選挙公報につきましては､ 公

職選挙法の第170条に､ 市町村の選挙管理委

員会は選挙期日前､ ２日までに配布するもの

とする､ と規定をされております｡ 従来は各

地区の区長さんにお願いをいたしまして､ 全

世帯に配布をいたしておりました｡ 各地区に

おいて配達日にばらつきがあること､ また１

部配布されなかったのではないかとの声もご

ざいました｡ そこで４月に行われました､ 石

川県議会議員選挙におきまして､ 初めて選挙

公報の郵送を試してみたところ､ 届かなかっ

たとの報告は受けておらず､ 期日までに全戸

に配布されていると思われます｡ 選挙公報の

配布におきまして､ 一番大切なことは､ 確実

に各世帯に期日までに配られることでありま

す｡ また､ 経費につきましても､ 若干削減す

ることができましたので､ 総合的に判断いた

しますと､ 今回の選挙公報の郵送は､ 結果的

に良かったのではないかと考えております｡

今後も迅速で効率的な対応を検討してまいり

ますので､ ご理解の程よろしくお願いをいた

します｡ なお､ １部27円で配布をさせていた

だきました｡ 以上です｡

��������	
 平岡志朗君

����
���	
 郵送ということにな

りますと､ 60円とか80円とかいうふうに町民

の人は思っておられると思うんです｡ それが

今､ 27円､ それプラス､ 宛名書きの費用､ 封

筒代､ 封筒に入れる作業､ その点を含めても

50円以下でこれは区に､ 前までは一部50円で

きています｡ 50円以下に収められたというこ

とで､ 経費的に削減できたのはいいのですけ

ども､ これは封筒とかそのへんは､ 中能登に

頼まれるかしれませんが､ そのような宅配業

者は中能登ではないし､ 区に50円入るといっ

ても､ これは丸々区の予算にもなるかなと､

その辺どちらがいいか､ また､ 真摯に考えて

また頑張って下さい｡

それではスポーツ関係の４つの質問をいた

します｡ スポーツのあり方､ ジュニアの育成､

またトップレベル､ これは協会等で頑張って

いただくこと､ もう１つは一番人数も大きい

ライフサイクルとして健康維持のための生涯

スポーツ､ こういう３つの立場からスポーツ

を見ることができると思うんです｡ 私として

は３番目のこれが置き去りにされているかな
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と思うんですけど､ そのへんの当局の認識を

お尋ねいたします｡

２つ目､ ここに生涯学習だよりがあります｡

年々バージョンアップされて､ 非常に文化と

される教室､ 講座､ よく書いてあります｡ 今

年から始めるかなと思いますけど､ ジュニア

のスポーツも書いてあります｡ できることな

らここに､ 協会とか同好会､ 運動していると

ころはね､ いつ幾日している､ 会費がいくら

とか､ 場所など､ そういう募集とか案内が書

いていただけないものか､ ということが２番

目です｡ ３番目は協会だけで､ 町民スポーツ

大会をやっております｡ これは僕もバドミン

トンで参加させていただいたんですけど､ ご

く一部の限られた､ マニアックまでいかない

んですけど､ それから見れば､ 前､ 僕らは鹿

島でしていたんですけど､ 集落対抗､ できた

ら年間の特選参加を競うような形にすれば､

盛り上がりが非常に大きいと思うんです｡ そ

のような考えはできないかということ｡ 最後

の４つ目ですけど､ 体育祭について､ 今まで

体力測定､ グランドゴルフ等の個人参加の競

技よりも､ スポーツ大会にも言ったのですが､

集落対抗の全町民の行事とすれば､ 区や町の

融和､ 絆として必要かつ効果的に思いますが､

いかがでしょうか｡ そして町民大会の集落が

多ければ､ ブロックに分けるとか､ また予選

を重ねるとか､ また同時に予選をするとか､

そのような知恵で､ できないものか｡ 中能登

体育祭の時でしたら､ 旧の３町の体育祭の予

算を足しても､ 100万以下かと思うんです｡

鹿西の方は36万円､ 鳥屋の方は40万円位かと

思うんですけど｡ また旧鹿島町の集落対抗の

スポーツ対抗､ 陸上､ ソフトボール､ バドミ

ントン､ ゲートボール､ 卓球､ 駅伝､ バレー

ボール､ ７種を５日間にして､ 鹿島町の決算

ですと､ 250万円というふうになっておりま

す｡ そういうことも含めて､ 集落､ 初日目に

杉本議員が言われた通り､ 集落が健全であれ

ば､ やはり犯罪も少ないし､ 融和とかそうい

う意味に考えても､ 私としては有意義だと思

うんですけども､ 当局の意見を求めます｡

��������	
 吉田生涯学習課長

[生涯学習課長 (吉田外喜夫君) 登壇]

���
���������	
 それでは

平岡議員のご質問にお答えいたします｡ 少し

順不同になるかと思いますが､ 総合的な答弁

をさせていただきます｡

まず､ 文化協会等が加盟している教室とか

講座等については､ 先程､ 議員がおっしゃい

ました通り､ 生涯学習だより等に掲載をさせ

ていただいております｡ また､ 併せてスポー

ツ関係については､ 今年度からジュニアスポー

ツクラブ､ 男女合わせて24チームの教室等が

掲載をしております｡ また､ 議員がおっしゃ

いました通り､ スポーツ団体の会員募集や各

種団体への参加募集については､ それぞれの

スポーツ団体や教室､ 或いは同好会等からの

要請を受けて募集要項等に取リまとめ､ スポー

ツ担当の方でやっておりますが､ その都度､

町広報等へ掲載をさせていただいております｡

例えば､ 近々ですと､ 初心者のテニス教室の

参加募集､ また､ 第３回になります町民ソフ

トボール大会への参加チームの募集などがあ

ります｡ その都度､ 広報等へ掲載をさせてい

ただき､ また､ 競技の種目によっては､ 各集

落へ､ 或いは自治公民館の活動を通じた地域

への参加呼び掛けも行っております｡ これか

らも出来る限り､ 広報等で町民への周知を積

極的に行い､ 地域スポーツの振興を図ってい

きたいとこのように考えております｡ また､

体育協会主催による競技は14大会ございます｡

それから各協議団体主催による競技会といい

ますか､ それも13競技ございまして､ 年間27

競技大会が開催され､ それも広報等にも掲載

し､ 地域の方々の参加を呼び掛けているとこ

ろでございます｡ また､ 町民１人１人が生涯

にわたって､ 健康で生き生きと生活できるた

めの生涯スポーツのことを言われましたが､

普及については社会教育団体､ 或いは子ども
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会､ その他女性協議会､ 先程言いました自治

公民館等へも話を持っていきながら､ 協議し

ながら､ 健康増進を目的としたニュースポー

ツなど取り入れ､ 今後ともそういうような実

務体験というものを今後とも考えていきたい

と､ そのように考えております｡

また､ １番あとになりましたけども､ 旧町

で行われたように､ 地区対抗のスポーツとい

うことで､ ご質問があったと思いますが､ 地

区対抗を実施できれば､ 大変その競技､ 或い

は運動会といいますか､ 体育祭と大変盛り上

がるのは間違いないと､ こちらも合併後､ ずっ

とそういう議論はしております｡ 現状では開

催場所やその規模､ ブロック分け等というこ

ともおっしゃいましたけども､ 開催の時期や

その期間､ いろいろな面で弊害も考えられま

す｡ 予算の件というのもありますけれども､

それはまた後程協議するというようなことで､

できればと思いますが､ いずれにしても体育

祭や運動会などを含めまして､ 体育協会や体

育指導委員の皆様方､ 或いは女性協議会､ 子

ども会､ その他各種団体､ 地域の団体等の皆

様と協議を今後とも重ねながら､ 身近で体験

が容易な生涯スポーツの普及にもあわせてで

きるようなそういう運動・スポーツ会ができ

ればと思っております｡ 今後とも努力してい

きたいと､ そのように考えております｡ ご理

解の程､ よろしくお願いいたします｡

��������	
 平岡志朗君

����
���	
 先程､ 確かに広報の

方には載っているんですけども､ それプラス

せっかくいい生涯学習だよりがあるんですか

ら､ これを利用してこちらにもしていただけ

ればより分かりやすいと思うんですが､ それ

を重ねてということと､ 先日ソフトボール大

会がありましたね｡ 参加チーム数､ それに参

加チームの中で､ 集落の名前を出して参加さ

れている数､ ちょっと教えていただけますで

しょうか｡

��������	
 吉田生涯学習課長

�������������	
 ただ今､

町民ソフトボール大会のチーム数ということ

ですが､ しっかりしたチーム数､ 把握してお

りません｡ それから名前もチーム名も把握し

ておりません｡ 後程､ お答えさせていただき

ます｡ 失礼します｡

��������	
 平岡志朗君

����
���	
 やはり最初からベス

トのやつ､ なかなかいきにくいと思うんです｡

といいながら､ 尻込みして集落の方をしなかっ

たらいつまでもできない｡ これをして少しず

つそれを経験を土台として､ いいものにして

いくとか､ これは先程250万しかかからない

と言うのは､ 昼飯の弁当とか､ 反省会とか､

これは各集落が皆んなでもって､ そしていろ

いろ融和を図っていく｡ そして､ また､ 今の

町祭なんかは､ 参加する集落､ 曳山を出すと

か､ 獅子舞を出すとか､ 何かされる集落とさ

れない集落では著しく参加意識の差があるん

ですけどね｡ 今言う体育祭なんか､ そんなに

経費もかけなくて皆さん参加する､ 町長の意

思のもとで頑張っていくと､ そういう姿がね､

できたら私は目標だと思うんですけど､ よろ

しくご検討をお願いいたしまして私の一般質

問を終わります｡

��������	
 ここで10分間､ 休憩

いたします｡

午前10時55分休憩

午前11時05分再開

��������	
 再開いたします｡ 先

程､ 平岡議員の質問に対して､ 答弁漏れがあ

りますので､ 答弁をしていただきます｡

��������	
 吉田生涯学習課長

�������������	
 先程の平

岡議員からの再質問でありました町民ソフト

ボール大会の参加チームについて､ というこ

とでお答えいたします｡ 参加チームは全部で

７チームでございました｡ それで､ 特に地区

名でチームを作っているのが､ 武部地区のみ
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で､ あとは職場､ 或いはそのチームの仮称と

いいますか､ いろいろな名前でチームを作っ

ております｡ 以上でございます｡

��������	
 次に､ ４番 宮下為

幸君

[４番 (宮下為幸君) 登壇]

����
���	
 一般通告書に基づき

まして､ ２つの質問をしたいと思います｡ １

点目は開票事務の見直しについて､ ２点目は

森林環境税についていたしたいと思います｡

まず初めに､ 開票事務の見直しについて､

東京都多摩市では2006年春の市長選挙を職員

のコンマ１秒にもこだわった様々な行動の見

直しで､ 46分で開票作業を終了させています｡

2006年同じく８月に長野県知事選挙がありま

して､ 小諸市では34分で開票作業を終了しま

した｡ 津幡町でも４月の統一選挙で､ 大幅に

開票時間が短縮されたと聞いています｡ 選挙

管理委員会の行政改革はこれまで殆ど注目さ

れなかったと思います｡ 開票作業のスピード

化､ コストダウンは勿論ですが､ その職員の

達成感､ 意識の向上につながると思います｡

参議院選挙に向けてですね､ 開票作業のスピー

ドを考えているのかお聞きしたいと思います｡

それと､ 選管は投票率向上に��活動を行っ

ているのか､ 費用対効果はどのようになって

いるかお答え願いたいと思います｡

��������	
 苗山参事兼総務課長

[参事兼総務課長 (苗山雅幸君) 登壇]

�������������	
 宮下議員

のご質問にお答えをしたいと思いますが､ こ

れにつきましても､ 私が選挙管理委員会の書

記長という立場から答えさせていただきます｡

７月に執行予定の参議院通常選挙において､

開票事務のスピード化をどう対応するかとい

うご質問でございますが､ 今までに執行され

ました選挙の開票事務を踏まえまして､ 選挙

の都度､ 開票事務従事者の適正な人員確保､

並びに配置､ 事務従事者の適正な作業分担を

検討をしているところでございます｡ また､

必要な係以外は椅子を使用しない｡ 或いは作

業分担も１人１役にとらわれず､ 開票の流れ

に応じて柔軟に人員を振り分けることにより､

スムーズに開票作業が行われるものと考えて

おります｡ また､ 開票立会人の投票用紙の点

検・確認につきましても事務従事者同様､ 迅

速かつ的確に行われることが開票結果をより

早く発表できることになるかと思います｡ 皆

さんのご理解とご協力を得ながら､ 適切な事

務処理を進めてまいりたいとそのように思っ

ておりますのでよろしくお願いをいたします｡

次に､ 選管は投票率の向上に��活動を行っ

ているかというご質問でございます｡ 期日前

投票制度の実施や不在者投票制度の拡大､ 投

票時間の延長等により､ 従来から比較します

と､ 投票しやすい環境になっているものと今

は考えております｡ 町の選挙管理委員会では

これまでの��活動といたしまして､ 選挙時

におけるチラシの作成・配布､ 防災無線によ

る期日前投票及び投票当日のお知らせ､ 公報

車による町内巡回､ それから選挙啓発グッズ

の作成・配布等を実施してまいりました｡ �

�活動につきましては､ ここまでやれば充分

ということはございませんが､ これからも効

果的な啓蒙活動を普及を行っていきたい､ そ

のように考えております｡

次に､ その費用対効果ということでござい

ますが､ 経費は必要最小限を旨としておりま

す｡ その効果は充分にあるものと考えており

ます｡ 投票率の向上は最重要課題であり､ 今

後引き続き効果的な��活動を検討し､ 実施

していきたいと思いますので､ ご理解の程よ

ろしくお願いを申し上げます｡ 以上でござい

ます｡

��������	
 宮下為幸君

����
���	
 県会議員の選挙も終

わったわけですが､ それに今さっき従事者と

言われまして､ 県会議員の時の選挙の従事者､

これは決算書を見ますと､ 372万5,000円の減

額になっております｡ 県会議員の選挙で｡ 簡
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単に計算しますと､ 時間外手当が156万円程

になっておりますので､ 単純に計算しますと､

一人当り3,531円ということで､ えらい高い

時間が､ １時間の高い金額だなと思います｡

これは日本中で問題になっていて､ 先の県会

議員の選挙でも3,531円×31万人おるらしい

です｡ そうすると､ 11億の金が､ 国の金が削

減されると､ そういう中でこの中能登町とし

ましても､ 開票時間､ 前県会議員の開票時間

従事者はどれだけおいでたのかお聞きしたい

と思います｡

��������	
 苗山参事兼総務課長

���
���������	
 県議会議

員の開票の事務従事者の数でございますが､

この場で何名ということは､ また調べて答え

させていただきたいと思うんですが､ それか

ら時間当り3,531円ですか､ これは１時間で

はなくて､ 開票時間､ ２時間なら２時間の１

人頭の金額かと思いますが｡ １時間３千何百

円にはならないと思います｡ 開票に３時間か

かれば､ ３時間で３千幾らという数字で､ １

つの会場の金額ではないと思いますが｡ そん

な大きな３千何百円という数字には絶対なら

ないと思います｡ また､ これもきちっと調べ

て答えさせていただきます｡ 以上です｡

��������	
 宮下為幸君

��������	
 もう１つですが､ 選

管の��活動についてということで､ チラシ

とか防災無線を使ってされていますが､ でき

たら､ この啓発活動として選管と教育委員会

と連携されまして､ 子どもたち､ 小・中学生

にですね､ 選挙の重要性などを教えるなどを

しまして､ 将来に向けた有権者の取り組みを

強化していただきたい｡ また､ そういう市町

村があるらしいです｡ 是非ですね､ どのへん

から入っていけばいいか､ わかりませんが､

是非､ 聞きましたところ､ 学校で教育委員と

選管と連携されて､ 討論というかそういうの

をある時間を設けて､ 15分か20分位の時間を

設けて､ あるそうですので､ 是非､ 小・中学

生にもそういう選挙に対しての取り組みを強

化していただきたいなと思います｡

次の質問に移ります｡ 森林環境税について､

３月定例会の中で杉本議員からの質問で､ 町

長は答弁の中で中能登町の森林の保守､ また

適切な保管､ そういうものについて大変重要

であると答弁しています｡ この中に ｢子ども

恵み推進事業｣ がありますが､ どういうふう

なことを考えられているのか､ そして､ 学校

林の整備とか､ 県・町民税の均等割にかぶし

て､ 500円が徴収されるわけですが､ １年間

で３億６千万円という金が出ております｡ こ

れも町へはどのような金額が配布されて､ ど

ういう補助金が対象になるのか､ それを教え

ていただきたいと思います｡ それと､ 林野庁

が ｢木づかい運動｣ ということで森林の��

活動をしています｡ 温暖化防止のために､ �

�２削減ということで､ やっているわけです

が､ 森林で3.9％の温暖化防止をすると､ 省

エネで2.1％ということでうたっております

が､ この森林環境税の本当のできた石川県独

自なものなのか､ どういうふうに根拠的に作

られたものか分かりませんが､ そのへんのこ

とについてもお聞きしたいと思います｡

��������	
 杉本町長

[町長 (杉本栄蔵君) 登壇]

��������	
 森林環境税について､

その中での ｢子ども恵み推進事業｣ があるが､

町ではどのように考えているかという質問か

と思います｡ 子どもをお持ちの恵み推進事業

については､ 小学生や中学生或いは高校生が

参加の上で､ 町や地域住民､ ���等が組織

する団体が実施する植樹､ 育樹､ 炭焼き体験､

学校林の整備､ 歩道整備､ 案内板の設置等の

活動をした場合に支援を受けることができる

ものであります｡ この中の学校林の整備とい

うことに関しましては､ 中能登町にも､ 学校

林が存在しておりますので､ 子どもたちが参

加する学校林の森林整備や保全活動､ 或いは

学校林を活用した森林環境教育､ 及び森林体
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験活動が考えられます｡

ただ､ これらを実施するときには､ 当然学

校との連携・調整が必要不可決でありますし､

学校側の要望や時によっては父兄の考えも聞

いた上で､ 時期的なこと､ 或いは実施する内

容など､ 計画をつめていかなければならない

と思います｡ この事業については平成19年度

は６月20日が計画書の提出締め切りとなって

おります｡ 先程言いました､ 関係者の打ち合

わせがまだ出来ておりませんので､ 初年度の

今年はこの事業については､ 様子ながめとさ

せていただいて､ 次年度からの実施に向けて

取り組んでまいりたいとそう思っております｡

また､ ｢木づかい運動｣ につきましては､

課長より答弁をさせますし､ また森林環境税

につきましても､ 課長が説明を受けておりま

すので､ 説明をさせます｡ 以上です｡

��������	
 表農林課長

[農林課長 (表辰祐君) 登壇]

���
�����	
 木づかい運動につ

きましてお答えをいたします｡ 木づかい運動

は林野庁が平成17年度から��活動を展開し

ているものでございまして､ 国産材の積極的

な利用を通じて森林を活性化させ､ 二酸化炭

素をしっかり吸収できる森林づくりを推進し

ようという運動でございます｡

この運動の背景には､ 京都議定書によって

平成20年から24年の日本の二酸化炭素排出量

を平成２年の水準より６％削減することを義

務付けており､ その内3.9％を日本国内の森

林によって吸収することを目指しております｡

一方､ いしかわ森林環境税は､ 県土の70％

を占める森林において､ 水源のかん養などの

公益的機能が､ 広く県民全体に恩恵をもたら

しているとの認識に立ち､ 森林を県民共有の

財産として守り育て､ 次の時代に健全な姿で､

いしかわの森を残そうとする取り組みを､ 県

民全体で支えていこうというものです｡

この財源を基にしまして､ ｢森林環境基金

事業｣ が行われることになっていますが､ 第

１には手入れ不足林の整備である､ ｢環境林

整備推進事業｣ でございます｡ 10年以上にわ

たりまして施業されていない森林で､ 荒れて

暗くなった人工林を対象にして､ 本数率で原

則40％以上を間伐し､ 林内に光を入れること

によって下草や広葉樹を育て､ 森林の持つ公

益的な機能の回復を図ろうとするものでござ

います｡

県の調査によりますと､ 中能登町における

手入れ不足林は359 ha､ うち水源地域は297

haと見られております｡

そして､ この内､ 今年度に間伐を実施する

協定を締結する目標として38haを示してき

ております｡ 今年度は､ まず､ この38haの

間伐をしなければなりませんので､ 森林組合

と連携を密にして､ この目標値を達成したい

と考えております｡

先程のご質問で､ 町への３億６千万円の基

金の中でどれくらいの配付があるのかという

ことをお尋ねになられました｡ 実はこの38ha

の間伐を実施をする時に､ 推進費というのが

交付されますが､ その推進費は定額10万円に

プラス１ha当たり3,000円､ 従いまして､

21万4,000円が推進費として交付される予定

になっております｡ 間伐費につきましては､

その作業にかかる経費につきましては､ 別途

森林組合の方へ支払われることになろうかと

思います｡

それから補助金のこともお尋ねでございま

すが､ 先程､ 第１点のご質問の ｢子ども森の

恵み推進事業｣ のほかに､ ｢いしかわ身近な

森保全事業｣､ ｢森づくりボランティア推進事

業｣ などの補助事業が用意をされております

けども､ これらも順次､ 体制が整えば､ 取り

組んでいきたいと思っております｡

木づかい運動といしかわ森林環境保全の事

業というのは､ 趣旨はそれぞれ異なるわけで

ございますけれども､ いずれにしましても､

森林を整備して公益的機能を回復し､ ひいて

は温暖化防止につながるということで､ いず
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れも共通点がございますので､ 積極的に推進

していかねばならないと思っております｡ 以

上です｡

��������	
 苗山参事兼総務課長

���
���������	
 先程の４

月８日に行われました県議会議員の選挙の開

票事務の従事者の人数でございますが､ 55名

が従事をいたしております｡ それから１時間

当たりの単価でございますが､ 夜間勤務手当

も含めまして2,000円､ 時間2,000円というこ

とで､ 開票事務に要した時間外勤務の金は約

22万円というふうになっております｡ 以上で

す｡

��������	
 宮下為幸君

��������	
 先程､ 子ども恵み推

進事業が町長は６月20日で提出期限が切れる

ということを､ 今年度は切れると言われまし

たが､ 来年度は是非やっていただきたいなと

思います｡ 例えば､ 中能登町には学校林は私

が知っている中では､ 旧の鹿西町の中学校も

小学校も学校林があるわけですが､ 例えば､

他の中学・小学校にも勿論あると思いますの

で､ そういう場合ですね､ この複数の学校が

あった場合は対象になるんですかね｡ それだ

け聞きたいと思います｡ 皆んなが例えば､ う

ちもやる､ 越路もやる､ 滝尾もする､ 要する

に鹿西中学校もする､ 鹿島中学校もすると言っ

た場合は､ そういうのは対象になるんですか｡

��������	
 表農林課長

[農林課長 (表辰祐君) 登壇]

���������	
 複数であっても対

象になると思います｡

��������	
 宮下為幸君

��������	
 大体分かりました｡

できるだけ森林に対しては､ さっきも京都議

定書の話が出てきましたので､ 来年度から二

酸化炭素を６％削減となっております｡ 実際

は８％上乗せして14％の削減ということを５

年間でやるわけですが､ 是非､ 中能登町の森

林で伐採して植えて育てて､ そういうような

サイクルで､ 是非､ 環境を良くしていただき

たいと思います｡ これをもちまして質問を終

わらせていただきます｡

��������	
 １番 笹川広美君

[１番 (笹川広美君) 登壇]

���� !"#	
 みなさん､ こんにち

は｡ 去る３月25日､ 穏やかな日曜の朝に､ 震

度６強の能登半島地震が発生しました｡ ここ

中能登町においても､ ６弱を記録し､ 多くの

被害を受けました｡ 被災された皆様には､ 心

からお見舞い申し上げます｡ 今回の地震では

耐震補強を施していたおかげで､ 助かった事

例が報告され､ 改めて耐震対策の必要性を思

い知らされました｡ 平成７年１月の阪神・淡

路大震災では､ 死者5,502名､ その約９割に

当たる4,831名が､ 住宅・建築物の倒壊等に

よるものでありました｡ この教訓を踏まえ､

耐震改修促進法が制定されましたが､ 現状は

住宅・特定建築物ともに耐震化率は約75％と

耐震改修が激災にとって重要なかぎであるに

もかかわらず､ 耐震化が進んでいるとは言い

がたい現状です｡ 平成17年９月､ 中央防災会

議において建築物の耐震化緊急対策方針が決

定され､ 建築物の耐震化について社会全体の

国家的な緊急課題として､ 全国的に緊急かつ

強力に取り組むべきものと位置付けられまし

た｡ 平成18年１月､ 改正耐震改修促進法が施

行され､ これに基づき国は基本方針を作成､

自治体も耐震改修促進計画を策定し､ 計画的

に耐震化を推進することになっています｡ 市

町村においては､ 努力義務となっていますが､

中能登町では平成20年３月の策定予定という

ことで､ 大変誇らしいことであります｡ 町の

状況を大いに考慮された立派な計画の策定を

期待しております｡ 更に耐震診断､ 耐震改修

に対する補助制度の実施状況ですが､ 石川県

においては､ 耐震診断にかかる補助制度の実

施は全市町で実施されています｡ しかし､ 耐

震改修にかかる補助制度の実施になりますと､

わずかに金沢市､ 小松市､ 羽咋市のみであり
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ます｡ 中能登町でも耐震改修の補助制度の実

施はできないものでしょうか｡

また､ ２点目ですが､ 私達が生活する社会

基盤である道路､ 河川､ 橋､ そして水道､ 下

水道などの建設整備は概ね完成に近い状況に

あります｡ これからは､ 過去に建設されてき

たこれら道路や公共施設の維持管理にコスト

がかかってきます｡ 今後厳しい財政の中で､

より一層､ 効率的・効果的な財政・資産の運

営が大切となってまいります｡ そのため､ 道

路や公共施設等を維持管理する上で､ 必要度

の高いもの､ 重要度の高いもの､ また緊急度

の高いものを比較､ 優先する基準判断を設け､

アセットマネジメント､ つまり資産､ 施設､

管理のシステムを構築していく必要がありま

す｡ この度の能登半島地震により､ 至るとこ

ろで道路の陥没や公共施設の一部破損が起こ

りました｡ 幸い今回はライフラインの大きな

被害は発生しなかったものの､ では､ 現在本

当に安全が確保されているのでしょうか｡ 人

の体に置き換えてみるならば､ 治療よりも予

防が大切です｡ 改築するよりも補充・補強で

対応できるならば､ 明らかに工事費の削減に

つながります｡ そして､ 何より町民に危険を

及ぼす恐れがあるならば､ 安全な暮らしを守

ることを考えていくべきであります｡ ３町合

併により､ 施設の要・不要を含め､ 維持管理､

整備計画をどのように捉えていらっしゃるの

か､ 以上担当課長の考えをお聞かせ下さい｡

��������	
 杉本町長

[町長 (杉本栄蔵君) 登壇]

�����
��	
 大事なことなので､

私の方からお答えをいたしたいと思います｡

平成18年１月の ｢改正耐震改修促進法｣ が施

行されまして､ 基本方針として､ 住宅建築耐

震化率について､ 平成27年度までに９割に引

き上げることが柱となっております｡ 更にこ

の実現のために､ 県及び市町村で ｢耐震改修

促進計画｣ を策定し､ 計画的に耐震化を進め

ることが明確化をされ､ 県では平成18年度に

｢石川県耐震改修促進計画｣ が策定されまし

た｡ 中能登町では県の計画に加えて､ 昨年12

月に策定された ｢町地域防災計画｣ とも密接

に関係することから､ 国の補助制度を活用し､

先の３月定例会でご承認をいただき､ ｢中能

登町耐震改修促進計画策定｣ 作業に県内19市

町のトップをきって着手をいたしたところで

あります｡

計画では町の耐震化の現状等を把握・整理

した上で学識経験者や関係行政機関､ 更には

町内各団体の有識者による検討委員会を設け､

来月初旬に第１回の委員会を開催する予定で

あり､ 来年３月までに基本方針や具体的施策

を取りまとめる考えであります｡

先の能登半島地震を受け､ 町民の住宅耐震

化に対する関心も高まっており､ 町総合計画

に掲げる ｢安全・安心で快適な住環境づくり｣

を推進するためにも､ 本計画を重要な位置づ

けと認識をし､ 併せて策定する住宅基本計画

や関連計画との連携を図りながら､ 町民の生

命・財産を守るため住宅の耐震化を促進をし

ていく考えであります｡

また､ 耐震の補助にはできないかという質

問もありますけれども､ これにつきましては

少し検討をさせていただきたいとそう思いま

す｡

次に､ 道路・公共施設等の維持管理整備の

計画についてのお答えをいたします｡

町が管理をしております道路､ 河川､ 橋な

どの維持管理費用として､ 財政事情大変厳し

い中でありますけれども､ 年間約2,500万円

の予算を計上をしております｡ 現在､ 町の管

理をしている町道が約400㎞あり､ 耐用年数

の短いアスファルト舗装の修繕が主なもので

あります｡

毎年､ 緊急性の高い路線を優先的に､ また

経済性や重要度も考慮しながら､ 安全で安心

していただける施設管理の計画を立て､ 事業

執行していきたいと考えております｡

また､ 道路を除く公共施設に関しても､ 費

― 69 ―



用対効果の高い維持管理を行っていかなけれ

ばなりません｡ 合併後､ 現在まで施設のあり

方について､ まだ検討をしておりませんが､

もうしばらく､ 各施設の有効性や利用実態を

研究をし､ それぞれの施設の将来にわたる利

用のあり方を皆さんと協議をした上で､ 施設

の統合・廃合を視野に入れたアセットマネジ

メント､ 効率的な資産・施設管理ということ

でありますけれども､ これらを導入をして検

討をしていきたいと考えております｡ 以上で

す｡

��������	
 笹川広美君
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 町で管理している道

路､ 河川､ 橋これらをいよいよ寿命がきたか

らと､ また実は地震など災害に耐えられない

状態であったがために､ 一度に改築の必要が

でたとき､ おそらく対応は難しいのではない

のでしょうか｡ そうであるならば､ 計画的な

整備計画は必要不可決であります｡ 是非とも

早期の取り組みをよろしくお願いいたします｡

今回の能登半島地震では､ 全国から多くの

真心の義援金をいただいております｡ 住家被

害５万円以上で､ １世帯当たり16,800円の義

援金の支給が行われています｡ しかし､ 多く

の方は､ 何十万､ 何百万と家の修理費を要し､

また更に多くの方が､ 経済的負担の大きさか

ら修理を見送っているのが現状です｡ 今度大

きい地震が来たら､ ダメかもしれない｡ そん

な不安な声をあちこちで耳にします｡ 住民が

安全で安心して暮らせるために､ 今､ 町とし

てできること､ そしてしなければいけないこ

とは何だと考えますか｡ 町長にお伺いいたし

ます｡

��������	
 杉本町長
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 今､ 大変中能登町に

おきましても､ 家屋やその他の被害も出まし

た｡ そういう中で､ 今受けた輪島市やまた七

尾市と比べますと､ 中能登町はおかげさまで

大変少ないわけでございます｡ 輪島市を見て

みますと､ 住宅の倒壊だけでも500戸､ 七尾

市におきましても220といわれている中で､

貴重な義援金をいただいたわけでありまして､

今地震から３カ月経っているわけでして､ 輪

島､ 或いは志賀､ 富来でありますけれども､

七尾におきますとまだまだ被害の実態も把握

していないと､ そういう状態の中で､ 中能登

町はほとんど把握を､ 小さい壁の落ちたとか､

そういうのは分かりませんけど､ しておりま

す｡ そういう中で､ 受けた皆さん方の市・町

ともこれからも足並みを揃えて､ 中能登だけ

良かったからということでは､ なかなかいか

ないとそう思っております｡ そういう中で､

受けられた皆さん方の輪島､ 七尾の方々とも

足並みを揃えながら､ これからも考えてまい

りたいとそう思っております｡ もう少し時間

をいただきたいと思います｡
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 笹川広美君
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 このような時だから

こそ､ 中能登町に住んでいて良かったと思え

る町づくりを職員が一丸となって取り組んで

いただけますようお願いいたします｡

２つ目の質問です｡ 放課後子どもプラン実

施に向けた対応についてお伺いいたします｡

今､ 子どもが犠牲となる犯罪・凶悪事件が相

次いで発生し､ 大きな社会問題となっていま

す｡ また､ 子どもを取りまく家庭や地域の教

育力の低下が指摘されています｡ そのため､

放課後の子どもの安全で健やかな活動場所の

確保を図る観点から､ 今年度 ｢放課後子ども

プラン｣ が創設されました｡ 同プランは全児

童を対象にした放課後の居場所づくりです｡

各市町村において､ 教育委員会が主導し､ 福

祉部局と連携を図りながら､ 原則全ての小学

校区で総合的な放課後対策として実施するこ

とになっています｡ しかし､ 同プランのベー

スとなる放課後子ども教室と放課後児童クラ

ブの実施を行っていない地域が､ 全国ではま

だかなり存在します｡ 中能登町では放課後児

童クラブは､ 全校区６箇所で既に実施されて

おり､ 大変喜ばしいことであります｡ 厚労省

― 70 ―



が進めてきた放課後児童健全育成事業である

放課後児童クラブは､ 児童福祉法に基づき､

保護者が仕事などで昼間家にいない､ 小学１

年生から３年生の児童を対象として､ 児童館

や保育所､ 空教室などを使って､ 適切な遊び､

生活の場を提供するものです｡ 私も先月､ 町

内６箇所の放課後児童クラブを回らせていた

だきました｡ 各施設の状況は様々でした｡ 子

どもたちの数も40名以上のところもあれば､

ほんの数人のところもあります｡ 特に子ども

たちの生活面から学習・安全面と多岐にわた

り､ 指導に当たる指導員の皆さんのご苦労は､

大変なものがあると感じました｡ どの施設も

指導員の皆さんが､ 強い責任感を持って子ど

もと向き合ってくださっていることに頭が下

がりました｡ 学童保育は年間を通して子ども

たちが生活をする施設であります｡ 土曜日､

夏休みともなると､ １日過ごす場所となりま

す｡ そこには生活の場にふさわしい施設や設

備､ 広さ､ 安全性が必要です｡ ６箇所の施設

では多くの子どもたちが利用するには､ 余り

にも狭苦しい所､ 保育所だった施設などで活

発な小学生には危険がひそむガラス張りの遊

戯室､ 園庭の古びた遊具やフェンス等､ 多く

の問題点を抱えていました｡ また､ 指導員の

負担の大きさを考慮にいれた指導員体制も考

えるべきではと思われます｡ このような現在

の放課後児童クラブの現状をどのように見て

いらっしゃるのか､ お聞かせ願います｡ 一方､

文科省の放課後子ども教室は､ 全ての子ども

を対象に学校の空き教室や体育館などで､ 地

域の方々の参画を得て､ 勉強やスポーツ､ 文

化活動等の取り組みを推進するものです｡ 中

能登町では放課後子ども教室の取り組みはま

だ行われていませんが､ 今後どのようにお考

えでしょうか｡ 更に ｢放課後子どもプラン｣

については､ どのような見解をお持ちでしょ

うか｡ 教育長にお伺いいたします｡ 全国では

江戸川区の ｢すくすくスクール事業｣ を初め､

地域の実情を考えた様々なユニークな取り組

みが行われています｡ ｢放課後子どもプラン｣

の取り組みは､ 行政や学校だけでなく､ 地域

の多くの方々の参画がなければ､ 定着・促進

されない取り組みであります｡ そして､ 同プ

ランにより地域社会全体で､ 地域の子どもた

ちを見守り､ 育む気運の醸成が図られ､ この

取り組みを通した地域コミュニティの形成が

子どもを育てやすい環境の整備につながると

考えられます｡ 以上､ ｢子ども放課後プラン｣

実施に向けた対応について､ 教育長､ 担当課

長にお伺いいたします｡
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 池島教育長

[教育長 (池島憲雄君) 登壇]

�����
���	
 ただ今の笹川議員

のご質問にお答えをしていきます｡ ｢放課後

子どもプラン｣ というのは､ 文部科学省と厚

生労働省が連携を図って､ 今年度から文部科

学省が中心となって創設した新規事業であり

ます｡ この ｢放課後子どもプラン｣ の実施に

向けて､ 町としての対応はどうなのか､ とい

うご質問であったかなと思います｡ 順を追っ

てお答えをしていきます｡

まず１番目､ 現在の放課後児童クラブ､ 私

たちの町では学童保育として呼んでいるわけ

ですけれども､ これの現状をどのように見て

いるのか､ というご質問だったかと思います｡

共働きなどで保護者が日中いない家庭の１年

生から３年生まで､ 人数にして約130人を超

える児童が現在利用をしております｡ 本来､

厚生労働省の事業となっているわけですけれ

ども､ 私たちの町では教育委員会が担当をし

ております｡ 時間的には平日は午後１時から

６時まで､ 土・日曜日､ そして夏休みなどは

午前８時半から６時までとなっております｡

先程､ ご指摘をいただいた通り､ 決して充分

な状況ではありません｡ 空き施設を利用して

おりますので､ そういったことから生じる問

題点､ 指導員の皆さんの確保の問題､ 或いは

財政事情など､ 困難な問題も沢山抱えており

ます｡ まず､ 安全面を第一として､ 少しでも
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改善して良くなっていくように頑張っていき

たいなというように思っています｡

それから２番目､ 放課後子ども教室の取り

組み､ この町ではまだ行われていないんだけ

れども､ どのように考えているのかという問

題だったかと思います｡ 放課後子ども教室と

いうのは､ これもまた今年から､ 文科省が新

たに進めることになった事業であって､ 県内

では８つの市町で取り組みがなされておりま

す｡ この事業は１年生から今度は６年生まで､

全ての児童を対象にして､ 子どもの健全な育

成を図ることが目的で､ より良い教育的で､

より良い質の高い居場所を提供していこうと

いうようなものであるかなというように思っ

ています｡ 私たち中能登町でも､ 是非やって

みたいなということで､ 年度当初､ 鳥屋地区

をモデル地区として実施を計画していたわけ

ですけれども､ 人的スタッフの問題､ 場所の

問題､ それから財政面などの問題でなかなか

見通しが立たないなということで､ 初年度の

実施は見送りをいたしました｡ 来年度は何と

かしてやってみたいなということで､ 様々な

角度から検討を行い､ 実施に向けた可能性を

現在探っておるところです｡ まず､ 手始めと

いたしまして､ ｢わいわいクラブ｣､ これは手

芸とか切り絵とか竹細工等の教室なんですけ

ども､ これを開催する中で､ どのようにして

いけば放課後子ども教室という事業が､ 実施

に向けた様々な問題点をクリアできるんだろ

うかというようなことを､ この事業をやる中

で探っていきたいなというように思っていま

す｡ また､ コーディネーターなど､ 人的スタッ

フの確保といった面にも､ ｢まちの先生｣ を

しっかりと組織化いたしまして､ そういう組

織的な面をしっかりとしまして､ スタッフと

して頑張っていただける人を探していきたい

なというふうに思っています｡

それから３つ目､ ｢放課後子どもプラン｣

の実施に向けた対応についてということだっ

たかなと思うんですけれども､ 放課後子ども

プランの実施で､ 子どもたちに質の高い生活

環境を提供するということは､ 本当に極めて

大切なことであるなというように思っており

ます｡ 中能登町で､ もしこれを進めていくと

いうことになりますと､ 学童保育は今まで通

り存続をする､ そして新たに放課後子ども教

室というものを実施して､ この両事業の効果

的な連携､ どうしたら総合的に両方とも高まっ

ていくのか､ というようなことを目指してい

くことになるんだろうなというように思いま

す｡ とにかく､ 今年から取り組んでいる県内

８つの市や町の情報なんかもいただきながら､

研究をしていきたいというように思っていま

す｡ ただ､ 現在子どもたちは､ 放課後､ 勿論

学童保育にも行っている子もいるわけですけ

れども､ スポーツ教室や習い事､ 或いは児童

館とか図書館へ行って自分で有効に活用する

とか､ 或いは学校に残っていろいろと放課後

活動をやっている､ 運動会の練習をする､ 鼓

笛の練習をする､ 或いは家庭での時間で家族

の人と有効な時間を過ごす､ 友達との楽しい

時間を過ごす､ 時には学校､ 或いは���の

行事に参加をしていくというような､ 非常に

教育的で効果の上がる活動も現在いくつかあ

ることは事実であります｡ そういった様々な

現在行われている活動と､ 私たちが来年もし

実現すればやっていこうとする活動とのバラ

ンスをどのようにとっていけばいいのかなと

いうことも問題になるかなというように思い

ます｡ とにかく､ 私たちの町の実情､ 子ども

たちの動行､ 子どもたちは何を求めているの

か､ どこに一生懸命に頑張りたいと思うのか､

何に熱中するのか､ というようなそういう動

向､ 町民の皆さん､ 保護者の皆さんが何を求

めて､ 何を願っているかというようなことを

しっかりと調べまして､ 総合的に判断して慎

重に検討しながら実施に向けて頑張っていき

たいなというふうに思っています｡ 以上です｡
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 笹川広美君
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 先駆的に取り組んで
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いる放課後児童クラブが､ 実質的にも大いに

評価に値するものとなることを期待しており

ます｡ また､ 放課後子どもプランの是非とも

早期の前進的な対応をよろしくお願いいたし

ます｡

最後に､ 男女共同参画社会の推進について

お伺いいたします｡ 男女共同参画社会基本法

の交付・施行日である平成11年６月23日を踏

まえ､ 毎年６月23日から29日の１週間を男女

共同参画週間として､ 男女共同参画社会の形

成の促進を図る記念行事が全国的に行われて

おります｡ 石川県では､ 今月23日に2007年男

女共同参画の集いが県女性センターホールに

おいて開催されます｡ そこで､ 今月が男女共

同参画週間の月でもあることから､ 中能登町

の男女共同参画社会の形成・促進を願い､ 質

問させていただきます｡

まず､ 昨年９月定例会でも質問いたしまし

たが､ 男女共同参画社会推進のための行動計

画の作成､ また､ 条例の制定に向け､ 町長よ

り前向きな答弁をいただきました｡ 現在どの

ように取り組みが進められているのか､ お聞

かせ願います｡ 更に､ 今回の能登半島地震の

発生も踏まえ､ 防災・災害復興における女性

の参画推進・拡大の早急な取り組みの必要性

を感じております｡ 阪神・淡路大震災ではス

トレスに悩む女性の電話相談は､ 約1,600件

もありました｡ 被災時に増大した家庭的責任

が女性に集中することが大きな要因でありま

す｡ しかし､ 被災女性に比べ､ 行政､ ボラン

ティアなど支援する側に､ 女性の担当者が少

なく､ 男女のニーズの違いを把握しない予防､

応急､ 復旧､ 復興対策が行われました｡ 新潟

県中越地震に際しても､ 女性の支援者が少な

く､ 健康面などの相談や要望を女性から男性

には言いにくい状況でした｡ 具体的には女性

用品が足りない､ トイレが男女一緒なので､

男性の目が気になる､ 夜１人でトイレに行く

のが怖い｡ 着替えや授乳の場所がないなど､

女性の要望が反映されていませんでした｡ ま

た､ 被災者の方々は本当に多くのストレスの

中で生活されます｡ そのような中では､ 話を

聞いてもらえるだけでも胸のつかえが取れる

という声もあります｡ 能登半島地震では発生

当日から､ 私たち公明党議員団が現地に駆け

つけております｡ 輪島市内の避難所で､ 乳飲

み児を抱え､ 充分な食料の支給もない中で､

おっぱいが出ず､ 困っているお母さんがおら

れました｡ 女性議員のまさに女性の視点がそ

の対応にうまく活かされました｡ 中能登町で

も金丸で１人暮らしの女性とご夫婦の３人が

区の集会所で避難をされました｡ ３人とも高

齢であり､ 何よりも健康面が心配でした｡ 区

の役員の方々､ 町職員の方々と今後のことを

相談されていましたが､ とても緊張した様子

に見受けられました｡ その後､ ケアマネージャー

の女性職員が来られた時は､ とても打ち解け

た様子で､ 健康面について語られていたのが

印象的でした｡

実は私は､ 今回のこの３人の被害者への町

の対応にはとても残念な思いがあります｡ たっ

た３人の方への対応です｡ まず､ 朝の地震発

生から食料の支給がされたのは夕刻でした｡

ようやく少し落ち着きを取り戻された被災者

の１人が､ ２時過ぎになって３人分の出前を

頼まれていました｡ 夕刻に支給された食料も

固い乾パンです｡ これが高齢の３人の食事に

なるのでしょうか｡ また､ 寝具も赤十字の薄

い毛布だけです｡ これでは眠れないと､ 自分

達で倒れた危険な家屋から布団を取り出し､

対処されていました｡ 災害時の型どおりの乾

パン､ 毛布の支給で良しとできるのでしょう

か｡ 行政ではたった３人分の食事､ 寝具の援

助を呼び掛けることはできなかったのでしょ

うか｡ 更に避難所には電話がありませんでし

た｡ 高齢者３人だけの寝泊まりで､ 夜間の緊

急時には近所へ駆け込むとのことでしたが､

職員を避難所へ配置するなどの対応もできた

のではないでしょうか｡ 大切な我が家が倒壊

し､ 本当に心細い辛い思いをされている被災
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者に対して､ 行政がこのような対応では､ あ

まりにもお粗末なのではありませんか｡ 不安

で一杯の被災者に対し､ もっと抱きかかえる

ような気持ちで､ 柔軟な温かな対応ができる

中能登町の行政であっていただきたいと思い

ます｡

さて､ 今回の震災のように大きな災害にお

ける復興では､ 被災した自治体より､ 県・国

による男女共同参画の視点の導入が重要であ

ることは言うまでもありません｡ しかし､ 自

分たちの町としても町民の皆さんを守るため

にできる､ また､ 被災した他の自治体を支援

できる防災・災害復興における女性の参画・

推進拡大を考えるべきではないでしょうか｡

例えば､ 防災会議のメンバーには､ 女性職員

は入っているのでしょうか｡ 入っていないの

であれば､ 是非とも女性職員の登用をお願い

いたします｡ 以上､ 担当課長及び町長にお伺

いいたします｡

��������	
 杉本町長

�����
��	
 男女共同参画の推進

についての質問であります｡ 国においては男

女共同参画社会の実現が21世紀の我が国社会

を決定する最重要課題として､ 位置付けをし

ております｡ 本町においても､ その実現へ向

け努力していかねばならないと考えておりま

す｡ また､ 男女共同参画推進条例は､ 男女共

同参画に関する基本理念や町・町民及び事業

者の責務､ 更には行動計画の策定､ 公表や審

議会の設置などの基本となる施策を定めたも

のでございます｡ 現在､ 県内では19市町の内､

９市町が既に条例を制定をしております｡ 本

町におきましても､ 先般の笹川さんの質問､

また他の方々との質問もいろいろありまして､

来年度20年を目途にして､ 条例を制定し､ 男

女が互いにその人権を尊重しつつ､ 喜びも責

任も分かち合い､ 性別に関係なく､ その個性

と能力を充分発揮することができる豊かな社

会の実現へ向けて努力をしていきたいとそう

思っております｡

また､ 防災計画の見直しにつきましては､

昨日の杉本議員の質問にもありましたけれど

も､ その報告の中で今後町の防災計画の見直

しにあたっては､ どうかということでありま

す｡ また､ 今回の防災計画に女性委員を委嘱

するなど､ 男女共同参画視点を取り入れた防

災対策を作ればどうかということであります｡

これからは､ 女性の方にも入っていただいて､

そしてそれらにも対応した防災体制を作って

まいりたいとそう思っております｡ また､ 先

程の質問の中で３人の自主避難の方々につい

ての町の対応もありましたけれども､ 町の職

員が行きまして､ ただ毛布を持っていっただ

けでなく､ また乾パンだけ持っていったとい

うことではなく､ 親類の方々､ そしてまた区

の方々と話もしながら､ どうしますか､ そう

したら親類の方々が夕食もこちらでいいのに

しましたし､ また泊まる寝具も親類の方々､

区の方々が持ってきますと､ そういうことで

話し合いをしながら､ ずっと対応をしてまいっ

たわけでございまして､ 私自身が10時にまい

りまして､ ずっと話を聞きながら､ 行かれな

かったわけでありますけれども､ 職員､ そし

てこの方々のいろんな話は全て聞いておりま

して､ こうすればどうだと､ そんな指示も出

しておったわけでありまして､ ただ今言われ

たような毛布を持っていって､ 乾パンを持っ

ていってということではありませんでしたし､

今言われましたように､ ２時か３時頃までに

は､ まだ町全体が大変､ 食堂にいたしまして

も､ 混乱をしている時でありました｡ 町の職

員におきましても､ 本当に乾パンをかじりな

がら､ 夜､ 12時まで､ ずっとやっておったわ

けでありまして､ 災害というものは本当に予

想もしない時に来るものですから､ そういう

中での遅れもあったかも分かりませんけれど

も､ 本当に､ 職員､ 区の方々､ いろんな３人

の方々だけでなしに､ 被災を受けた方々に本

当に良くやっていただいたと私はそう思って

おります｡ そういう中でまた､ 皆さん方から
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いろんな非難やこうすればいいのではないか

という提案・提言もいただきまして､ 安心し

て住めるそんな町づくりを目指してまいりた

いとそう思っておりますのでよろしくお願い

いたします｡

��������	
 笹川広美君

����
���	
 有難うございました｡

これで私の一般質問を終わります｡

��������	
 ここで昼食のため､

休憩いたします｡ 再開は１時30分からとした

いと思います｡

午後０時08分 休憩

午後１時30分 再開

��������	
 会議を再開いたしま

す｡

17番 小坂博康君

[17番 (小坂博康君) 登壇]

���������	
 まず､ 冒頭に先の地

震で被害を受けられた皆さん方に､ お見舞い

を申し上げますとともに､ 早い復興を１日も

願っております｡ そういうことで､ 質問をさ

せていただきます｡ ３点ばかりお願いしてい

るわけなんですが､ ３項目めは､ １番目と重

複するところがありますので､ そこでまとめ

てやりたいと思います｡

まず､ 最後の質問者ということで､ 原稿を

作ろうかなと思ったんですが､ 先に皆さんの

お話を聞いてからさせてもらおう､ 一遍聞い

たことはやめようということで､ とりとめの

ないことを言うということでなしに､ 聞いて

いただきたいと思います｡ 私の質問の要旨を

とらえていただいて､ 是非､ 答弁していただ

きたいと思います｡

まず初めに､ 地震についてちょっとお伺い

したいと思います｡ まず､ １番最初､ 町民に

対する対応は充分であったかということです

が､ 先程の笹川さんの質問の中で､ 答弁でで

すね､ 親戚の方､ 当事者の方に相談したため

に､ 弁当までもいらなくなったものだから､

そういうことになったという答弁だったんで

すが､ 私はそうじゃなくて､ 心というものが

あるんだったら､ それが本当の対応だと思う

んですよ｡ 自分で用意して持っていって､ 持っ

ていかれたら食べられるんですよ､ 絶対｡ 布

団も使われるんです｡ もう､ そういう気持ち

がなかったのかというのが､ ちょっと残念な

んです｡ それと､ 総務委員会が地震の後､ １

週間位あとでしたかね､ ありまして､ その時

にいろいろ言いましたら､ 町長を初め皆さん､

えっ､ そんなひどかったんか､ という態度を

されたんですね､ 課長さんたちも｡ 後から聞

いたら､ どうも横町と徳丸周辺が特にひどかっ

たということが私も分かったんですが､ いや､

その時にやっぱり､ そういういたんだとか､

隣の家､ 前､ つぶれた家見ると､ いやー､ こ

れ大変だったなということで､ あの時､ いろ

いろ聞いてみたわけなんですが､ その時の職

員の皆さんが､ 何人か通られて声を掛けられ

ていかれたんですが､ その当事者にしてみた

らですね､ その言葉かけが､ 心がないという

言い方をされるんですよ｡ まるで､ その事務

的な冷たいと､ やっぱりその大変だったねと

いう､ 同じ ｢大変だね｣ というのと､ ｢大変

やったね｣ というのと随分違うと思うんです｡

だから､ そういうところのことが､ 大変物凄

い､ きつい言い方をしますけれども､ 私ら仕

事の事務的だという態度が､ 見え見えという

言い方される方が多いんですよ｡ だから､ そ

ういう点を反省していただいてですね､ 今後

やっていただかないけないと思うんですが､

そういうことも含めて､ 町として今回は､ こ

れは充分であったのかどうか､ そういうこと

をちょっとお聞きしたいと思います｡

��������	
 杉本町長

[町長 (杉本栄蔵君) 登壇]

��������	
 今の25日の地震に町

の対応はどうであったかという､ そういう質

問でありますけれども､ 本当に地震が起きて､
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すぐほとんどの職員が町へ来て､ そして各自

分の担当のところ､ また各地域をずっと回っ

て､ そして今言われました金丸の３軒の方へ

その時間に行ったということではなしに､ ずっ

と先に行っていろんな話をしながら､ 弁当ど

うしますか､ 用意しますか､ そういう中で親

類の方も来る､ 区の区長さんも来る､ そうい

う中でずっと､ 家屋が倒れた､ それでどうし

ます､ どこに泊まりますか､ 明日からの宿舎

はどうしますか､ そういう中で一連の本当に

真剣にしてくれたと思いますし､ そんな中で

の弁当の話も出れば､ 今の布団の話も出れば､

電話の話も出れば､ どこに仮の宿舎にします

かと､ そういうことでやってくれたと思いま

すし､ また､ あの時には本当に小坂さん､ そ

こまではひどくなっているとは､ 何回か私自

身は金丸のところであっても､ 自分の車でずっー

と回っていたわけですけれども､ はっきり言

いまして､ 小坂さんのあそこまで中がなって

いるということを聞くまでは分からなかった

ということは現実でありますけれども､ そう

いう中での各地域は､ 黒い車に乗ってと､ そ

ういうわけにもいきませんから､ 自分が車で

回ったことは現実ありますし､ これが真剣で

あったか真剣でなかったかとこう言われれば､

とる方によっても違うと思いますので､ 私は

気の毒だなあと思いながら回っていたと思い

ますし､ 職員も本当に真剣に心配をしてやっ

てくれたと思っております｡

��������	
 小坂博康君

���
�����	
 いろいろといき違い

の面も多々あったかと思いますので､ 今の町

長のお言葉で､ 多少はちょっと気が安まりま

したけれども､ やはりこういうことはないと

思って皆さん生活していましたし､ 皆んなそ

ういうことだったんですよ｡ 皆んなびっくり

して町も武田さんの質問通り､ 対応が遅れて

いるという反省も多分､ 充分されていると思

うんですが､ 今後また､ 無きにしもあらず｡

専門家の話を聞いていますと､ １年位は本震

よりも大きい余震が来る可能性はあるよと､

長ければ３年位続きますよという話も聞いて

ますので､ 今後また､ いろいろ今回の分を反

省してですね､ 対応していただきたいなと思

います｡ それと､ これについて次に､ 被災状

況等のマップですね､ そういうものを作成さ

れているのか､ する気があるのか､ 今後の対

応､ また町が建設の許可を出したりする時に､

この辺は基準はこうだけど､ もうちょっとい

いのにした方がいいとか､ そういう言葉掛け

とか対応できるんではないかと思うんです｡

それと､ 安心して住んでいただくというこれ

から､ 町営住宅の宅地造成もして､ 販売しま

す｡ そういう時に安心していただけるという､

そういう面で必要なものであると思うんです

が､ これはどういうふうに対処されているか

お聞きしたいです｡

��������	
 杉本町長

��������	
 被災状況に関するマッ

プにつきましては､ 地震直後から職員や区長

さんの方からあがってきた被害報告を､ 随時

地図に落とし込んだマップを作っております｡

ご質問のとおり､ マップにつきましては､ 今

後の防災計画に活用していきたいと思ってお

りますし､ また､ 今回の地震を１つの機会に

独居高齢者､ また､ 寝たきりの人､ またいろ

んな空き家､ その中でも東京か大阪かどこか

におって､ １週間でも２週間でも帰っておい

でる空き家､ ずっーと人が住んでおらない

空き家､ そんなような全体の町１人１人の個

人情報にあまりかからないような､ 詳しいマッ

プをこれから整備をしていきたいとそう思っ

ております｡

○�������	
 小坂博康君

���
�����	
 是非お願いして､ ま

た活用していただきたいと思います｡ それで

次ですね､ 義援金､ 聞きましたら前は1,200

万円程と聞いたんですが､ 今聞いたら1,300

万円余りになったそうなんですが､ これを配

分というか､ お見舞い金としてお渡しするの
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に５万円以上の被害があった人のところに出

すというようなことでお聞きしとるんですが､

これを全町民､ 全世帯ですね､ 出すという考

えはないのか､ ということなんですが､ うち

の町の産業建設常任委員会も新潟県の方へ視

察に行かれ､ それと今までずっと､ テレビ等

の報道とか､ そういうものを聞いてますと､

それは確かに物的被害の大きいショックもあ

るんですが､ １番大きいのは人の心に傷がつ

いたというそういうショックですね｡ そうい

うのが１番大きいという話を聞きました｡ そ

ういうことで私は思うのは､ この義援金をく

ださった人の心を考えたら全部の家､ 皆んな

動いたんですよ｡ 私の家の所だけ止まってい

た､ そんなことはなかったと思うんです｡ そ

ういうことを考えたら､ 全員にそれなりの被

害があったという判断の上に立ってですね､

うちの町からの一般財源の持ち出しというの

は全くないですよね｡ 国・県と今の義援金で

何かしようと､ そういうのじゃなくて､ やは

り心ある温かい住みよい町というんだったら､

こういう時に配慮してですね､ 丁度区切りの

いい1,200円足して3,000円にして各家庭へお

配りする､ これを受け取らない方もおいでる

と思うんです｡ それと今､ 被害を受けられた

家でも､ 自分でお金を出して直されてる方が

随分おいでて､ 多分申請もそんな沢山されな

いと思うんですよ｡ だから､ そういうこと考

えたら､ ご苦労さんですね､ また頑張って中

能登町に住んでくださいね､ やりましょうよ､

という思いを込めて､ そういう気持ちがない

のでしょうかね､ ということをお聞きしたい

んですよ｡ 心ある町の対応というのはどうな

んでしょうかということです｡

��������	
 杉本町長

�����
��	
 義援金であります

けれども､ 町に寄せられた義援金は､ 260件､

約1,300万円でございます｡ それに今､ 窓口

における義援金の配分の申請をされた方が

850件でありまして､ 153万円です｡ これが一

応６月20日に一旦受付を終了いたしまして､

また残った義援金の配分については､ 配分委

員会の開催をいたしまして､ いろんな面で決

定をしなければならないと､ そういうところ

ではありますけれども､ 地震は今も言われま

したように､ 中能登町だけに起こった地震で

はありませんで､ 災害救助法に指定されたと

ころは､ ４市３町でありますけれども､ 津幡

以北､ ほとんどの町でいろんな被害を受けて

おります｡ たまたま丁度中能登町が､ 災害救

助法に指定を受けましたけれども､ 羽咋の市

長と話をしておりますと､ わしらの所の方が

もっと被害が多いんだ､ 中能登町はいいねと､

そんなようなことを言っておいでますし､ ま

た宝達志水町にしろ､ 津幡にしろ､ かほくに

しろ､ いろんな方々は､ 多い少いは別にいた

しまして受けておられます｡ また､ もっと

ひどい､ 先程輪島市に例えますと500戸､ 被

害の一部損壊2,000戸､ 今のゴミ､ それだけ

でも30億円かかるんだと､ それにまだ今､ 珠

洲へ行く道も交通止めであると､ また､ そう

いう中で､ これからまだ本当の仕事はまだ手

についていない､ まだこれから一杯､ 市役所

の仕事は止まっていると､ まだこれからどう

すればいいのかというような､ そんな状況の

ところもあるわけでございます｡ そういう中

で今､ 全国から義援金をいただいて､ 中能登

町が突出していいのか､ そういう中で私は今､

笹川さんの質問にもお答えしましたように､

地震は能登半島全体の被害として､ 皆んなで

考えながら､ あまりこれだけあって中能登町

の住民はこうだから､ これだけ中能登が突出

して良くしたと､ そうすればいただいた人は

いいかもしれないが､ いろんな被害を受けら

れた､ もっとひどいところの人はそんなわけ

にもいかないのではないかなと｡ やはりこれ

から地震は１年､ ２年､ 10年先までいろんな

面で復興していかなければならないと｡ 本当

に今､ 緒についたとこだと､ そのような少な

くとも４市３町の方々の意見でございます｡
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そういう中で配分委員会におきましても､ い

ろんな議論をしていただいて､ これから検討

していきたいとそう思っております｡ このお

金を6,000戸の住民に配ろうということは､

今は考えてはおりません｡

��������	
 小坂博康君

���
�����	
 考えとしては､ 確

かに全体的な能登のいいところであって､ 人

間の優しい､ 皆んなでというのはよく分かり

ます｡ ただ､ この後､ 10日ですか､ 震度４の

地震がきましたね｡ あの時で､ 外へ出て大き

かったねという話を聞いていたら､ 足がすく

むね､ とか言っておいでるんですよ｡ 私の家

の娘の話をして悪いんですが､ 家の娘､ ちょっ

と遠いところへ行っているけど､ たまたま地

震の日､ 帰ってたんです｡ その時に外にたま

たま買い物に出てて､ 何が起きたかなと思っ

て前を見たら､ 家が全体波うって動いていた

と､ 山と｡ 立っていられなくて座ったという

んですね｡ それで１週間程居て､ また行った

んですが､ 余震があったりとか､ そういうの

を聞くと､ もうどうしてもいてもたってもい

られないと言ってまた帰ってきて､ １カ月程

居て､ これで安心したから行くわね､ と言っ

て行ったくらいなんですよ｡ そういう気持ち

が､ 皆さんやっぱりおいでると思うんです｡

だからそういうことで､ それはたまたまお金

なもんですから､ お金を配分すればどうです

かという言い方をしましたけれどもね､ 違っ

た面で町長が町民のことを思っているんだよ

というような､ そういうのも一つあってもい

いんではないかと思います｡ これもまたご検

討願いたいと思います｡

次にいきます｡ 次､ 経費節減の対策等につ

いてお伺いをいたします｡ まず､ ３点目の各

種団体の助成金を一律10％カットしたことに

ついて､ これは経費節減の一環でやられたん

でしょうが､ これに携わっている方がおっしゃっ

た通り､ 私､ 言います｡ 一生懸命に頑張っと

るとこも､ そうでないとこも､ 全部一緒なん

ですか｡ もう痛みをお分けするんだったら､

それなりの事情をしてから言ってもらわない

と､ 一生懸命にやっている我々にしてみたら､

やはりショックだと言うんですよ｡ どうなん

だと､ やっぱりそういう配慮を是非していた

だきたい｡ だからその人はもっときついこと

を言っとるんですよ｡ もう町長を初め職員全

部10％カットするんだったら､ わしらも何も

言わない｡ それぐらいの気持ちなんですよね｡

だから､ そういうことで､ 次いきますが､ こ

の前の３月定例会にも私質問させていただい

て､ 作間さんともかぶるんですが､ まず､ 職

員さんは､ それは法律で守られてますから､

当然であろうということで､ そこまではつっ

込みませんけども､ 皆んなが同じ町の仲間意

識であるんだったら､ それ位は､ さっき言っ

た10％は適当とかこれはいいんですよ､ 暴言

だと思って聞いてもらってもいいんですが､

そういう気持ちもあってもいいのではないか

なということを含めて言うんですけども､ そ

ういうので努力をされて､ 直されてるところ

はあるんですよね｡ まして､ 倒産してしまっ

てからなら､ 職員なら､ いやならやめてもい

いんだけど､ 夕張の件ですが､ 残った人でも

一律３割とかカットだよと､ それでもやっぱ

り働いて食べなきゃいけないんだったら残る

んですよね｡ まだ､ もう１つ､ 一般的な会社､

普通の会社でこういうのがあるんですよ｡ ２

割削減したい､ と言ったら労働組合が皆んな

で相談したら､ 私等２割人員削減するんだっ

たら､ おれらの給料２割全部カットして､ 全

部残してくれと､ そういうふうにして自分等

の職場を守っている会社もあるんです｡ それ

で立ち直って一生懸命にやっている会社もあ

りますしね｡ そこまではきつく言いませんけ

ども､ 何を言いたいかと言いますと､ 自分等

が官庁の上みたい､ この間ニュース見てまし

たら､ 社会保険庁みたいに､ キーを500回以

上たたくな､ 45分働いて15分休んだら後仕事

しなくていい､､ そんなバカなとんでもない
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話のところもありますが､ そういう真似をし

なくていいんですし､ 一生懸命やっておいで

るのは分かるんです｡ でも､ ６人でいいとこ

ろ､ ８人､ 10人でおれば､ 当然それなりに仕

事はありませんよね｡ だからそういうところ

を町民がそれを厳しい目で見てて､ 直に声を

聞いている職員の方もおいでるでしょうし､

そういうのは聞いたことがないと､ それは面

と向かって言うのもなんですから､ 代弁して

言うんですが､ 自分の立場を守る時にはどう

したらいいんだと､ いうことをもうちょっと

真剣に考える行動をとれないかということを

聞きたいんです｡ まず､ どういうことかと言

いますと､ まず､ 今入ってくるお金が､ 枠が

決まってるんでしたら､ 自分の家にあてはめ

たらいいんですよ｡ どうして出さないように

しようかという考えであれば､ 答えはおのず

と出てくるんですけども､ 今､ 委託している

ようなものを役場の職員がやるんだと､ 私等

会社におる時は､ 自分の職場は自分で掃除し

とったんですよ｡ 今､ それを委託して掃除を

してもらっているとかそういうこともあって､

それは時代の流れだと言うけどそうじゃない

と思うんです｡ 今､ 自分等がどういう状況に

置かれているかということを考えて､ 行動を

とるような態度をとってもらわないと､ まず

いんじゃないのかなと､ 見本を示してもらわ

ないと､ という意味を込めて､ 言ってるわけ

なんです｡ だから､ そういう思いはないのか､

この間は派遣するような足らないところへ人

員確保してあげればと言ったんですけど､ もっ

と言えば ｢何でもやる課｣ と､ 草むしりもす

る､ ゴミ拾いもする､ もう枝打ちもする､ ちょっ

としたことだったら全部するんだという､ そ

れぐらいの気構えがとれないのかなという､

本当にきつい言い方なんですが､ ちょっとお

聞きしたいです｡

��������	
 杉本町長

�����
��	
 ご指摘の通り､ 平成

19年度の予算編成では､ 需用費､ 工事負請費､

補助金､ 備品等にマイナスのシーリングの設

定をさせていただきました｡ その中で補助金

も活性化の兼ね合いもあります｡ 大変難しい

問題でありますけれども､ いろんな面で10％

を削らせていただいたわけであります｡ そう

いう中で町政懇談会等にも行きまして､ 町の

積立金､ 借金､ それらの財政状況を説明させ

ていただき､ 町民の皆さんにも理解を得なが

ら､ 補助金の有効活用と､ 経費の削減につい

て検討していきたいとそう思っておりますし､

当然､ 全部今言われましたように､ 一生懸命

にやっているとこと､ やっていないとこと一

緒はおかしいのではないかということも､ 私

にも重々分かっておりますけれども､ 今その

基準といいますか､ それを残せばまたいろん

な議論が出てくるという中で､ まず最初10％

を全部削らせていただいて､ そしてこれから

どうしても一生懸命やっているところ､ それ

にまた必要なとこにはいろいろ予算上を考え

ていかねばならないし､ ある程度力のあるよ

うなところ､ そしてもう少し少なくてもいい

ようなところ､ それを見極めながらこれから

も考慮させていただきたいと､ そういう中で､

今シーリングを補助金だけでなしにかけまし

た｡ まず､ そういう中で今言われました､

｢何でもやる課｣ というようなそれくらいの

課を設けたらどうかというような､ これらも

職員の皆さんも充々分かっていると思います

し､ できるようなところは､ 草むしりをした

り､ 雪かきをしていることも事実であります

し､ これからもそれらの意見に向かってやっ

ていきたいと､ まあそう思っています｡

��������	
 小坂博康君

���������	
 ちょっと申し遅れま

したけども､ 議会としてのそういう経費節減

から含めて､ 改革の委員会を作ってこれから

やりますので､ 当然､ 議員の定数の削減とか

ですね､ 歳費はこれでいいのかとか､ いろい

ろこれから議論していかなければいけないと

いうことも含めて申し上げましたんで､ 当然､
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私等も自覚しながら､ 経費節減に努力すると

いうことが１番肝要でございますので､ また

そういうことでひとつよろしくお願いしたい

と思います｡

それともう１つ､ 作間議員の質問の中で､

いろいろ対比されていた市町村がありました

よね｡ その中で川北町と対比されたような記

憶があるんですが､ 全然もうめちゃくちゃか

け離れてとんでもない町とですね､ 人口も鹿

西の半分位の少ないところと一緒に比較して

いただいても､ なかなか私等としては理解し

にくいところがあるんですよ｡ だから､ もう

少し２万人に近いようなところと､ ここもこ

うですよ､ こんな努力してるんですよという

ようなところと一緒にしていただいて､ しゃ

べっていただかないと､ はずれる気がするん

ですけど｡ またそういうことも１つ含めて､

よろしくお願いしたいと思います｡

それと､ 合併当時48億円の財政調整基金が

あったのは､ 来年度ぐらいで11億円ぐらいに

なってしまう､ というような話も総務委員会

で説明を受けているんですが､ そういうこと

も含めて､ 今後大変な時代が来る前に､ まず

出すものをどうしたらいいか､ 町の財産の処

分とかですね､ そういう点も考えながらやっ

ていっていただきないなと要望いたしまして､

終わらさせていただきます｡

��������	
 杉本町長

�����
��	
 説明不足で申しわけ

ございませんけど､ 作間議員の質問の中で､

定員に関しての質問があったわけです｡ そう

いう中で中能登町が14.64､ 今の宝達志水町

が12.何ぼという中で､ 多いんではないかと､

小さい町は､ やはり人口に対して多いという

ような中で､ 中能登町は今３つの町が､ 一緒

みたい町が合併をして１つの町になったので

当然多い､ そういう中で川北町は今言われま

したように､ 石川県でも本当にトップクラス

で､ 面積も６分の１､ 14.何ぼです｡ そうい

う中でも人口1,000人当たりにしたら15.…そ

ういうことで､ 調べて説明いたしますけれど

も､ 小さい町はどうしても多くなると､ そし

て､ 大きい５万､ 野々市みたいな町は少ない

と､ そういう中で今､ 中能登町は合併したと

ころで､ どうしても多く､ これからいろんな

面で定員削減をしていきますとそんな説明を

させていただいたんで､ 中能登町と川北との

いろんな差の説明をさせていただいたという

ことではございません｡ 川北町については､

今もう１回調べて説明します｡

��������	
 苗山参事兼総務課長

�������������	
 17年度の

普通会計の決算によりますと､ 川北町は定員

管理は人口1,000人当たり14.39ということに

なっております｡ 以上です｡

��������	
 杉本町長
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 記憶違いで15近くで

あったなあと思って､ 上か下かとこれは私の

記憶違いでありまして､ 申し訳ございません

でした｡

��������	
 小坂博康君

�������� 	
 終わりに､ もう２回

も執行部も町民の皆さん方にも､ 痛み分けと

いうことで､ いろいろこれからお願いしてい

かなければならないこともありますので､ ま

た､ 頑張っていい町にしていく努力をしてい

きたいなと､ そういうようにお願いをして､

自分にも言い聞かせながら､ 終わらさせてい

ただきます｡ どうも｡

��������	
 以上で､ 本日の日程

は終了いたしました｡

これをもって一般質問を終結いたします｡

! " #

��������	
 18日は休会とし､ 19

日午後２時から本会議を開きます｡

本日はこれをもって散会いたします｡

ご苦労さまでした｡

午後２時02分 散会
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１番 笹 川 広 美 議員 11番 上 見 健 一 議員

２番 諏 訪 良 一 議員 12番 宮 本 空 伸 議員

３番 堀 江 健 爾 議員 13番 若 狭 明 彦 議員

４番 宮 下 為 幸 議員 14番 岩 井 礼 二 議員

５番 平 岡 志 朗 議員 15番 西 村 秀 博 議員

６番 亀 野 冨二夫 議員 16番 坂 井 幸 雄 議員

７番 甲 部 昭 夫 議員 17番 小 坂 博 康 議員

８番 藤 本 一 義 議員 18番 田 中 治 夫 議員

９番 古 玉 栄 治 議員 19番 作 間 七 郎 議員

10番 武 田 純 一 議員 20番 杉 本 平 治 議員
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町 長 杉 本 栄 蔵 農 林 課 長 表 辰 祐

副 町 長 小 山 茂 則 商工観光課長 坂 井 信 男

教 育 長 池 島 憲 雄 上下水道課長 松 栄 哲 夫

参事兼監理課長 藤 井 博 昭 福 祉 課 長 岡 野 昇

参事兼住民課長 林 富士雄 保健環境課長 小 林 玉 樹

企 画 課 長 大 村 義 一 会 計 課 長 小 山 三 雄

税 務 課 長 永 源 勝 教育文化課長 後 藤 和 雄

土木建設課長 澤 賢 造 生涯学習課長 吉 田 外喜夫

― 81 ―



��������	�
����

事 務 局 長 服 部 顕 了 書 記 山 本 正 広

�
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平成19年６月19日 午後４時３６分開議

日程第１ 総務常任委員会委員長報告

日程第２ 教育民生常任委員会委員長報告

日程第３ 産業建設常任委員会委員長報告

日程第４ 討論・採決

報告第２号 専決処分の承認を求めることについて
(中能登町税条例の一部を改正する条例について)

報告第３号 専決処分の承認を求めることについて
(中能登町原子力発電施設等立地地域の指定による町税の課税の特例
に関する条例の一部を改正する条例について)

報告第４号 専決処分の承認を求めることについて
(中能登町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について)

報告第５号 専決処分の承認を求めることについて
(平成18年度中能登町一般会計補正予算)

報告第６号 専決処分の承認を求めることについて
(平成18年度中能登町老人保健特別会計補正予算)

報告第７号 専決処分の承認を求めることについて
(平成18年度中能登町介護保険特別会計補正予算)

報告第８号 専決処分の承認を求めることについて
(平成18年度中能登町国民健康保険特別会計補正予算)

報告第９号 専決処分の承認を求めることについて
(平成18年度中能登町下水道事業特別会計補正予算)

報告第10号 専決処分の承認を求めることについて
(平成18年度中能登町ケーブルテレビ事業特別会計補正予算)

報告第11号 平成18年度中能登町一般会計繰越明許費繰越計算書について

報告第12号 平成18年度中能登町介護保険特別会計繰越明許費繰越計算書について

報告第13号 平成18年度中能登町ケーブルテレビ事業特別会計繰越明許費繰越計算
書について

報告第14号 専決処分の承認を求めることについて
(平成19年度中能登町一般会計補正予算)

報告第15号 専決処分の承認を求めることについて
(平成19年度中能登町一般会計補正予算)
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報告第16号 専決処分の承認を求めることについて
(平成19年度中能登町分譲宅地造成事業特別会計補正予算)

議案第36号 中能登町水道事業の設置に関する条例の一部を改正する条例について

議案第37号 中能登町水道事業給水条例の一部を改正する条例について

議案第38号 平成19年度中能登町一般会計補正予算

議案第39号 平成19年度中能登町介護保険特別会計補正予算

議案第40号 平成19年度中能登町下水道事業特別会計補正予算

議案第41号 平成19年度中能登町分譲宅地造成事業特別会計補正予算

議案第42号 長曽川水防事務組合規約の一部を変更する規約について

議案第43号 町営土地改良事業の施行について

議案第44号 町道路線の変更について

継続審査

請願第３号 ｢中能登町立越路小学校の存続を求める｣ 請願の採択について

(追加日程１)

日程第１ 議案第45号 中能登町分譲宅地造成事業にかかる土地の取得について

議案第46号 平成19年度中能登町特定環境保全公共下水道事業 鳥屋北部浄化セン
ター 第２系列水処理施設機械工事請負契約の締結について

議案第47号 平成19年度中能登町特定環境保全公共下水道事業 鳥屋北部浄化セン
ター 第２系列水処理施設電気工事請負契約の締結について

(提案理由説明､ 質疑､ 討論､ 採決)

日程第２ 同意第２号 教育委員会委員の任命について
(提案理由説明､ 採決)

日程第３ 同意第３号 人権擁護委員候補者の推薦について
(提案理由説明､ 採決)

(追加日程２)

日程第１ 発議第８号 中能登町議会議員政治倫理条例の一部を改正する条例について
(提案理由説明､ 質疑､ 討論､ 採決)

日程第２ 議員派遣の件

(追加日程３)

日程第１ 副議長選挙について

日程第２ 閉会中の継続調査
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(追加日程４)
日程第１ 同意第４号 監査委員の選任について

(提案理由説明､ 採決)
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午後４時36分 開議

�� �

������	
�� ただいまの出席議員

は20名です｡ 議員定数の半数に達しておりま

す｡ これより本日の会議を開きます｡

本日の会議時間は､ 会議の都合により､ あ

らかじめこれを延長いたします｡

日程第１から日程第３､ 各常任委員会委員

長報告､ これより本定例会から付託をしてお

りました報告第２号から第16号まで報告第15

件､ 議案第36号から第44号まで議案９件､ 及

び平成18年９月定例会で付託をし､ 継続審査

となっています請願第３号を一括して議題と

いたします｡

以上の案件に関し､ 委員会における審査の

過程及び結果について､ 各常任委員長の報告

を求めます｡

総務常任委員長 小坂博康君

[総務常任委員長 (小坂博康君) 登壇]

�
������������� それでは､

総務常任委員会からの審査の結果をご報告い

たします｡ 本定例会から当委員会に付託を受

けました報告８件､ 議案１件につきましては､

６月12日に委員会を開催し､ 委員６名全員の

出席並びに議長の同席のもと､ 慎重に審査い

たしました｡

審議の過程で委員からの主な意見や要望事

項､ また執行部からの回答内容についてご報

告いたします｡

初めに､ 報告２号の中能登町税条例の一部

を改正する条例について､ 地方税法等の一部

改正に伴い､ 地方たばこ税の税率引き上げ､

高齢者障害者が居住する既存住宅については､

一定のバリアフリー改修工事を行った場合の

固定資産税減額の特例措置が創設されたこと

など､ 主な改正内容について説明を受けまし

た｡

２点目として､ 町が所有する駐車場につい

て､ 有料・無料の区分はどのようにしている

のかに対しては､ 金丸､ 能登部､ 良川､ 能登

二宮の各駅に近接する駐車場については､ 交

流人口の拡大を図るため､ また通勤の利便性

向上を図る目的もあり､ 無料としているが､

それ以外については有料・無料の整合性がと

れないところもあり､ 今後検討したいとの回

答でした｡

また､ 老朽化が進む久江､ 芹川地区の町営

住宅について､ 地震等の被害対策も含め､ 今

後どのように考えているのかに対しては､ 建

替え､ 又は別な区域での新築を含め､ 今後検

討したいとの回答でした｡

３点目として､ 報告第13号の平成18年度中

能登町ケーブルテレビ事業特別会計繰越明許

費繰越計算書について繰越内容は音声告知端

末機の設置で､ 連絡が取れない個人住宅100

件､ 公共施設､ 地区集会施設等に係る工事で

ある旨の説明がなされましたが､ 以前説明を

受けてからの期間が経過していることもあり､

進捗を確認したところ､ 30件については確認

が取れ､ 発注済みとなっており､ 順次連絡を

取りながら進めていくとの回答であります｡

最後に､ 上程議案の説明に当たっては､ た

だ減額措置をとろうとするだけでなく､ 何故､

減額となったか丁寧な説明を今後心掛けるよ

う要望いたしました｡ それでは､ 審査の結果

につきまして､ ご報告いたします｡

報告第２号 専決処分の承認を求めること

について (中能登町税条例の一部を改正する

条例について) 及び

報告第３号 専決処分の承認を求めること

について (中能登町原子力発電施設等立地地

域の指定による町税の課税の特例に関する条

例の一部を改正する条例について)

以上の報告２件につきましては､ いずれも

全会一致で原案のとおり承認しました｡

報告第５号 専決処分の承認を求めること

について (平成18年度中能登町一般会計補正

予算)

報告第10号 専決処分の承認を求めること
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について (平成18年度中能登町ケーブルテレ

ビ事業特別会計補正予算)

報告第11号 平成18年度中能登町一般会計

繰越明許費繰越計算書について 及び

報告第13号 平成18年度中能登町ケーブル

テレビ事業特別会計繰越明許費繰越計算書に

ついて

以上の報告４件につきましても､ いずれも

全会一致で原案のとおり承認しました｡

報告第14号 専決処分の承認を求めること

について (平成19年度中能登町一般会計補正

予算) 及び

報告第15号 専決処分の承認を求めること

について (平成19年度中能登町一般会計補正

予算)

以上の報告２件につきましても､ いずれも

全会一致で原案のとおり承認しました｡

最後に議案第38号 平成19年度中能登町一

般会計補正予算

以上の付託議案１件につきましても､ 全会

一致で原案のとおり可決しました｡

尚､ 今回報告いたしました結果につきまし

ては､ お手元に配付済みの委員会審査報告書

のとおりであります｡

以上で総務常任委員会からの審査結果の報

告を終わります｡

��������	
 次に､ 教育民生常任

委員会委員長 宮下為幸君

[教育民生常任委員長 (宮下為幸君) 登

壇]

���
�����������	
 それ

では､ 教育民生常任委員会から審査の結果を

ご報告いたします｡

去る６月11日に､ 委員７名全員の出席並び

に議長の同席のもと委員会を開催しました｡

当委員会に付託を受けました報告７件､ 議案

２件､ 及び９月定例会で委員会付託され､ ３

月定例会で継続審査となっていました請願１

件について､ 慎重に審査をいたしました｡

審議の過程での委員からの主な発言や要望

事項､ また執行部からの回答内容についてご

報告いたします｡

初めに､ 報告第５号 平成18年度中能登町

一般会計予算の第４款衛生費､ 14節委託料の

環境汚染測定調査についてであります｡ この

調査は､ 旧町からの実施箇所を調査していま

すが､ 町民の健康面のこともあり､ 被害が発

生してから調査を行うのではなく､ 定期的に

広い範囲で実施することが必要ではないかと

の意見に対し､ 財政多難な折､ 調査費も高額

となるため､ 現在は必要な箇所のみを実施し

ているとの回答でしたが､ 他のところで経費

節減できるものは節減し､ 町民が安心して暮

らせるよう､ 広い範囲で実施について検討を

求めました｡

２点目として､ 当初予算で実施を予定して

いた､ 小学校の工事請負費を今回の専決で全

て減額とした理由についての質問に対しては､

前年度繰越工事､ コンピュータ設置及び水道

管の石綿対応により､ 予定していた工事が実

施不能となった旨の回答がされましたが､ 今

後は速やかに対応し､ 年度内に実施できるよ

うに求めました｡

また､ 報告書未提出による予算の減額につ

いても､ 速やかに対応を求めました｡

３点目としては､ 平成17年度・18年度の２

カ年､ シドニー五輪マラソン日本代表である

川嶋伸次氏を招いて開催された陸上ランニン

グ教室ですが､ トップアスリートの指導を受

けられる大変いい機会でもあり､ 学校の生徒

を含め多くの人が参加できるよう､ 今年度の

実施について要望をしました｡

最後に継続審査となっている請願第３号の

中能登町立越路小学校の存続を求める請願に

ついては､ 採決の結果､ 可否同数となりまし

たので､ 委員会条例第16条の規定により採決

しました｡

それでは審査の結果につきまして､ 次のと

おり報告いたします｡

審査の結果､ 報告第４号 専決処分の承認
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を求めることについて (中能登町国民健康保

険税条例の一部を改正する条例について) の

報告１件につきましては､ 全会一致で原案の

とおり承認いたしました｡

続きまして､ 報告第５号 専決処分の承認

を求めることについて (平成18年度中能登町

一般会計補正予算)

報告第６号 専決処分の承認を求めること

について (平成18年度中能登町老人保健特別

会計補正予算)

報告第７号 専決処分の承認を求めること

について (平成18年度中能登町介護保険特別

会計補正予算)

報告第８号 専決処分の承認を求めること

について (平成18年度中能登町国民健康保険

特別会計補正予算) 及び

報告第12号 平成18年度中能登町介護保険

特別会計繰越明許費繰越計算書について

以上の報告５件につきましては､ 全会一致

で原案のとおり承認いたしました｡

続きまして､ 報告第15号 専決処分の承認

を求めることについて (平成19年度中能登町

一般会計補正予算) の報告１件につきまして

は､ 全会一致で原案のとおり承認いたしまし

た｡

続きまして､ 議案第38号 平成19年度中能

登町一般会計補正予算

議案第39号 平成19年度中能登町介護保険

特別会計補正予算

以上の付託議案２件につきましては､ 全会

一致で原案のとおり可決いたしました｡

最後に継続審査となっておりました請願第

３号 中能登町立越路小学校の存続を求める

請願の採択についての請願１件につきまして

は､ 採決の結果､ 可否同数となりましたので､

委員長は委員会条例第16条の規定により不採

択とすることに決定いたしました｡

なお､ 報告いたしました結果につきまして

は､ お手元に配付済みの委員会審査報告書の

とおりであります｡ 以上で教育民生常任委員

会からの審査報告を終わります｡

��������	
 次に､ 産業建設常任

委員会委員長 甲部昭夫君

[産業建設常任委員長 (甲部昭夫君) 登

壇]

���
�����������	
 それ

では､ 産業建設常任委員会から審査の結果を

報告します｡

本定例会から当委員会に付託を受けました

報告第６件､ 議案８件につきましては､ ６月

の11日､ 委員７名全員の出席のもと委員会を

開催し､ 提出議案について執行部よりそれぞ

れ詳細に説明を求め､ 順次慎重に審査をいた

しました｡

審査の過程での主な内容についてご報告を

いたします｡

初めに､ 適正な予算措置についてでありま

す｡ 当初予算で実施を計画していたものが､

全く実施されずに､ 今回の専決処分時におい

て処理されているものがありますが､ 当初計

画を立てられるときには実施可能かどうかの

調査を充分に行ってから予算計上をしていた

だくよう強く求めました｡

また､ 地区工事について､ ３月補正時にも

言いましたが､ 要望が多いのにもかかわらず

専決予算でも減額されていますが､ 残りの要

望箇所の早期実施はできないのか､ との質問

に対し､ 町単土地改良事業では地区要望箇所

を現地調査し､ 優先順位を定め､ 上位箇所か

ら順次事業を実施してきたが､ 地区では事業

の先送りとされたことなどで今回減額したも

のです｡

２点目として､ 水道事業会計について､ 内

部留保資金の枯渇が懸念されますが､ 将来､

水道料の値上げにつながることもあり､ 今後

の計画を早期に樹立するよう求めました｡

最後に議案第41号 平成19年度中能登町分

譲宅地造成事業特別会計補正予算の財産売払

収入について､ 分譲地はさくら新町で単価と

して坪57,000円が４区画､ 坪53,000円が２区
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画となり､ 広報６月号､ ホームページ及び防

災無線を通じて町民に案内していきたいとの

説明がありました｡

それでは審査の結果につきまして､ 次のと

おりご報告いたします｡

審査の結果､ 報告第５号 専決処分の承認

を求めることについて (平成18年度中能登町

一般会計補正予算)

報告第９号 専決処分の承認を求めること

について (平成18年度中能登町下水道事業特

別会計補正予算) 及び

報告第11号 平成18年度中能登町一般会計

繰越明許費繰越計算書について

以上の報告３件につきましては､ いずれも

全会一致で承認いたしました｡

次に報告第14号 専決処分の承認を求める

ことについて (平成19年度中能登町一般会計

補正予算)

報告第15号 専決処分の承認を求めるこ

とについて (平成19年度中能登町一般会計補

正予算) 及び

報告第16号 専決処分の承認を求めること

について (平成19年度中能登町分譲宅地造成

事業特別会計補正予算)

以上の報告３件につきましては､ いずれも

全会一致で承認いたしました｡

次に､ 議案第36号 中能登町水道事業の設

置に関する条例の一部を改正する条例につい

て

議案第37号 中能登町下水道事業給水条例

の一部を改正する条例について

以上の議案２件につきましては､ いずれも

全会一致で可決いたしました｡

議案第38号 平成19年度中能登町一般会計

補正予算

議案第40号 平成19年度中能登町下水道事

業特別会計補正予算

議案第41号 平成19年度中能登町分譲宅地

造成特別会計補正予算

以上の議案３件につきましては､ いずれも

全会一致で可決いたしました｡

最後に､ 議案第42号 長曽川水防事務組合

規約の一部を変更する規約について

議案第43号 町営土地改良事業の施行につ

いて 及び

議案第44号 町道路線の変更について

以上の議案３件につきましても全会一致で

可決をいたしました｡

ご報告いたしました結果につきましては､

お手元に配付済みの委員会審査報告書のとお

りであります｡ 以上で産業建設常任委員会で

の審査報告を終わります｡

��������	
 以上で各委員会の委

員長報告が終わりました｡

これより委員長報告に対する質疑を行いま

す｡

質疑の方はありませんか｡

[｢なし｣ の声あり]

��������	
 質疑がないようです

ので､ 質疑を終結いたします｡

��
���

��������	
 日程第４ 討論・採

決

これより､ 上程議案 報告第２号から第16

号及び議案第36号から第44号まで､ 報告15件､

議案９件について討論を行います｡

まず､ 反対討論の発言を許します｡

[｢なし｣ の声あり]

��������	
 ないようでしたら､

次に賛成討論の発言を許します｡

[｢なし｣ の声あり]

��������	
 ないようでしたら以

上で討論を終結いたします｡

次に採決を行います｡

報告第２号から第４号まで報告３件につい

て採決をいたします｡

お諮りします｡

本件に対する各委員長の報告は､ 全会一致

で原案のとおり承認であります｡ 本件は各委
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員長の報告のとおり決定することに賛成の方

の起立を求めます｡

[賛成者起立]

��������	
 全員起立です｡ よっ

て報告第２号から第４号まで報告３件は原案

のとおり承認されました｡

��������	
 次に報告第５号から

報告第13号まで､ 報告９件について採決いた

します｡

お諮りします｡

本件に対する各委員長の報告は､ 全会一致

で原案のとおり承認であります｡ 本件は各委

員長の報告のとおり決定することに賛成の方

の起立を求めます｡

[賛成者起立]

��������	
 起立全員であります｡

よって報告第５号から報告第13号まで､ 報告

９件は原案のとおり承認されました｡

��������	
 次に報告第14号から

報告第16号まで､ 報告３件について採決いた

します｡

お諮りします｡

本件に対する各委員長の報告は､ 全会一致

で原案のとおり承認であります｡ 本件は各委

員長の報告のとおり決定することに賛成の方

の起立を求めます｡

[賛成者起立]

��������	
 起立全員であります｡

よって報告第14号から報告第16号まで､ 報告

３件は原案のとおり承認されました｡

��������	
 次に議案第36号､ 議

案第37号について採決いたします｡

お諮りします｡

本件に対する委員長の報告は､ 全会一致で

原案のとおり可決であります｡ 本件は委員長

の報告のとおり決定することに賛成の方の起

立を求めます｡

[賛成者起立]

��������	
 起立全員であります｡

よって議案第36号､ 議案第37号は原案のとお

り可決されました｡

��������	
 次に､ 議案第38号か

ら議案第41号までの議案４件について採決い

たします｡

お諮りします｡

本件に対する各委員長の報告は､ 全会一致

で原案のとおり可決であります｡ 本件は委員

長の報告のとおり決定することに賛成の方の

起立を求めます｡

[賛成者起立]

��������	
 起立全員であります｡

よって議案第38号から議案第41号までの議案

４件は原案のとおり可決されました｡

��������	
 次に､ 議案第42号か

ら議案第44号までの議案３件について採決い

たします｡

お諮りましす｡

本件に対する委員長の報告は､ 全会一致で

原案のとおり可決であります｡ 本件は委員長

の報告のとおり決定することに賛成の方の起

立を求めます｡

[賛成者起立]

��������	
 起立全員であります｡

よって議案第42号から議案第44号までの議案

３件は原案のとおり可決されました｡

��������	
 請願第３号について

討論を行います｡

まず､ 反対討論はありませんか｡

[｢なし｣ の声あり]

��������	
 次に､ 賛成討論はあ

りませんか｡

９番 古玉栄治君

[９番 (古玉栄治君) 登壇]

����
���	
 請願第３号について
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賛成討論をいたします｡ 請願第３号は中能登

町立越路小学校の存続を求めることについて

であります｡ 越路地区は中能登町の宅地開発

とも相まって､ 人口は増加傾向にあります｡

児童・生徒数は現在は横ばい状態であります

が､ 今後も宅地化が進み､ 子ども達は増加傾

向にあります｡ 少子化の中で学校再編は避け

て通れない問題と認識しています｡ 越路小学

校は現在複数の学級を保つことができる規模

であり､ 保護者や地域住民の約83％の方々が

存続を希望しています｡ 浜田教育委員長は３

月議会で､ 私への答弁で地域住民の方々とも

相談しながら子ども達のためにどうすれば一

番良いのかということを慎重に見極めていき

たい｡ こういうふうに思っておりますと答弁

されました｡ また､ 池島教育長は今議会で､

作間議員の学校問題での答弁では､ 地域の皆

さんと話し合いをして意見を尊重したいと答

えられています｡ 学校に通学するのは子ども

たちです｡ この請願に議会がどのような判断

をされるか､ 子ども達や保護者､ また地域住

民が大変注目しています｡

また､ 私たちは町民の代弁者であります｡

地域住民の意見は尊重されるべきだと私は思

います｡ この請願への議員各位のご理解と賛

同をお願いいたします｡

��������	
 18番 田中治夫君

[18番 (田中治夫君) 登壇]

���
�����	
 賛成討論をいたしま

す｡ 古玉議員は今請願第３号の中能登町立越

路小学校の存続を求める賛成討論をいたしま

した｡ 私も引き続き賛成討論をいたします｡

中能登町西側眉丈山系､ 大変人家が連担して

おります｡ そういう中で､ 小学校は２校ある

わけであります｡ また反面､ 東側､ 碁石､ 石

動山系の麓､ 人家が連担しております｡ その

中に今､ ４つの小学校があるわけであります｡

一般質問３月､ そして６月､ 複式学級の解消

ということが議論されております｡ そういう

中で､ 南北に西側もそして東側も､ 大変長い

わけであります､ 地形的に｡ そういった中で

東側の４校を少し乱暴な言い方かもしれませ

んが､ ２校にという思いがあるわけでありま

す｡ そのことが児童にとってどれだけ通学の

利便性があるか､ また反面､ 多くの住民の期

待の思いであります｡ 小学校と地域の学校は

大変住民の絆が強いわけであります｡ 小学校

が存続することによってその地域が大きな活

力､ 力､ パワーになるわけであります｡ そし

て､ その地区が発展するわけであります｡ し

いては､ 中能登町の繁栄・発展につながって

いくわけであります｡ 従って私は､ 中能登町

立越路小学校のこの請願について賛成をいた

します｡ どうぞ､ 議員の皆さん､ この趣旨に

ご理解をいただきまして､ 賛同いただますよ

うに､ お願いを申し上げ賛成討論といたしま

す｡ 有難うございました｡

��������	
 ほかにありませんか｡

[｢なし｣ の声あり]

��������	
 以上で請願第３号に

ついての討論を終結いたします｡

継続審査となっています請願第３号 中能

登町立越路小学校の存続を求める請願の採択

について採決いたします｡

本件に対する委員長の報告は不採択であり

ます｡ 請願第３号を採択することに賛成の方

の起立を求めます｡

[賛成者起立]

��������	
 起立少数であります｡

請願第３号を採択することは否決されました｡

ここで暫時休憩いたします｡

午後５時11分 休憩

午後５時47分 再開

�����

��������	
 再開いたします｡

お諮りします｡ ただ今､ 町長より議案第45

号 中能登町分譲宅地造成事業にかかる土地

の取得について
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議案第46号 平成19年度中能登町特定環境

保全公共下水道事業 鳥屋北部浄化センター

第２系列水処理施設機械工事請負契約の締結

について

議案第47号 平成19年度中能登町特定環境

保全公共下水道事業 鳥屋北部浄化センター

第２系列水処理施設電気工事請負契約の締結

について

同意第２号 教育委員会委員の任命につい

て

同意第３号 人権擁護委員候補者の推薦に

ついて

が提出されました｡ これをそれぞれ日程に追

加し､ 議題といたしたいと思います｡ これに

ご異議ありませんか｡

[｢異議なし｣ の声あり]

��������	
 異議なしと認めます｡

議事日程を配付しますので､ 暫時休憩いた

します｡

午後５時50分 休憩

午後５時53分 再開

��������	
 再開いたします｡

追加日程１ 日程第１ 議案第45号から議

案第47号までの議案３件を一括して議題とい

たします｡

町長より､ 提案理由の説明を求めます｡

��������	
 杉本町長

[町長 (杉本栄蔵君) 登壇]

�����
��	
 本日､ 追加提案いた

しました議案についてご説明を申し上げます｡

まず､ 議案第45号は中能登町分譲宅地造成

事業にかかる土地の取得についてであります｡

西馬場地区に計画しております分譲宅地造成

事業用地として土地を取得したく､ ６月18日

にエムジェイテキスタイル株式会社清算人及

び門前織物工業協同組合清算人との間に､ 仮

契約を締結をいたしました｡ この工事は西馬

場地区において､ 35区画の分譲宅地を造成す

るものであります｡

次に､ 議案第46号 平成19年度中能登町特

定環境保全公共下水道事業 鳥屋北部浄化セ

ンター 第２系列水処理施設機械工事請負契

約の締結についてであります｡ この工事の施

工にあたりましては､ ８社を指名し､ ６月14

日に入札を執行した結果､ 9,607万5,000円で

アムズ株式会社に決定し､ 仮契約を締結いた

しました｡

次に､ 議案第47号 平成19年度中能登町特

定環境保全公共下水道事業 鳥屋北部浄化セ

ンター 第２系列水処理施設電気工事請負契

約の締結についてであります｡ この工事の施

工にあたりましては､ ８社を指名し､ ６月14

日に入札を執行した結果､ 5,764万5,000円で

株式会社日立製作所金沢支店に決定し､ 仮契

約を締結をいたしました｡ この鳥屋北部浄化

センターは､ 平成13年３年に供用を開始しま

したが､ 流入水量が増大したことから２系列

めの建設を行っており､ 今回機械及び電気工

事を施工するものであります｡ 以上､ 追加提

案いたしました議案各件につき､ その対応を

ご説明申し上げましたが､ 議員各位におかれ

ましては､ 慎重なるご審議のうえ､ 適切なる

ご決議を賜わりますようお願いを申し上げま

して提案理由の説明を終わります｡

��������	
 町長の提案理由の説

明が終わりました｡

議案第45号から議案第47号までの議案３件

について質疑を行います｡

質疑の方ありませんか｡

[｢なし｣ の声あり]

��������	
 ないようでしたら質

疑を終結いたします｡

次に討論を行います｡

討論の方ありませんか｡

[｢なし｣ の声あり]

��������	
 ないようですので､

以上で討論を終結いたします｡

次に採決を行います｡

まず､ 議案第45号 中能登町分譲宅地造成
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事業にかかる土地の取得についての採決を行

います｡

お諮りましす｡

議案第45号は原案のとおり決定することに

賛成の方の起立を求めます｡

[賛成者起立]

��������	
 起立全員であります｡

よって議案第45号は原案のとおり可決されま

した｡

次に議案第46号 平成19年度中能登町特定

環境保全公共下水道事業 鳥屋北部浄化セン

ター 第２系列水処理施設機械工事請負契約

の締結について

議案第47号 平成19年度中能登町特定環境

保全公共下水道事業 鳥屋北部浄化センター

第２系列水処理施設電気工事請負契約の締結

について

議案２件の採決を行います｡

お諮りします｡

議案第46号､ 議案第47号は原案のとおり決

定することに賛成の方の起立を求めます｡

[賛成者起立]

��������	
 起立全員であります｡

よって議案第46号､ 議案第47号は原案のとお

り可決されました｡

追加日程１ 日程第２､ 同意第２号 教育

委員会委員の任命について

を議題といたします｡ 町長より提案理由の説

明を求めます｡

��������	
 杉本町長

�����
��	
 追加提案いたしまし

た議案についてご説明申し上げます｡ 同意第

２号 教育委員会委員任命についてでありま

す｡ 今回教育委員会委員として議案の方が最

適任者であると信じ､ 関係法令の規定に基づ

き､ 議会の同意を求めるものであります｡ 議

員各位におかれましては､ 慎重なるご審議の

うえ､ 適切なるご決議を賜わりますようお願

いを申し上げまして提案理由の説明を終わり

ます｡

��������	
 町長の提案理由の説

明が終わりました｡ 議案は人事案件であり､

先に議員各位のご理解を得ておりますので､

質疑討論を省略し､ 採決いたしたいと思いま

す｡

これにご異議ありませんか｡

[｢異議なし｣ の声あり]

��������	
 ご異議なしと認めま

す｡

お諮りします｡

同意第２号は原案のとおり同意することに

ご異議ありませんか｡

[｢異議なし｣ の声あり]

��������	
 ご異議なしと認めま

す｡ よって同意第２号は原案のとおり同意す

ることに決しました｡

暫時休憩いたします｡

午後６時02分 休憩

午後６時03分 再開

��������	
 再開いたします｡

追加日程１ 日程第３､ 同意第３号 人権

擁護委員候補者の推薦についてを議題といた

します｡

町長より提案理由の説明を求めます｡

��������	
 杉本町長

�����
��	
 追加提案いたしまし

た議案についてご説明申し上げます｡ 同意第

３号 人権擁護委員候補者の推薦についてで

あります｡

今回､ 人権擁護委員候補者として議案の方

が最適任者であると信じ､ 関係法令の規定に

基づき､ 議会の同意を求めるものであります｡

議員各位におかれましては､ 慎重なるご審議

のうえ､ 適切なるご決議を賜わりますようお

願いを申し上げまして､ 提案理由の説明を終

わります｡

��������	
 町長の提案理由の説

明が終わりました｡

議案は人事案件であり､ 先に議員各位のご
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理解を得ておりますので､ 質疑討論を省略し､

採決いたしたいと思います｡

これにご異議ありませんか｡

[｢異議なし｣ の声あり]

��������	
 ご異議なしと認めま

す｡

お諮りします｡

同意第３号は原案のとおり同意することに

ご異議ありませんか｡

[｢異議なし｣ の声あり]

��������	
 ご異議なしと認めま

す｡ よって同意第３号は原案のとおり同意す

ることに決定いたしました｡

お諮りします｡

ただ今､ 提出者作間七郎君ほか､ 賛成者３

名から 発議第８号 中能登町議会議員政治

倫理条例の一部を改正する条例についてが提

出されました｡ これを日程に追加し､ 議案と

いたしたいと思います｡

これにご異議ありませんか｡

[｢異議なし｣ の声あり]

��������	
 ご異議なしと認めま

す｡ 議事日程を配付しますので､ 暫時休憩い

たします｡

午後６時07分 休憩

午後６時09分 再開

��������	
 再開いたします｡

追加日程２ 日程第１ 発議第８号 中能

登町議会議員政治倫理条例の一部を改正する

条例についてを議題といたします｡

提出者から提案理由の説明を求めます｡

19番 作間七郎君

[19番 (作間七郎君) 登壇]

���
�����	
 ただ今上程されまし

た､ 発議第８号 中能登町議会議員政治倫理

条例の一部を改正する条例について提案理由

の説明をいたします｡

地方分権時代にあって､ 首長とともに行政

を担う議会議員の責務は一層重くなってきて

います｡ そうした中､ 議員としての使命と役

割を充分果たしていくためには､ 社会情勢の

的確な把握と行財政に関する知識がこれまで

以上に求められています｡ 発議第８号は議員

の兼職禁止を規定した地方自治法第29条の２

について､ 見解を統一､ かつ明確にし､ 清潔

で､ 民主的な町政発展を期するため､ 条例の

一部の改正を行うものであります｡ 地方自治

法第112条及び中能登町議会会則規則第14条

の規定により､ 提出いたしますのでよろしく

お願いをいたします｡

��������	
 提案理由の説明が終

わりました｡

発議第８号について質疑を行います｡

質疑の方ありませんか｡

[｢なし｣ の声あり]

��������	
 ないようですので質

疑を終結いたします｡

次に討論を行います｡ 討論の方ありません

か｡

15番 西村秀博君

[15番 (西村秀博君) 登壇]

���
�����	
 政治倫理の一部改正

案について反対討論いたします｡

平成17年３月１日､ 中能登町が合併したわ

けですけど､ それ以前に41人の議員の中で､

それぞれの旧町の中で､ 政治倫理特別委員会

を設置いたしまして､ 充分､ 議論され､ その

後､ １年も経たないうちに新しい条例案が提

出されたわけです｡

地元の企業を育て､ そして雇用の拡大につ

ながることも大事なことだと思います｡ 政治

倫理が可決されれば､ 将来､ 抵触するという

ことで､ 将来､ 有能な人材の候補者が立候補

できなくなるという恐れもあります｡ 従いま

して､ 時期尚早と考え一部改正については反

対いたします｡

��������	
 そのほかありません

か｡

[｢なし｣ の声あり]
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��������	
 ないようですので討

論を終結いたします｡

次に採決を行います｡

発議第８号について原案のとおり決定する

ことに賛成の方の起立を求めます｡

[賛成者起立]

��������	
 起立少数であります｡

もう一度立って下さい｡ 起立少数であります｡

よって発議第８号は否決されました｡

追加日程２ 日程第２ 議員派遣の件を議

題といたします｡

お諮りましす｡

議員派遣の件については､ お手元に配付の

とおり実施いたしたいと思います｡

ご異議ありませんか｡

[｢異議なし｣ の声あり]

��������	
 異議なしと認めます｡

よって､ 議員派遣の件については､ 可決さ

れました｡

ここで暫時休憩いたします｡

午後６時16分 休憩

午後６時30分 再開

��������	
 再開いたします｡

副議長 藤本一義君から副議長の辞職願い

が提出されております｡

お諮りします｡

副議長の辞職を日程に追加し､ 直ちに議題

とすることに､ ご異議ありませんか｡

[｢異議なし｣ の声あり]

��������	
 ご異議ないもと認め

ます｡

副議長辞職の件を日程に追加し､ 直ちに議

題といたします｡

８番藤本一義君は､ 地方自治法第117条の

規定により､ 除斥の対象となりますので､ 退

場を求めます｡

先ず､ その辞職願いを朗読させます｡

����
�������	
 朗読いたし

ます｡

辞任届け

今般､ 一身上の都合により､ 中能登町議会

副議長を辞任したいので､ 自治法第108条の

規定により､ 取り計らい下さるようお願いい

たします｡

平成19年６月19日

中能登町議会議長 若狭明彦殿

中能登町議会副議長 藤本一義

以上でございます｡

��������	
 お諮りします｡

藤本一義君の副議長の辞職を許可すること

にご異議ありませんか｡

[｢異議なし｣ の声あり]

��������	
 ご異議ないものと認

め､ 藤本一義君の副議長の辞職を許可するこ

とに決定いたしました｡

[８番 (藤本一義君) 入場]

ただ今､ 副議長が欠員となりました｡

お諮りします｡

副議長の選挙を日程に追加し､ 直ちに選挙

を行いたいと思います｡

これにご異議ありませんか｡

[｢異議なし｣ の声あり]

��������	
 ご異議なしと認めま

す｡

副議長の選挙を日程に追加し､ 直ちに選挙

を行います｡

ここで暫時休憩いたします｡

午後６時33分 休憩

午後７時44分 再開

��������	
 再開いたします｡

追加日程３ 日程第１ これより副議長の

選挙を行います｡ ここで議事日程表を配付し

ますので､ 暫時休憩いたします｡

午後７時45分 休憩

午後７時46分 再開

��������	
 再開いたします｡
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選挙の方法につきましては､ 地方自治法第

118条第２項の規定により､ 指名推選により

たいと思います｡

これにご異議ありませんか｡

[｢異議なし｣ の声あり]

��������	
 ご異議がないものと

認めます｡

選挙の方法は､ 指名推薦によることに決定

いたしました｡

お諮りします｡

指名の方法については､ 議長において指名

することにいたしたいと思います｡

これにご異議ありませんか｡

[｢異議なし｣ の声あり]

��������	
 ご異議がないものと

認めます｡

議長において指名することに決定いたしま

した｡

副議長に上見健一君を指名いたします｡

お諮りします｡

ただ今､ 議長において指名いたしました､

上見健一君を副議長の当選人とすることにご

異議ありませんか｡

[｢異議なし｣ の声あり]

��������	
 ご異議がないものと

認めます｡

ただ今､ 指名いたしました上見健一君が副

議長に当選されました｡

ただ今､ 副議長に当選されました上見健一

君が､ 議場におられますので､ この席から会

議規則第33条第２項の規定により告知をいた

します｡

ここで副議長に当選されました､ 上見健一

君からご挨拶があります｡

11番 上見健一君

[11番 (上見健一君) 登壇]

�����
���	
 ただ今､ 皆様のお力

で副議長に推挙されました｡ 大変な重責だと

思っております｡ 私も４期13年の経験を活か

し､ 議長を補佐し､ 中能登町の発展､ また議

会の発展のために一生懸命頑張りたいと思い

ますので､ これからもどうぞよろしくお願い

いたします｡ 本当に今日は有難うございまし

た｡

[拍手]

��������	
 ここで暫時休憩をい

たします｡

午後７時49分 休憩

午後８時21分 再開

��������	
 再開いたします｡

お諮りします｡

ただ今､ 町長より同意第４号 監査委員の

選任についてが提出されました｡ これを日程

に追加し､ 日程を変更し､ 直ちに議題といた

したいと思います｡

これにご異議ありませんか｡

[｢異議なし｣ の声あり]

��������	
 ご異議なしと認めま

す｡

議案書配付のため､ ここで暫時休憩いたし

ます｡

午後８時22分 休憩

午後８時23分 再開

��������	
 再開いたします｡

追加日程４ 日程第１ 同意第４号 監査

委員の選任について議題といたします｡

町長より提案理由の説明を求めます｡

��������	
 杉本町長

[町長 (杉本栄蔵君) 登壇]

��������	
 追加いたしました議

案についてご説明申し上げます｡

同意第４号 監査委員の選任についてであ

ります｡ 今回､ 監査委員として議案の方が最

適任者であると信じ､ 関係法令の規定に基づ

き､ 議会の同意を求めるものであります｡

議員各位におかれましては､ 慎重なるご審

議のうえ､ 適切なるご決議を賜わりますよう

お願いを申し上げまして､ 提案理由の説明を
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終わります｡

��������	
 町長の提案理由の説

明が終わりました｡

議案は人事案件であり､ 先に議員各位のご

理解を得ておりますので､ 質疑討論を省略し

採決いたしたいと思います｡

これにご異議ありませんか｡

[｢異議なし｣ の声あり]

��������	
 ご異議なしと認めま

す｡

[３番 (堀江健爾君) 退場]

お諮りします｡

同意第４号は原案のとおり同意することに

ご異議ありませんか｡

[｢異議なし｣ の声あり]

��������	
 ご異議なしと認めま

す｡ よって同意第４号は原案のとおり同意す

ることに決定いたしました｡

[３番 (堀江健爾君) 入場]

��
������

��������	
 追加日程３ 日程第

２ 閉会中の継続調査

閉会中の継続調査についてを議題といたし

ます｡

ただ今､ 議会運営委員長及び総務常任委員

長､ 教育民生常任委員長､ 産業建設常任委員

長､ 行財政改革特別委員会委員長から､ 会議

規則第75条の規定により､ 議会運営委員会の

閉会中の所掌事務調査､ 各常任委員会､ 特別

委員会の閉会中の所管事務調査のため､ 閉会

中の継続調査の申し出があります｡

お諮りします｡

各委員長から申し出のとおり閉会中の継続

調査とすることにご異議ありませんか｡

[｢異議なし｣ の声あり]

��������	
 ご異議なしと認めま

す｡ よって各委員長から申し出のとおり閉会

中の継続調査とすることに決定いたしました｡

�����


��������	
 以上で本議会に付議

されました案件の審議はすべて終了いたしま

した｡

これをもって平成19年第２回中能登町議会

定例会を閉会いたします｡

ご苦労さまでした｡

午後８時27分 閉会
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地方自治法第 123条第２項の規定により､ ここに署名する｡

議 長 若 狭 明 彦

署 名 議 員 作 間 七 郎

署 名 議 員 杉 本 平 治
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